









































白桜四神




秘密の恋は六りつ花かのごとく！
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「白はく桜おう。お前は『女』だったんだな。俺を騙だましていて、面おも白しろかったか？」

　青せい丞じようの紺こん碧ぺきの瞳ひとみはいつになく冷たかった。白桜は背筋を凍こおり付かせながらも、首を振ふる。

「そうじゃないんだ。これには訳があって……」

「どんな訳があろうとも、騙した事に変わりはない。俺はお前を大切な友だと思っていた。それなのに……。俺が愛した里り桜お姫ひめも、お前が演じていただけなのだな」

　冷れい酷こくな顔に、寂さみしげな色が浮うかぶ。そんな顔をさせたのが自分だと思うと、胸が痛んだ。

「違ちがう！　演じていた訳ではなくて、あれも本当のわたしだ！」

「では白桜を演じているのか？　その男の姿の方が偽いつわりか？」

　その問いには答えられなかった。事情があって、男のふりをして白びやつ虎こ家の跡あと取とりとなった。

　だが里桜も白桜もどちらも自分だ。それをどう言葉にしたら、うまく伝わるのだろう。

　悩なやんでいると、青丞が視線を鋭するどくした。その目は軽けい蔑べつに満ちている。

「二度と俺の前に現れるな。里桜姫にも白桜にも、もう会いたくない」

「待ってくれ！　青丞っ」

　必死で呼びかけたが、きびすを返した彼は立ち止まる事はなかった。
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「青丞に嫌きらわれる夢が、正夢になったらどうしよう……」

　白桜は昨夜ゆうべの夢を思い出し、血の気が引く思いで呟つぶやいた。目の前には大きな両開きの門がある。ここは四神の一族の一つ、青せい龍りゆう家の屋や敷しきだ。立派な門構えの屋敷を見上げて緊きん張ちようが走る。

　実は白桜には、ある秘密があった。

　白虎家の跡取りの証あかしである、白銀の髪かみに紅の瞳を持つ白桜は、周囲には男だと言っているが、本当は『里桜』という名前の女だ。跡取り不足の一族を救う為ために男のふりをしているのだが、もし誰だれかに知られたら、帝みかどと世間を謀たばかったとして一族全員が処しよ刑けいになってもおかしくない。

　だからこの秘密は、絶対に守り通さなければならなかった。

　それなのに先日、屋敷に来た青龍家の青丞に、着き替がえている所を見られたかもしれない。

〝かもしれない〟というのは、見たのか見ていないのかがはっきりしていないからだ。

　あれから十日ほど経たったが、彼からは何の音おと沙さ汰たもなく、世間に秘密が漏もれた様子もない。

　もしかしたら見ていないのかもと思いたいが、着替えようと裸はだかになった時、襖ふすまがわずかに開いていた。しかも直後に、青丞が慌あわてたように廊ろう下かを立ち去る後ろ姿を目もく撃げきした。

　状じよう況きようからすると、裸を見られた可能性が高いと思う。

　その事ばかり考えて、毎晩ろくに眠ねむれもしない。ようやくうとうとしたかと思えば、青丞に秘密がばれて嫌われる夢を繰くり返し見るようになった。このままでは疲つかれと不安で病やんでしまいそうだ。だから勇気を振り絞しぼって、青龍家の屋敷へとやってきていた。

「ええい！　ここまで来て悩んでいたって始まらない。まずはちゃんと確かめよう！」

　心を奮い立たせて、再び門を見つめた。この向こうに青丞がいるはずだ。

「白虎家の白桜です。青丞にお会いしたいのですが」

　屈くつ強きような門番は、ちらりとこちらを見ただけで微び動どうだにしなかった。

「しばらくは誰が来ても取り次ぐなと命令を受けております。お帰りください」

「えっ？　どこか具合でも悪いのですか。だったらお見み舞まいを……」

「いいえ、青丞様は調べ物があるそうで、その間は誰にも会いたくないそうです」

「ですが用事があるのです。白虎家の白桜が来たと取り次ぐだけでもお願いできませんか？」

　一いち縷るの望みをかけてみたが、門番は表情一つ動かさなかった。

「申し訳ありませんが、お断りします」

（誰が来ても取り次ぐなって、もしかしてわたしが来る事を予想してそう命じたのでは？　つまり、避さけられているって事だよな。そんな事をされる理由はただ一つ……）

　女だという秘密を知ったからではないか。もしそうだとしたら……考えてぞっとした。

　ようやく築き上げた青丞との友情が、終わってしまうのかもしれないと。
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「出たぞ！　金の鬼おにだ！」

　男が叫さけぶと、十人以上の護衛達が屋敷を飛びだし庭へと集まった。

　それを悠ゆう々ゆうと屋根から見下ろすのは、夜の闇やみでもきらきらと光る金の髪を持つ『鬼』だ。

　頭には二本の角。恐おそろしげに笑う口元。つり上がった目で睨にらまれ、護衛達が足を止める。

「何をしておる。姫を助けぬか！」

　屋敷の主あるじの叫びで、護衛達が慌てて鬼が立っている屋根の下へと走り出す。鬼の右みぎ腕うでには、ぐったりした美しき姫がいる。助けなければという使命感に誰もが燃えていた。

「……命知らずだな。愚おろかな事だ」

　低くて甘い声が響ひびいて、鬼が左手を顔に持っていく。その手が摑つかんだのは、鬼の顔……いや鬼の面だ。面を外して垣かい間ま見えた顔立ちは、この世の者とは思われぬほど整っていた。

　だがその瞳は、まるで血のような異様な色をしていた。

「私の妖よう術じゆつの前では、お前達など赤子も同然。予告した通り、姫は頂いていく。さらばだ」

　鬼が面を持つ左手を振り上げたと同時に、庭に煙けむりが立ちこめる。煙は鬼の妖術なのか、護衛達が次々と倒たおれていく。地面に転がった護衛達を尻しり目めに、鬼は悠ゆう然ぜんと屋敷を後にした。
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　白の束帯で正装した白桜は、緊張の面おも持もちで大だい内だい裏りにある広間へと向かっていた。

　何度も訪おとずれているが、こんなに緊張したのはここに初めて来た時以来だ。

　今日は正式な官かん吏りとなって初めての出仕だった。

　本当なら顔がにやけるのをとめられないくらい嬉うれしい日だったが、白桜の頭の中は先日の出来事で占しめられていた。

（屋敷まで行ったけど、とうとう青丞とは会えなかった。でも今日は会えるはずだ。四神の跡取りは全員呼ばれているはずだし）

　四神とは、陽や真ま乙と国を守護するといわれる白虎、青龍、朱雀すざく、玄げん武ぶという伝説の生き物だ。

　都には、その四神をそれぞれ祀まつる一族がある。

　その一つ、白虎家の跡取りが白桜だった。

　四神の跡取りになるという事は、将来この国を治める帝の候補になるという事でもある。

　白桜は他ほかの四神の跡取り達と切せつ磋さ琢たく磨ましつつ、ようやく正式な官吏として新たな道を踏ふみ出そうとしていた。

　今日はその第一歩となるめでたい日なのに、白桜の顔色は悪かった。

（やっと官吏になって、夢だった大学寮りようの改革の仕事につけるかもしれないのに、わたしの秘密がばれてしまうなんて事になったら……）

　そう思うと、石が沈しずんだように心が重くなる。

　先日の勅ちよく旨しで、帝から国の中ちゆう枢すうを担になう官吏の登とう竜りゆう門もんである大学寮に、身分を問わず誰でも入学できるようにするという発表がなされた。

　これで今までは貴族しか入れなかった大学寮に、能力さえあれば平民でも通えるようになるが、なかなかそう簡単に事は進まない。

（未いまだに反対している貴族も多いらしくて、大学寮の改革の制度設立も思うように進んでいないって話だ。だけど絶対に成功させたい。大学寮の入学が緩かん和わされれば、わたしの夢にも一歩近づける！）

　白桜が男と偽って暮らすのは、遠とお縁えんの男子が跡取りになれる年ねん齢れいに達するまでだ。

　そうなったら白桜は死んだ事になって、遠縁の男子が跡取りになる手はずになっていた。

　陽真乙国では女性は政治に一いつ切さい関かかわれない。

　女に戻もどったら、今まで親しくしてきた四神の跡取り達、そして大内裏で出会った人達とは二度と会えなくなるだろう。

　白桜として生きた経験を持つ今となっては、女として御み簾すの中で大人しく暮らすだけの人生を送るなんてとても考えられなかった。

（女に戻るのはいいけど、わたしはもっともっとこの国の為に働きたい！　大学寮の改革がうまくいけば、ゆくゆくは女性の入学も考えてくれると主上は約束してくれた。そうなったら、今度は『里桜』として大学寮に入学して、官吏になるんだ！）

　それは白桜の大きな希望となった。女に戻ってもやりがいのある仕事をして、なおかつ大切な友と別れずにすむ方法はそれしかない。

　もちろんそう簡単に事が進むはずはないとわかっている。

　望みが叶かなうまで、きっと長い年月がかかるだろう。

　だけど、諦あきらめるつもりはなかった。

　夢を叶える為にはまず、大学寮の改革を進める事だ。

　白桜は早くからこの国を治める龍りゆう宝ほう帝ていに、官吏として大学寮に関係する仕事がしたいと願い出ていた。

「主上はお返事はなさらなかったけど、嫌いやなお顔はされていなかった。官吏としてどんな仕事をしたいか希望は聞くと仰おつしやっていたし、きっと大学寮に配属されるはずだ。頑がん張ばるぞ！」

　青丞の事は気になるが、今まで何の反応もないということは、もしかしたら秘密はばれていない可能性もある。案外、今日会ったら久しぶりだと普ふ通つうに話しかけてくれるかもしれない。まだ起こってもいない事を悩なやむよりも、まずは目標を見み据すえて気合いを入れた。

　すると、背後からふっと笑う気配がする。

「何を頑張るのだ？」

　振ふり向くと、玄武家の跡あと取とりである鵬ほう玄げんが白桜と同じく正装して立っていた。

　鵬玄は漆しつ黒こくの髪かみを後ろで一つに束ね、同じく鋭するどい漆黒の瞳ひとみをしていた。一見大おお柄がらで目つきも悪いから怖こわい印象があるが、白桜にはいつも柔やわらかい笑えみを向けてくれる。

　優やさしくて頼たよりがいのある彼は、お互たがいに認める大親友だ。

「もちろん、官吏としての新しい仕事をだ。わたしは事前に大学寮の仕事がしたいと願い出たけど、鵬玄は何か希望は出したのか？」

「俺も、大学寮の仕事を願い出た」

　あっさりと返されて、目を丸くした。

　広間に向かって歩き出した鵬玄についていきながら、彼の顔を見上げる。

「鵬玄が大学寮の仕事を？　鵬玄は都では知らぬ者はないくらい有名な武官だったんだろう。太刀たちの腕うでだって都一と言われているのに、もっと合う仕事がいくらでもあるんじゃないか？」

　官吏は主に、文官と武官に分かれていて、大学寮の仕事は明らかに文官の役目だ。

　鵬玄は大学寮も優ゆう秀しゆうな成績で卒業したし、文官としても十分やっていけるだろうが、それ以上に太刀や弓の腕うで前まえは素す晴ばらしいものだった。

　妖よう鬼き帝ていと異名を持つほどの彼には、机に向かってばかりいるであろう大学寮の仕事は似合わない気がした。

　疑問を素す直なおに口にすると、鵬玄がやや苦く笑しようする。

「今までした事のない仕事に挑ちよう戦せんしてみるのもいいかと思っただけだ。……それに、お前と一いつ緒しよに仕事ができる」

　最後はぼそりとした呟つぶやきだったが、しっかりと耳には届いていた。嬉しくなって頰ほおが緩ゆるむ。

「ふーん。鵬玄はわたしと一緒に仕事がしたいのか。そんなにわたしが大好きなのか？」

　ちょっとした冗じよう談だんのつもりだった。もちろん親友として、という意味だ。

　こう見えて、案外恥はずかしがり屋の鵬玄は真っ赤になって否定するだろうと思った。

　だが予想に反して、彼は口元に優しげな笑みを湛たたえた。

「ああ。お前が大事だし、心配だ。官吏になったら、またいろんな問題が起きるだろう。困ったり悩んだりしたら、必ず俺を頼れ。約束だぞ」

　まっすぐな言葉は、まるで愛の告白のような真しん摯しさだった。

　思わず顔が赤くなったのはこちらだ。

「な、なんだよ！　そんな言い方したら、恥ずかしいだろう。わたしはこれでも立派な〝男〟なんだぞ。同じ男にそんな言われ方するほど柔やわじゃない！」

　足を大おお股またに開いて腰こしに手を当て、精いっぱい男らしい仕草をする。

　すると、鵬玄がぽんぽんっと頭を軽く叩たたいた。

「ああ、お前は立派な男だ。だが身体からだが弱いだろう。だから心配しているだけだ。さあ、そろそろ時間だ。広間に行こう」

　いつになく余よ裕ゆうのある態度の鵬玄に首を傾かしげつつ、彼の後に続いた。

　鵬玄の自分に対する態度が、以前と少しばかり違ちがっているような気がした。

　なぜだろうと気にはなったが、今は新たな仕事に向けて進もうとしている時だ。

　まずはそれに向けて、前に進まなければと気持ちを入れ替かえる。

　白桜は新たな希望を胸に、広間へと急いだ。







　白桜が鵬玄と一緒に広間へ行くと、青い束帯に身を包んだ青丞が静かに座っていた。

　久しぶりに見る彼の姿に、緊きん張ちようが走る。

　紺こん碧ぺきの瞳と髪を持つ彼は、龍宝帝の子息でもある。

　氷の貴公子と呼ばれ、姫ひめ達の憧あこがれの的らしい。

　その噂うわさ通り、整いすぎて冷たい印象さえある顔立ちをしていた。

　だが実は好きな女性に対しては情熱的で、熱い魂たましいと正義感を持っている男だと、白桜は知っていた。

　彼に話しかけようと口を開きかけたが、そのまま身体を固まらせる。

（もし、彼が秘密を知ったとしたら……）

　青丞に知られたかもとは思うが、彼が何も言ってこない事からすると、そうではないのかもしれない。どうするべきかと悩んだが、まずは相手の様子を窺うかがうべきだと思った。

「青丞、久しぶり……」

　声をかけるのは人生で最大の勇気を伴ともなった。だが確かめなければ、前には進めない。

　世間に秘密が漏もれていないという事は、彼は知らない確率の方が高いはずだ。

　だが、いつもなら紺碧の瞳でまっすぐに見つめてくる彼が、こちらを向きもしなかった。

「聞こえなかったかな。青丞、ちょっと話が……」

「やあやあやあ、みんなお久しぶり」

　そこへ軽い調子で入ってきたのは、赤い束帯を着こなした朱雀家の跡取り、朱しゆ咒じゆだった。

　真っ赤な髪と瞳という朱雀家の特とく徴ちようを持つ彼は、この国で一番の医者だと言われている。

　端たん整せいな容姿と柔らかな物言いで女性達の人気も高く、この国で一番もてるなどと言われてもいた。

「急いで座った方がいいよ。もうすぐ主上がお見えになるみたいだ。昨夜ゆうべ知り合った女性がなかなか放してくれなかったものだから、遅おそくなってしまったよ」

　あくびをかみ殺しつつ、朱咒が青丞の横に座った。

　鵬玄に促うながされて、白桜も一番端はしに腰を下ろす。

（青丞……。結局こちらを向いてもくれなかった。この距きよ離りで聞こえないはずないし、やっぱり無視されているのか……？）

　不安が心を占しめる。確かめたいが、もし彼が秘密を知らなかった場合、よけいな事を言えばやぶ蛇へびになるだろう。

　まずは龍宝帝と謁えつ見けんをすませるのが先決だと、白桜は思った。

　今日は待ちに待った、夢へと近づく為ための官かん吏りとしての第一日目なのだから。

　謁見が終わってから、どうにか青丞と二人だけの時間を作ろうと決意して、静かに目を閉じて龍宝帝を待った。







「えっ？　兵ひよう部ぶ省しよう……ですか!?」

　白桜は思わず身を乗り出した。

　広間には、四神の跡取り達が横一列に並び、その対面の上座には龍宝帝が座っている。

　龍宝帝は三十代後半で、彫ほりの深い顔立ちと大人の色いろ香かを漂ただよわせた美び丈じよう夫ふだ。

　青龍家の当主で青丞の父親でもある彼は、息子むすこと同じ紺碧の髪と瞳をしていた。

「ああ、お前達には官吏として、それぞれ兵部省で仕事をしてもらう事になった」

　思ってもいなかった言葉を受けて、白桜は面めん食くらった。

「兵部省とは、軍や武器などの管理をする所ですよね？」

　念ねんの為に聞き返すと、龍宝帝が大きく頷うなずく。

「もちろん、その兵部省だ。実は兵部省で新たに都の警備を主に行う新設部隊を作る事になった。陽真乙国中から優秀な兵士達を集めてな。そこでその隊長をお前達に任命する事にした。それぞれ兵士達を任せるから、部隊としてまとまるよう訓練を施ほどこすように」

「ま、待ってください！　わたしには部隊をまとめるなんて、とてもできません。それに大学寮りようの仕事を願い出たはずですが」

　部隊をまとめるどころか、武術だってほとんど経験がない。もともと女なのだから当然といえば当然だが、そんな自分に隊長なんて務まるはずがなかった。

　だが龍宝帝は厳しい表情を崩くずさなかった。

「これは私が下した決定だ。嫌いやなら断ってもよいぞ。その代わり、官吏としての身分も剝はく奪だつする。私が決めた仕事を受けられないというなら、大だい内だい裏りにいてもらわなくてもよい」

　常になく冷たい言葉に息を吞のむ。

（そんなっ！　夢を叶かなえる為にも大学寮の仕事がしたいって思ってたのに、兵部省の仕事だなんて。しかも兵士達の訓練なんて、わたしにできるはずがないのに……！）

　動どう揺ようを隠かくせず目を泳がせていると、隣となりに座っていた鵬玄がちらりとこちらを見て、龍宝帝に向かって一礼した。

「お言葉ですが、白桜は武術の経験もなければ、兵士達と関かかわった事もありません。いきなり隊長を任せるのは荷が重すぎるかと」

　心のうちを代弁してくれた鵬玄の言葉が、涙なみだが出そうに嬉うれしかった。

　しかし龍宝帝の表情は変わらない。

「誰だれにでも初めての経験というものはある。もう一度言うが、これは決定だ。嫌ならば大内裏へは二度と来なくていい。初めての経験を糧かてとして、自分を高めようという気がない者は、官吏には向かないからな」

　それを聞いた途と端たん、雷かみなりに打たれたような気がした。

　龍宝帝は普ふ段だんはひょうひょうとしているが、時折厳しい面を見せる時がある。

　そんな時の彼の言い分は、いつも納なつ得とくができるものだ。

（主上の仰おつしやる通りだ。嫌だ苦手だ、やった事がないと言って逃にげるのは簡単だ。でも仕事をする以上そんな甘い事は言っていられない。最初から希望通りにはいかなくても、与あたえられた仕事を一いつ生しよう懸けん命めいやらなくては。そうやって実績を上げれば、望みの仕事に就つける日もくるはず）

　いろんな経験をするのも、成長へと繫つながる。

　きっと龍宝帝はそう言いたいのだと思った。

　それなのに、自分の我がばかり通すのは、我が儘ままだとも。

　白桜は顔を上げて、まっすぐに龍宝帝を見つめた。

「失礼致いたしました。確かに主上の仰る通りだと思います。経験はありませんが、精いっぱい務めさせて頂きます！」

「良い目だ、白桜。お前はそうでなくては。では、さっそく明日から訓練所へまいるがよい」

「はい！」

　返事をしたのは四神の跡あと取とり全員だ。新たな仕事を与えられて白桜は希望に燃えていた。

　龍宝帝が、満足そうに全員を見回す。

「やる気があって何よりだ。ではみんな明日からの訓練に備えて荷物の準備をしておけ。訓練の期間は一ひと月つきだ。その間、兵士達と一いつ緒しよに合宿してもらうからな」

　最後の言葉に、顔から血の気が引く思いがした。

　まさかまさかと嫌な予感がしつつ、それを確かめる為にも、おそるおそる口を開く。

「す、すみません。主上、もしかしてもしかして、兵士達だけでなく、わたし達も泊とまり込みで訓練するのですか？」

「当然だろう。友好を深めるには、ともに寝ね起おきするのが一番だ。男ばかりでむさくるしいだろうが、それもまた経験だ」

　にこにこ顔の龍宝帝に、開いた口が塞ふさがらなくなった。

（主上ーっ。どうしていつもいつもいつも、友好を深める為だと言って、わたしを男ばかりの場所に放ほうり込むのですか！）

　別に白桜に対して何らかの意図があって、こうした提案をする訳ではないだろう。

　だが今までも、悪気はない龍宝帝の考えのせいで、何度も男ばかりの場所で暮らす事になった。そのたびに、女だとばれないようにするのに大変だった。

（男ばかりの環かん境きようで暮らすのはもう絶対に嫌だ。今度はうまく断ってやる！）

　白桜は一計を案じて、わざとらしく口元に手を当てて辛つらそうに顔を伏ふせた。

「主上。大変申し訳ないのですが、訓練所へは屋や敷しきから通いたいと思います。実は、姉の具合があまり良くなくて……」

　いつも自分の体調が悪いと言うと、すぐに医者を用意すると言われていた。

　だがそれはまずい。診しん察さつなんてされたらそれこそ女だと知られるだろう。

　結局断り切れずに、龍宝帝の思おも惑わく通りになるのだが、今日は違ちがう手を考えついた。

「なに？　里桜姫ひめがか？」

　龍宝帝の顔が明らかに心配そうに歪ゆがんだ。

　実は姉という事になっている『里桜姫』とは白桜のことだ。

　もちろんそれは誰にも知られてはいけない秘密だったが、先月いろいろとあって里桜姫として大内裏に上がり、尚侍ないしのかみとして龍宝帝に仕えていた。

　龍宝帝は里桜姫の事が気に入っている様子だった。

　その上、里桜姫が大内裏で敵の手に捕とらえられ誘ゆう拐かいされた（本当は自分からついていったのだが）のを気にしているようだった。

「はい。敵に連れ去られた時の事を思い出しては、夜も眠ねむれないでいるのです。姉はそんな時、わたしにそばにいてほしいと言います。わたしもできるだけ姉のそばにいてやりたくて。ですから、そんな姉を置いて泊まり込みの仕事をするのは……」

　憂うれい顔で、呟つぶやくような声を出す。

　噓うそは苦手だが、ここは踏ふん張らねば。

　鵬玄が、そっと肩かたに手を置いてくれる。

「それはいけないな。……主上、白桜達はたった二人の姉弟きようだいです。里桜姫が白桜を頼たよりにしているのは間ま違ちがいありません。いくら仕事とはいえ、そんなに弱っている里桜姫と白桜を引き離はなすのはどうかと思います。白桜だけは、訓練所への通いを認めてはいかがでしょうか」

　心の中で、鵬玄に感謝した。今の言葉はさすがの龍宝帝にも効いたようだ。

「私も里桜姫には悪い事をしたと思っている。私を狙ねらう敵に誘拐され、さぞ怖こわい思いをしたのだろう。そのせいで夜も眠れないとはかわいそうに。そうだ、医者の手配を……」

　龍宝帝のありがたい申し出だが、慌あわてて首を振ふった。

「医者にはもう診みせています。身体からだの方は特に何ともなく、どうやら精神的なものなので、時間をかけてゆっくり療りよう養ようするしかないと言われました」

　今回は負けるつもりはなかった。白桜は深く頭を下げる。

「どうか、姉の為にも訓練所に通う事をお許しください。兵士達とは精いっぱい友好を深めるよう努力しますので」

　ちらりと目だけを上げると、龍宝帝が渋しぶ々しぶといった様子で頷いた。

「仕方ない。そのような事情なら。では、白桜。お前だけは特別に訓練所に通う事を許す。その代わり、里桜姫の具合が良くなったら、合宿所で暮らすのだぞ」

「はい！」

　元気よく返事はしたが、絶対に男ばかりの合宿所になど住むものかと心の中で決めていた。
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　広間を辞した後、白桜は慌てて青丞の背中を追いかけた。

「待ってくれ、青丞！」

　呼びかけたが、彼は振り向きもしない。

　そういえば、今日はまだ彼の顔を正面から見ていないし、声も聞いていないと気付く。

　大内裏の廊ろう下かを駆かけ足で急ぎながら、白桜は青丞の帯を軽く摑つかんだ。

「ちょっと、話がある……うっ！」

　呻うめいたのは、その手を振り払はらわれたからだ。

　驚おどろいて目を見開いたが、青丞はこちらを向きもしなかった。

「明日からの用意がある。急いでいるので失礼する」

　まるで初めて会った時のように冷たい声だった。

　最初に顔を合わせたばかりの頃ころは敵意を向けてきた青丞だったが、いろんな事があって今は親しくなれたつもりだ。

　先月の事件の時は、もう坊ぼうや呼ばわりはできないから白桜と呼ぶと言ってくれた。

　あの時の彼は、確かに自分を認めてくれていた。優やさしい笑えみを見せてくれてもいた。

　それなのに、背中から発せられるこの拒きよ絶ぜつ感は何だろう。

　慌ててもう一度手を伸のばしたが、青丞の束帯を摑むことはできなかった。

（また、今みたいに冷たく振り払われたら……）

　そう考えただけで、あと一歩が踏み出せなくなる。

　だんだん遠くなっていく背中を見つめて、どうしていいかわからずに不安を抱かかえて俯うつむいた。

（やっぱり秘密を知られたのだろうか。だったら何でそのことを黙だまっているんだろう。でも秘密を知らないのなら、こんな冷たい態度をとられる理由がわからない。……まさか、何かの理由で嫌きらわれたとか？）

　そう考えると、また新たな不安で心が押しつぶされそうになった。

　青丞と話がしたいのにできない。彼の態度に心が凍こおり付きそうだ。

　この心の痛みがなんなのか、それはわからない。

　だけど確実に言える事は、彼に冷たくされて、こんなにも傷付いているということだ。

　白桜は唇くちびるを嚙かみしめた。そうしなければ泣いてしまいそうだった。

「どうかした？」

　ふいに声をかけられて振り向くと、朱咒が首を傾かしげて立っていた。

「おや、今にも泣きそうな顔だね。青丞に手を振り払われていたけど、何かもめ事かい？」

　周りに我関せずのようで、実は朱咒は目め端はしが利きく。

　それは彼の裏の顔のせいだろう。朱咒は、龍宝帝の命令で表おもて沙ざ汰たにできない裏の仕事を引き受ける、内ない偵てい官かん吏りとしての顔を持っていた。

　面を被かぶって正体を隠かくし、化か蛇だと名乗る内偵官吏の彼は、冷れい酷こくで任務の為ためなら人の命さえ奪うばう。そんな彼の秘密を知っている白桜だが、実は女だという秘密を彼も知っているので、互たがいに黙っていようと協定が成されていた。

「別に、なんでもありません」

　慌てて顔をそらすと、朱咒が首を傾げた。

「なんでもない、ねぇ。でも声が震ふるえているよ。……四神の跡取り達がもめると、私もいろいろと困るんだ。主上に君達がうまくいくよう立ち回れと命じられているからね」

　最後の方は小声だった。見つめると、彼の顔にはいつもの笑顔はなかった。

「まったく人使いの荒あらい主人を持つと、苦労するね」

　口調はいつもの朱咒だが、声には冷たさが混じっている。

　この声は知っている。内偵官吏の時の彼だ。

　ずっと不安を抱えて一人で悩なやんでいた白桜は、つい口を開いた。

「……青丞に秘密を知られたかもしれません」

　こんな時の朱咒は、絶対に他人に話を漏もらさないと確信がある。

　秘密を知っているのは、都では祖父の上総かずさだと朱咒だけ。

　だが上総にこんな相談はできない。

　もし本当に青丞に秘密を知られたのなら話すべきだが、まだ本当の所はわからない。

　こんな状じよう況きようで上総に話をしても、心配をかけるだけだ。だけど誰だれかに聞いてほしかった。

　秘密を知っていて冷静な判断力を持つ朱咒になら、相談してもいいのではと思った。

「秘密って、君のかい？」

　朱咒の目がやや見開かれた。頷うなずくと、彼が顎あごに手を当てる。

「……それは、ちょっとばかりやっかいだね。知られたかも、という事は知っているかどうかわからないけど、知られた可能性が高いという事だろう？　それで、青丞が君の手を振り払うなんて真似まねをしたのかもしれないと」

　さすがに朱咒は頭の回転が速かった。

　再び頷くと、彼は考え込むように視線を落とした。

「四神の跡あと取とり達が、この国の為に全力を尽つくせるよう見守れとも命令されている。私にとって命令は絶対に遂すい行こうされなければならないものだ。だが君と青丞がもめると、命令をなしとげる事ができなくなる恐れがある。それは少しばかり困るな」

　抑よく揚ようのない言葉を発した朱咒だが、すぐにいつもの人をからかうような笑みを浮うかべた。

「それに君の悩んでいる顔は見たくない。可愛かわいい白桜。君とはぜひもっと一いつ緒しよに仕事がしたいからね。……仕方ない、青丞には私がそれとなく探さぐりを入れてあげよう」

「本当ですか？」

　願ってもない申し出だ。

　今の状況では青丞と話をするどころか、正面から向き合えもしない。

　事情を知る朱咒ならきっと、うまく青丞から話を聞き出してくれるだろう。

「ああ、でも覚えておいてくれ。これは一つ貸しだ。そのうち返してもらうから、覚かく悟ごして」

　常々、一緒に寝ねようだの風ふ呂ろに入ろうだの言ってくる朱咒に覚悟という言葉を使われて、少しばかり気持ちが怯ひるんだ。だが今はまず、青丞の真意を確かめるのが先だ。

「はい。わたしにできる範はん囲いで借りは返させて頂きます。よろしくお願いします！」

　頭を下げると、朱咒が満足げな笑みを浮かべて、廊下を歩き出した。

　それを見送って、一つ息をつく。

「青丞の事は、朱咒に探りをいれてもらってからどうするか考えよう。今のままでは動きようもないし。まずは明日からの訓練に向けて準備をしなくては！」

　白桜は気合いを入れ直し、大だい内だい裏りの廊下を一歩踏み出した。
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「白桜！」

　屋や敷しきへ戻もどろうと、牛ぎつ車しやを停とめてある車宿りへ向かっていると、鵬玄が駆け寄ってきた。

　白桜は立ち止まって、彼へ微笑ほほえみかける。

「鵬玄。さっきは主上に口くち添ぞえしてくれてありがとう」

「気にするな。……お前が男ばかりの合宿所で暮らすなど、とんでもないからな」

　ぼそりとした呟つぶやきに、首を傾げた。

「今、なんと言ったんだ。よく聞き取れなかったんだけど」

　車宿りの近くにある木々が揺ゆれるほど、風が強く吹ふいていた。

　そのせいで、鵬玄の低い声がよく聞こえなかった。

「いや、なんでもない。ただの独り言だ。それより、今兵部省に寄ってきた。実は武官だった頃の知り合いがいて、新設部隊について聞いてきたのだが」

「さすが鵬玄だな。行動も早いし、人脈も広くてすごい！」

　素す直なおに思った事を口にすると、鵬玄がやや目を見開いて苦く笑しようした。

「ほめてもらったと思っておこう。ありがとう」

　彫ほりの深い顔で微笑まれて、白桜は目を丸くした。

　さきほど話した時も思ったが、やはり彼の様子が以前と少しばかり違ちがうと感じた。

　それが何かはうまく説明できないが、態度に余よ裕ゆうが生まれたような気がする。

「何だか、鵬玄がすごく大人びて見えるな。やっぱり官かん吏りになって責任のある仕事に就ついたからかな。わたしも見習わないと」

「いいや、白桜は立派だ。初めて会った時はおどおどした態度だったが、今は違う。帝みかどの暗殺を防ぐなんて、誰にでもできる事ではない。誇ほこっていいぞ」

　鵬玄が頭に手を置いて撫なでてくれる。気き恥はずかしいが、ほめてもらえるのは嬉うれしかった。

「ありがとう」

　心からの笑みを向けると、鵬玄が目を細めた。

　ぽんぽんと頭を軽く叩たたいてから、鵬玄が手を下ろして表情を引き締しめる。

「……さっきの話だが、新設部隊について情報を仕入れてきた。新設部隊は、主上が言われていたように都の治安を守る為に作られるようだ。先月の勅ちよく旨しでの反乱で、帝に反感を持つ貴族達が大勢捕つかまっただろう。だが彼らの他ほかにもまだ、帝の政策に不満を持つ者達がいるらしい」

　勅旨での反乱、と聞いて白桜は顔を曇くもらせた。

[image: ]

　その反乱を指揮していたのは、長い間兄のように慕したってきた想そう月げつだった。

　彼は四神と帝に敵対心を持つ忌いみ神一族の一人で、反乱が失敗に終わって宜ぎ陽よう殿でんの露ろ台だいから身を投げて死んだ……という事になっているが、遺体はまだ見つかっていない。

　白桜は、どうしても彼が死んだとは思えず、生きていると信じていた。

（想月はわたしに使命をまっとうしてくださいと言っていた。きっと男の白桜として、やるべき事をしなさいって意味だと思う。想月は生きてる。絶対にまた会える日は来る。その時には、白桜としての人生をまっとうしたと胸を張って言いたい！）

　その思いは新たな夢に向かって突つき進む力となっていた。

　密ひそかに心で誓ちかっていると、こちらの様子には気付かなかったのか、鵬玄が話を続ける。

「その者達を取り締まる目的で、部隊を新設したそうだ。主に都を守るのが目的だが、必要があれば地方へも赴おもむいて活かつ躍やくできる特権を持つらしい。一部隊二十人で構成され、四つの部隊が作られる。その部隊長が俺達なのだが……」

　鵬玄が珍めずらしく口ごもったのを見て、首を傾かしげる。

　いつでもはっきりものを言う鵬玄にしては、珍しい態度だった。

「部隊の名は、青丞が隊長の青せい輝き隊たい。朱咒が隊長の朱しゆ流りゆう隊たい。俺が隊長の黒こく耀よう隊たい。そしてお前が隊長の白はく珠じゆ隊たい。どの隊も、陽真乙国の中でも選えりすぐりの兵士達を集めたそうだ。だが白珠隊の面々だけがな……」

　鵬玄がそこで言葉を止めた。白桜は首を傾げる。

「白珠隊がどうかしたのか？」

「……かなり高い功績を上げた者達の集まりだ。実力では、四部隊中でも一番だろう」

「すごいじゃないか！　それならきっと主上のお役に立てるだろう。楽しみだな！」

　鵬玄の浮かない顔が気になったが、素直に喜んだ。情けない話だが武術や兵法に関してはまったくの素人しろうとだ。それでも兵士達が優ゆう秀しゆうなら、何とか部隊としてまとめられるかもしれない。

「いや、それが……実力はあるが、かなり個性的というか。はっきり言うなら、白珠隊は兵部省の兵士の中でもかなりの問題児として悪名高い奴やつらの集まりらしい」

　ため息混じりの鵬玄の言葉に、目を見開いた。

「え!?　どういう意味だ？　みんな高い功績を上げた優秀な兵士なのだろう？」

「確かにそうだが、仕事ができるからといって人格が素晴らしい訳ではない。なぜか白珠隊には兵士としての腕うではいいが、問題を起こしてよその隊でもてあまされた男達が集まっているらしい。しかも武術の腕を買われて兵部省で雇やとわれているが、全員平民出身だそうだ」

　白桜は内心驚おどろいていた。

　陽真乙国では、基本的に大内裏で管かん轄かつしている軍の兵士達は貴族出身者が多い。

　大学寮りようを出なくても、兵士として高い功績を上げれば、官吏である武官として出世できるようになっていた。

　学問よりも体力や武術に優すぐれた者は、まずは兵士として功績を上げて武官になる事が多いようだ。目の前の鵬玄も、四神の跡取りになる前は、実力だけで武官へと出世した一人だった。

　しかしそんな実力主義の兵ひよう部ぶ省しようであっても、平民出身者が雇われる事はほとんどない。それでも兵部省で仕事を得ているという事は、かなりの実力があると察しがつく。

　だがどれだけ優秀でも、人格に問題があるというのは聞き捨てならなかった。

「わたしに、そんな人達を束ねる力があるだろうか」

　考えると不安になってくる。

　実戦で戦った経験なんてないし、そもそも太刀たち一つまともに扱あつかえない。

　そんな自分に、兵部省でも問題児扱いされている男達をまとめられるのだろうかと。

「俺もそれを考えていた。他の三つの部隊はそれなりに優秀で行ぎよう儀ぎのいい貴族達の集まりなのに、なぜか白珠隊にだけ問題児が集まっているようだからな。代わってやりたいが、部隊は主上の命令で構成されているからそうもいかないらしい」

　鵬玄が白桜の肩かたに手を置いて、強く握にぎった。

「お前が心配だ。何とかお役目を解いて頂けるよう、主上に直じき訴そしようと思っているのだが」

　鵬玄の真しん剣けんな表情からすると本気のようだ。白桜は慌あわてて首を振ふった。

「そういう訳にはいかない。これは主上から命じられた官吏としての初仕事だ。主上も初めての経験でも受け入れて成長しろと仰おつしやっていた。確かに隊長なんて初めてだし、戸と惑まどう事も多いだろう。だけど、逃にげるような事はしたくない」

　言い切ると、鵬玄がまだ何か言いたそうに口を開こうとした。

　だが、渋しぶ々しぶとそれを閉じて息をつく。

「……お前ならそう言うと思っていた。では、これだけは約束してくれ。何かあったら必ず俺に相談しろ。兵士達があまり無む茶ちやを言うようなら、俺が奴らの性しよう根ねをたたき直してやる」

　優やさしくて力強い言葉だった。聞くだけで、不安が軽くなるようだ。

「ありがとう、鵬玄。だけど、まずは一人で頑がん張ばってみるよ。精いっぱい努力してそれでも困った時には、相談するから」

　微笑むと、鵬玄が心配そうな顔をしつつも、口角を緩ゆるめた。

「無理はするなよ。お前は頑張りすぎる所がある。頼たよれる時は頼ってほしい」

　鵬玄の温かな言葉が、心にしみいるようだ。

　白桜は頷うなずきつつも、心の中で拳こぶしを握った。

（官吏になって初めての仕事だ。気合いを入れて頑張ろう！　どんな苦難にだって負けたりしない。だって想月とまた会えた時には、白桜として頑張ったって胸を張りたいから！）

　その決意を胸に、明日から始まる新たな生活に思いを馳はせた。
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　今日から白桜が通う訓練所は、都の西の外れにあった。

　周りは見み渡わたす限かぎり田畑ばかりで、民家もほとんどなく、とても都とは思えないのどかな場所だ。その田畑のど真ん中に、高い塀へいに囲まれた大きな建物がある。

「これが訓練所か」

　白桜は、真新しい建物とあらかじめもらっておいた地図を照らし合わせて呟いた。

　龍宝帝の側近である如月きさらぎが作った地図は、彼の性格を表しているかのように緻ち密みつだ。

　この訓練所の内部の地図まで事細かに描かいてある。

　地図によると、目の前にある両開きの門を潜くぐった先には、大きな通りがある。

　その通りを隔へだてて、右手前の建物に青輝隊、そして左手前に黒耀隊、右の奥に白珠隊と、左の奥の建物に朱流隊の合宿所があるようだ。

　合宿所は、それぞれかなり大きな二階建ての建物のようで、その正面には広場がある。

　その広場で各隊は訓練を行う事になっているらしい。

「なになに〝訓練中の一ヶ月間は外出禁止。もちろん女も連れ込んではならない。衣食住は保証するのだから、買い食いもするな。国から資金が出ているのだから、心して訓練に励はげむように。これらの決まりを破った者は即そつ刻こく除隊処分〟……って如月様は相変わらずだな」

　地図に添そえられた歯に衣きぬ着せぬ文章が彼らしいと苦く笑しようしつつ、門を通って訓練所に足を踏ふみ入れる。地図の通り、合宿所を左右に見ながら真ん中の大通りを進んだ。

　やはり訓練所はかなり広いなと感心していると、ふいに右手に青丞の紺こん碧ぺきの髪かみが見えた気がした。立ち止まってそちらに目をやると、やはり彼だ。

　どうやら青輝隊の合宿所がそこらしく、青丞は整列した男達の前に立ち、話をしていた。

「青丞……。話をしたいけど、今は無理だな。忙いそがしそうだし兵士達もいるし。それに話をしてくれるかもわからないし」

　声が暗くなっているのが自分でもわかった。そんな気持ちを吹ふき飛ばすように、首を振る。

「いや、まだ秘密がばれたと決まった訳じゃない。この間は、ただ機き嫌げんが悪かっただけかもしれないし。合宿所は近いんだから、また話す機会はある。今は仕事に集中しなくては」

　気を取り直して、右奥にある建物へと足を進めた。

　途と中ちゆうであちこちから、かけ声が聞こえてくる。

　大通りから垣かい間ま見える各隊の広場には、やる気に満ちた表情をした兵士達が集まっていた。

「みんな凜り々りしい顔をしているな。まだ帝みかどの政策に不満を持っている貴族達もいるって、鵬玄が言ってた。彼らを捕つかまえる為ために、隊は設立されたんだ。都を守る仕事を任されたのだから、わたしも頑張らなくては！」

　最初はやったこともない仕事に途と方ほうに暮れていたが、よく考えれば大学寮の改革をしたいという龍宝帝の考えに不満を持つ者達を捕とらえる為に設立された隊だ。

　だったらこれも、大学寮の新制度設立に関かかわる仕事には違ちがいない。

　それに先日の勅ちよく旨しでの反乱で、都に住む人々も動どう揺ようしていると、祖父の上総に聞いていた。

　力強く優秀な新設部隊は、都に住む人々に安心をもたらす存在になれるはずだ。

「そうだよ。思っていた事とは違うけど、いろんな経験をして最終的に望む改革ができればいい。──さて、わたしが指揮する隊も合宿所の広場に集まっているはずだ。やっぱり隊長だし威い厳げんをもって挨あい拶さつした方がいいかな？　でも親しみやすい感じを見せた方がいいかも……」

　やはり、第一印象は大切だと思う。

　特に鵬玄の話からすると、白珠隊はなかなか個性的な兵士達の集まりのようだ。

「……よしっ。やっぱり、わたしはわたしらしくするのが一番だ。無理に威厳を出そうとしても百ひやく戦せん錬れん磨まの兵士達に通用するはずがないからな」

　白珠隊の合宿所の門前で、白桜は決意した。

　地図によると、この門を開けた先が訓練の場となる広場だ。もう訓練が始まる時間だから、きっと兵士達は他ほかの隊のように整列して、白桜を待ち受けているだろう。

「たたき上げの兵士からしたら、わたしはきっと頼りない隊長だろう。何とか彼らと話し合って、一いつ緒しよに白珠隊を作り上げていかなくては。よーし！」

　白桜は大きく息を吸い込んで、門に手をかけて力いっぱい押した。

「今日から隊長に就任した、白桜です！　よろし……あれ？」

　気合いを入れて、腹から声を出したのに、すぐに拍ひよう子し抜ぬけした。

　なぜなら、広場に整列しているはずの兵士達がいないからだ。

　いや、よくよく見ると、広場の木こ陰かげに一人だけ男が立っている。

「すみません、白珠隊の合宿所はここでは？」

　地図を見直しつつ、木陰に立つ男に聞いてみる。

　男はおそらく二十代後半。朝日を受けて透すけるような薄うす茶ちやの短い髪を後ろに撫なでつけ、同じく柔やわらかな印象を受ける茶色がかった瞳ひとみをしていた。

　背はずいぶんと高く、細身にみえるが鍛きたえているのは着物の上からでもよくわかる。

　一見冷たそうに見えるのは端たん整せいな顔立ちだからだろうと、白桜は思った。

「はい。ここは白珠隊の合宿所です」

　声は低いがよく通る。聞いていて、心地ここちよささえ覚える声だった。

「そ、そうですよね。では、白珠隊の兵士達は？　あ、もしかして、わたしが集合場所か時間を間ま違ちがえてしまったのでしょうか」

　各合宿所の広場で、最初の顔合わせをすると聞いていたが、知らぬ間に変へん更こうになったのかもしれない。それでも他の隊はちゃんと集まっているようだったのでおかしいとは思ったが、念ねんの為に聞いてみた。

「いいえ、ここが集合場所です。……ただ、誰だれも来ていないだけです」

　思わず耳を疑った。いったいどういう事かと思っていると、男が淡たん々たんと話を続けた。

「みんな、まだ寝ねているので」

「はっ!?　寝てる？」

　衝しよう撃げきの一言だった。思わず聞き返してしまうほどに。

　男があっさり頷いたのを見て、目を白黒させた。

「ど、どうしてみんなまだ寝ているんですか？　もう訓練が始まる時間ですよね」

「さあ、本人達に聞いてください」

　言葉は丁てい寧ねいだが、どうも冷たい印象がある。白桜は改めて男に目を向けた。

「あの、あなたは？」

「私は瑠る比ひ人とです。白珠隊の副隊長に任ぜられました」

「そうなんですか!?　よ、よろしくお願いします！」

　頭を下げると、瑠比人も軽く会え釈しやくしてくれた。少しだけほっとして、合宿所に目をやる。

　さすがにまだ寝ているという兵士達にはむっとした。

「初めての顔合わせだっていうのに、まだ寝てるだなんて！　しょうがない、起こし……」

　そこまで口にしてはっとした。合宿所は当たり前だが男ばかりだ。しかも知らない者ばかりだし、集合場所に来ない事からも、白桜にいい感情をもっていない事は明らかだ。

（さすがにこの状じよう況きようで、一人で合宿所に入るのはためらうな。うっかり女だってばれたら大変だ。せっかく通いでもいいって許可をもらったんだし、極力合宿所には入りたくない）

「……すみません。瑠比人副隊長。みんなを起こしてきてくれませんか。挨拶をしたいので」

　瑠比人の表情は変わらない。じっとこちらを見つめて、片手で合宿所を示した。

「それは私の仕事ではありません。起こしに行くならご自分でどうぞ」

　我関せずといった態度に面めん食くらう。

「で、でも……」

　どうしていいかわからず、口ごもった。

　秘密を守る為にも、男ばかりの環かん境きようにはできたら入りたくない。大学寮りようの時も感じていたが、男ばかりの中にいると、身体からだ付きや声などが彼らと違っているので、浮ういてしまうのだ。

「なんだ！　これは」

　そこへ背後から声が聞こえた。振ふり向くと鵬玄が肩かたを怒いからせて広場に入ってくる所だった。

「何でこの時間に兵士達が集まっていない。心配して様子を見に来てみれば案の定だな」

　鋭するどい目つきで辺りを見回していた鵬玄が、瑠比人に目を留めた。

「お前は？」

「瑠比人といいます。白珠隊の副隊長に任ぜられました」

　瑠比人が淡々と挨拶して一礼すると、鵬玄がやや目を見開く。

「お前が疾しつ風ぷう太刀たちの瑠比人か。俺は黒耀隊の隊長、鵬玄だ。お前の事は噂うわさに聞いている。目に見えないほどの速さで太刀をふるい、相手が斬きられたと気付かないうちに倒たおすそうだな。その太刀の腕うではなかなかのものだと評判だぞ」

　鵬玄が武術のことで、ここまで他人をほめるのを聞いたのは初めてだ。

　自分にも他人にも厳しい彼は、特に武術に関しては手加減というものを知らない。

「いいえ。鵬玄隊長には敵かないません」

「謙けん遜そんするな。それに太刀だけでなく、かなり頭も切れて兵士達からの信しん頼らいも厚いと聞いたぞ。お前は北に住む一族の反乱を、事前に食い止めたそうではないか」

「えっ？　それって、一昨年おととしの北の一族の反乱の事か？」

　その話なら、当時田舎いなかに住んでいた白桜でも知っていた。鵬玄が大きく頷うなずく。

「ああ、北に住むある一族が、都を攻せめ落とそうと進軍してきた。当時それを止める為に都の外に配置された軍を率いていた貴族が、あまりに大軍で攻めて来られて怖こわくなって逃とう亡ぼうした」

　とんでもない醜しゆう態たいだと、かなりの噂になっていた。しかもその貴族は、指揮すべき兵士達を置き去りにして、側近の部下だけを連れて逃にげ出したのだ。

「逃げた貴族の代わりに、軍を率いて北の一族を迎むかえ撃うったのが、この瑠比人だ。瑠比人は精せい鋭えいの兵士達を選んで奇き襲しゆうをかけ、見事北の一族の首領を討うち取った」

　そのおかげで、都に辿たどり着く前に反乱軍を阻そ止しできたという話だった。

　名前までは知らなかったが、その時に軍を率いた兵士は妖鬼帝と呼ばれる鵬玄と並び称しようされるほど、陽真乙国では有名な人物になっていた。

「すごいですね！　でも、そんなすごい人がどうして副隊長なんですか？　あなたならもっと、大きな隊や軍を任されてもおかしくないのに」

　心からの疑問だった。瑠比人は表情を変えずに、こちらに目を向けた。

「私は貴族ではなく、平民の出ですから」

　はっとして、思わず口ごもった。

　陽真乙国は貴族主義で、どんなに優ゆう秀しゆうでも平民が出世するのはかなり困難だ。

　もし瑠比人が貴族出身なら、今いま頃ごろは兵ひよう部ぶ省しようでもかなり高い地位についているはずだった。

（この国は、やっぱりおかしい……！　能力がある人が平民だというだけで、その力を発揮できないなんて。大学寮の改革がうまくいけば、彼のように身分は低くても優秀な人が出世できるのに）

　悔くやしさで拳こぶしを握にぎる。こんな思いをするのは二度目だ。

　一度目は、大だい内だい裏りで胡こ蝶ちようと知り合った時だった。

　胡蝶は龍宝帝の姪めいで、女性だがとても賢かしこく自分をしっかり持っている人だ。

　彼女の夢は、女性初の官かん吏りになる事だった。その為ために毎日学問に励はげんでいる。

　だが今の状況では、彼女が官吏になれる可能性はまったくといっていいほどない。

（優秀で努力する人達が正当に評価される国であってほしい。そうすれば、わたしが女に戻もどっても、いつかきっとみんなと肩を並べて仕事ができる日も来るはず）

　その思いは、今は心にとどめておくしかできないが、絶対に実現させたい夢だった。

　ふいに鵬玄が瑠比人に厳しい表情を向けた。

「お前はその時の功績が認められ、新設部隊の副隊長に選ばれたのだろう。俺が思うに、お前が副隊長になったのは軍の経験がない白桜を補ほ佐さする為だ。それなのにこの状況はなんだ？」

　辺りを見回すと、そろそろ日も高くなってきたというのに、やっぱり誰も合宿所から出てこなかった。

「私は副隊長です。隊長を差し置いて、しゃしゃり出る訳にはいきません」

　やはり瑠比人の言葉は淡々としていた。やる気が見られないと言ってもいいかもしれない。

　鵬玄が、小さくため息をつく。

「もういい。白桜、ここで待っていろ。俺が全員起こしてきてやる」

「で、でも鵬玄！」

　さすがに違ちがう隊の隊長である鵬玄に、そこまで迷めい惑わくはかけられない。

　だからといって、男ばかりの合宿所に入るのはやはりためらわれる。

　悩なやんでいる間に、鵬玄がさっさと合宿所に入っていった。

　呆ぼう然ぜんとしていると、二階建ての合宿所が揺ゆれるほどの怒ど声せいが響ひびいた。

「さっさと起きないか！　たるんでいるぞ！　合宿所の周りを百周してこい！」

「ひー！」

「うわっ、殺されるーっ」

　どんな起こし方をしているのかわからないが、何かが壊こわれるような音と、大きな悲鳴が聞こえた。それからほどなくして、寝とぼけた顔の男達がぞろぞろと合宿所から出てくる。

　全員が鵬玄と変わらぬような大おお柄がらな男達で、無ぶ精しようひげを生やし、寝しん着ぎのままだった。

　さすがにその姿に顔が引きつる。

（この人達が今から一いつ緒しよに訓練する兵士達か……。なるほど、確かに鵬玄が言っていた通り、よく言えば『個性的』だ……）

　さきほど見た青輝隊の兵士達は、礼れい儀ぎ正しく整列していた。

　しかし白珠隊の面々は、広場には出てきたものの、木こ陰かげで座り込んだり地面に転がって二度寝ねまでしようとする者もいる。誰も白桜に挨あい拶さつするどころか、目を向けもしなかった。

「貴様らーっ。さっさと整列しないか！」

　合宿所から出てきた鵬玄の一いつ喝かつに、さすがの兵士達も渋しぶ々しぶとこちらに近づいてくる。

　顔が赤くてよたよた歩いているのは、まさかこんな朝っぱらから酔よっているからだろうか。

「ちっちぇーな。まるで女じゃねぇか」

　白桜の真ん前に立って、じろじろと見ているのは、三十代前半の男だ。

　髪かみはぼさぼさ、吐はく息は酒臭くさくて赤ら顔。やはり完全に酔っ払ぱらいだ。

　酒が苦手なので思わず顔をしかめると、男がむっとした顔になる。

「……おやおや、やっぱり名門貴族のお坊ぼつちゃまは、俺達と話をするのも、顔をしかめるくらい嫌いやだとみえる」

「えっ？　そ、それは……」

　酒臭かったからでと続けようとしたが、赤ら顔の男の隣となりにいた青年が、げらげらと笑った。

「そりゃ仕方ねぇ。何しろ、俺達と一緒に合宿所で暮らすのも嫌らしいからな。綺き麗れいなお屋や敷しきで、綺麗な女によう房ぼうに囲まれてうまい物食ってりゃ、こんな所で俺達なんかとまずい飯を食いたくもないだろうさ」

「いえ、それも違います。わたしには秘密……あっ」

　つい本当の事を口走りそうになって、慌あわてて両手で口を塞ふさぐ。

「なんだよ、何か言い分があるなら、聞いてやるぜ」

　そう言われても、本当は女だから一緒には住めないなんて言える訳がない。うまく言い訳もできずに視線を落とすと、赤ら顔の男がふんっと馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「結局、貴族のお坊ちゃまは俺達みたいな身分も低くてむさくるしい野や郎ろうばかりと一緒にいるのが嫌なんだろ。まったく、一人では何もできないくせに、偉えらそうにしやがって。俺達を起こすぐらい、自分でやれよ。あんな怖いお友達に頼たのみやがって」

　男の目が、合宿所からこちらに向かってくる鵬玄の方を向いていた。

「いや、別に頼んだ訳では……」

　どうやら誤解が生じているらしい。

　何とかそれを解きたいと思ったが、彼らは聞く耳を持っていなかった。

「放ほうっておけよ。お坊ちゃまはすぐに泣いて出て行くさ。……あ、瑠比人副隊長！　おはようございます」

　冷たい言葉ばかりの彼らだが、瑠比人に向ける表情は尊敬に満ちていた。

　しかも白桜から少し離はなれた背後にいた瑠比人のもとに駆かけ寄り、全員自ら整列したのだ。

「……訓練の時間は厳守だ」

　瑠比人は相変わらず言葉にも表情にも抑よく揚ようがなかった。

　だが男達は気にならないのか、嬉うれしそうな表情で一いつ斉せいに声を揃そろえた。

「「わかりました！」」

（なんなんだ！　この態度の違いは！）

　何が何だかさっぱりわからない。

　だが一つだけわかっている事は、自分は彼らに隊長として認められておらず、瑠比人は彼らから絶対の信頼を得ているという事だけだった。

　瑠比人の前で整列し、次の言葉を待つ兵士達を見て、白桜は呆然とするしかなかった。

　最初からうまくいくとは思っていなかった。

　隊長なんて初めてだし、自分に兵士達を訓練する力などないというのもわかっている。

　だが、話せばきっとわかってもらえるはずと思っていた。

　今までもそうやって、苦難を乗り越こえてきたのだ。

　しかし彼らの背中からは、白桜を拒きよ絶ぜつするという意思がありありと伝わってくる。

　男ばかりの大学寮りように入った時だって、嫌がらせはされたが、ここまであからさまに拒絶された事はない。

　どうやら与あたえられた仕事は、白桜の人生の中でもかなりの難題だ。

　どうやったらこの兵士達をまとめられるのか。

　頭を悩ませたものの、さっぱりわからなかった。




　　　　[image: ]




「結局……瑠比人副隊長に任せて、一日の訓練が終わってしまった」

　牛ぎつ車しやを降りた白桜は、とぼとぼと白虎家の屋敷の母おも屋やへと向かっていた。

　訓練をするにはしたが、誰だれも白桜の指示には従ってくれなかった。

　完全に無視したあげく、瑠比人が一声かければすぐに命令を聞くありさまだ。今日一日でわかった事は、自分に隊長という仕事はまったくもって向いていないという事だけだった。

「主上に配はい置ち換がえを直じき訴そしようかな……。わたしにはあの人達を従わせるなんて無理だ」

　母屋に入って、自室の前まで力なく歩く。結局訓練に参加するどころか、みんなに拒きよ否ひされて遠くから見ているだけだったのに、すごく疲つかれていた。

「うん、そうしよう。明日、大だい内だい裏りに行って……わっ」

　自室の襖ふすまを開けた白桜は、心臓が止まりそうなほど驚おどろいた。

　そこには、祖父の上総が尾お頭かしら付きの鯛たいをのせた大皿を持って、満面に笑えみを湛たたえていた。

「官吏としての初仕事一日目！　無事に終えられたようだな。めでたいぞ、白桜隊長！」

　目に涙なみだをためて、感極きわまったように上総が話を続けた。

「いやーっ、本当によかった。お前が官吏として働く日が来るとはな。最初は跡あと取とりになってくれるだけでいいと、正直それ以上の事は期待しておらんかった。だが、兵部省の新設部隊の隊長とは、いやはやわしも孫がそんな大役を任せられるとは鼻が高い」

　はっはっはっと笑い声を上げる上総は上じよう機き嫌げんだが、白桜はまったく正反対の気持ちだった。

「……おじいさま。そのことなんですが……」

「よいか、白桜。わしはな、子供は女の子にしか恵めぐまれなかった。もし男の子が生まれたら、太刀たちを教えて心身ともに強い立派な武官にしたいと思っていた。どうやらお前はわしのその夢を叶かなえてくれるようだ」

「いえ、ですから、その話ですが……」

「新設部隊は、都の治安を守る為ためのもの。最近は、帝みかどに不満を持つやからが多いらしく、主上も困っておられた。ここでお前達の隊がしっかりと都を守れる隊に成長できれば、主上も改革を進めやすくなるだろう」

　その言葉にはっとした。

　そう、新設部隊は都を守り、龍宝帝に不満を持つやからを取り締しまる為に作られたもの。

　大学寮の改革に反対する貴族達を捕とらえられたら、それだけ白桜の夢にも一歩近づく。

　それなのに、たった一日うまくいかなかったからと、すぐに投げ出していいのだろうか。

（……辛つらいし、苦手な仕事だけど、ここで投げ出したら一生後こう悔かいする！）

　仕事とはいい事ばかりではないと思う。

　嫌な事だってやらないといけないだろうし、時には逃にげたくもなるだろう。

　だが、それを乗り越えてやり遂とげた時、きっと大きな達成感が味わえる気がした。

「そうですよね。主上の改革をお手伝いする為にも、もっともっと頑がん張ばらないと……！」

　白桜は拳こぶしを握にぎり締めた。

　逃げたいという弱い気持ちを振ふり払はらうように、その拳を天てん井じようへと突つき上げる。

「おじいさま、頑張ります！　少々の事ではへこたれないのが、白虎家の白桜ですから！」

「うむうむ、その調子じゃ。お前は本当に成長したな。いろいろあったが、わしが夢に描えがいたような跡取りになってくれた。……二度と失敗はしたくなかったから、安心したぞ」

　微笑ほほえんで呟つぶやいた上総の言葉が、ふと引っかかった。

「おじいさま。〝二度と〟ってどういう意味ですか？　今のいい方だとまるで、前に誰かを跡取りとして教育して、失敗したみたいないい方ですよ」

　上総の子供は、白桜の母親でもある桜さくら子こ姫ひめだけ。

　遠とお縁えんにもまだ少年といってもいい年ねん齢れいの男子しかいない。その男子はまだ、跡取りとなれる年齢には達していなかった。だからこそ、白桜が男のふりをしてまで跡取りになったのだ。

　それなのに、今のいい方は何だかおかしな感じがした。

「……いや、わしも年じゃから、妙みような事を言ってしまったようだ。とにかくお前が跡取りとして成長してくれてよかった。これで本当にお前が男だったら、わしはもうこの世に思い残す事はないのだがな」

　はははと笑う上総の様子がどこかおかしいと思ったが、具体的にはよくわからなかった。

（わたしの気のせいかな。……まあいいや。とりあえず今は明日からの訓練に集中しよう。絶対にちょっとやそっとのことでへこたれないからな！）

　白桜は体力をつける為にも、上総が用意してくれたごちそうで腹ごしらえをしつつ、明日からの訓練に備えた。
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「全員、集まってください！」

　白桜は合宿所の広場で、精いっぱいの大声を張り上げた。

　だが木こ陰かげで輪になって話し込んでいる兵士達は、聞こえているはずなのに見向きもしない。

　白桜は思わずため息をついた。

　合宿所に通うようになってから五日が経たつが、毎日毎日この調子だ。兵士達は昼過ぎまで寝ねていて起きず、やっと起きたかと思えば広場に腰こしを下ろして話に花を咲さかせている。

　こちらが命令しようが話しかけようが、一いつ切さい無視を貫つらぬいていた。

「白桜隊長。大内裏からの文ふみを預かってきました」

　この傍ぼう若じやく無ぶ人じんな集団の中で、唯ゆい一いつ話しかけてくれるのは、瑠比人だけだった。

　彼が現れた途と端たん、兵士達の目つきが変わる。全員が立ち上がって瑠比人の前に駆け寄った。

「瑠比人副隊長。本日の訓練はいかがいたしますか？」

　大おお柄がらな男達が一糸乱れず整列する様は圧巻だ。

　さきほどまで、白桜を無視して遊んでいたとは思えないほど真しん剣けんな表情をしていた。

　その様子を見て、白桜は悔くやしい気持ちでいっぱいになる。

　彼らは明らかに、自分を隊長として認めていない。それにはどうやら、訳があるらしかった。

「白桜隊長、文を」

　瑠比人が淡たん々たんとした口調で文を手て渡わたした。白桜は受け取りつつ、瑠比人を見上げる。

　彼らが自分を嫌きらう大きな理由の一つは、どうやら瑠比人にあるようだ。

　大きな功績を残した瑠比人は平民出身でもあり、同じく平民ばかりが集まった白珠隊の兵士達からすると、憧あこがれの存在のようだった。

「白桜隊長、本日の訓練はどうしますか？」

　瑠比人が問いかけると、いつも酒臭くさい赤ら顔の健けん成せいが、声を上げた。

「瑠比人さん。そんな奴やつに聞いたってろくな訓練もできやしませんよ。お坊ぼつちゃまなんだから。俺達は瑠比人さんが新設部隊の隊長になるって聞いたから、ここに来たんです。それなのに、ふたを開けたら、身分が高いだけのもやしみたいなガキが隊長だなんて」

　これは訓練を始めた時から、毎日のように言われている事だった。

　どうやら彼ら全員が瑠比人が隊長になると思っていたらしく、功績を上げるどころか、太刀もまともにふるえない白桜が隊長になった事が許せないようだ。

「そうですよ。瑠比人さんは俺達の命の恩人なんだ。一昨年おととしの反乱の時、瑠比人さんが俺達を指揮してくれなかったら、みんな死んでた」

「そうだよ。それなのに、あの時逃げた隊長と同じ貴族野や郎ろうがまた隊長だなんて。しかもこいつ、あの時の隊長と似てますぜ。あいつも身分ばっかり高くて偉えらそうで、太刀を持ったら倒たおれそうなくらいがりがりに瘦やせてて」

「ああ、確かに似てるな。俺達を置いて敵前逃とう亡ぼうしたあのお坊ちゃま貴族に。あいつ今度会ったらただじゃおかねぇ。……俺達だけじゃねぇ。みんな瑠比人さんが隊長になるって聞いたから、この隊に志願したんだ。それなのに……」

　じろりと全員の視線を浴びて、冷や汗あせをかく思いだった。

　それでも白桜は背筋を伸のばして、彼らの視線を受け止めた。

「わたしはその貴族とは別人ですし、敵前逃亡したりなんてしません！」

「どうかな。お坊ちゃまは言う事は偉そうだけど、いざとなると何の役にも立たないからな」

　がははっと馬ば鹿かにしたような笑いが起きた。さすがに腹が立ったが、何とか堪こらえる。

　ここで怒いかりに任せたら、口げんかしたあげくに、彼らの信しん頼らいを得る事は二度とできなくなるだろう。白桜は拳を握り締めて、兵士達を見回した。

「瑠比人副隊長に隊長になってもらいたかったという、みなさんの気持ちはわかります。ですが、これは龍宝帝がお決めになった事。わたしも龍宝帝から隊長に任命されてここにいるのです。訓練してみなさんをまとめるのがわたしの仕事です。ですから、みなさん協力して……」

「お坊ちゃまが何か吠ほえてるぜ。龍宝帝とか、雲の上の人すぎてぴんとこねぇや」

「本当だよな。貴族様は貴族様だけで集まって、ままごとでもしてりゃいいのに」

　はやし立てる声がどんどんひどくなり、さすがにかっとなる。

（わたしだって、好きでこんな畑はたけ違ちがいの仕事をしている訳ではないんだ！　本当だったら、大学寮りようの仕事を……）

　何とか頑張ろうと決めたが、毎日この調子で兵士達はまったく言う事を聞いてくれない。

　さすがに心が折れそうだった。

「……瑠比人副隊長。訓練の指導をお願いします」

　仕方なく口にすると、兵士達が勝ち誇ほこったようにふふんと笑う。

　このまま白桜が訓練の指導をしようとしても、誰だれも命令を聞かずに一日が終わる。

　だが瑠比人の命令なら全員従うし、汗を流して訓練に励はげむ。

　彼らを遊ばせておく訳にはいかなくて、結局毎日瑠比人に指導を頼たのむ結果になっていた。

　それは白桜をのけ者にして、瑠比人を隊長と崇あがめたい彼らの思おも惑わく通りだった。

「わかりました」

　瑠比人は表情が今ひとつ読めなくて、何を考えているのかわからない。他ほかの兵士達のようにあからさまに嫌いやみを言ったりしないし、普ふ通つうに話もしてくれる。だからといって協力的という訳でもなく、淡々と副隊長としての仕事をこなしているといった感じだった。

　瑠比人の号令で、訓練を始めた兵士達を見つつ、白桜は敗北感に包まれていた。

　する事がないので、さきほど瑠比人から受け取った文に目を通す。

　それは龍宝帝の側近である如月からの文で、午後から大だい内だい裏りにくるようにと記してあった。

「瑠比人副隊長、大内裏に行ってまいります。後はよろしくお願い致いたします」

　瑠比人が頷うなずいたのを見て、合宿所を後にする。

　背後で瑠比人の指示に従い、和なごやかになおかつ真剣に太刀たちの訓練に励む兵士達の声がした。

　彼らをやる気にさせられない自分に腹が立つ。

　泣きたいほど悔しいが、本当に泣いたりはしない。

　こんなことで泣くぐらい弱かったら、男のふりをして都で官かん吏りになんてなれなかった。

「隊長として頑張ると決めたんだ。負けるもんか！」

　どうすれば彼らの心を摑つかめるのかまったくわからなかったが、それでも諦あきらめなければ必ず道は開ける。白桜はそう信じていた。
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「顔色が悪いぞ。大だい丈じよう夫ぶか、白桜」

　龍宝帝に呼ばれた鵬玄は、大内裏の広間に一人で座る白桜を見て、眉まゆ根ねを寄せた。

　青白い顔の白桜が、無む理り矢や理り笑みを作る。

「ああ、平気だ」

　声にも、いつもの張りがなかった。そんな様子の白桜を見ると、胸が痛んで仕方ない。

　実は鵬玄は、白桜が抱かかえる大きな秘密を知っていた。

　白桜は『彼』ではなく里桜という名の『彼女』なのだ。

　ひょんな事からそれを知って以来、悩なやんだあげく大親友の彼を見守ろうと決めた。

　何事にも一いつ生しよう懸けん命めいな白桜は、見ていて気持ちがいいぐらいにまっすぐな性格をしていた。

　白桜が男だろうと女だろうと、その資質は尊敬にすら値あたいした。

　しかしすぐにそれが、友情とは違ちがう感情だと気付いた。

　そう、鵬玄は白桜に恋こいをしていた。

　いつからだとかどうして好きになったのかとか、自分でもよくわからない。

　だが白桜が、とても大切な存在だというのは確かだ。なよやかな女性よりも、意志が強くてまっすぐで、少しばかり要領が悪い白桜の方がずっと好ましい。

　ただ、白桜には秘密を知っている事は伝えていない。

　それを言ったら、親友としてそばにいる事はできなくなってしまう気がした。

　白桜を見守って手助けしたい、それが鵬玄の今の望みだ。

「……訓練がうまくいっていないのだろう？」

　隣となりに座ると、白桜がそっと顔を俯うつむけた。

　白珠隊の兵士達が、白桜に反はん抗こう的な態度をとっているのは知っている。何とかしてやりたいと思っているが、あまり口を出すと彼らは怒りの矛ほこ先さきを白桜に向けるかもしれない。

　鵬玄としても、手をこまねいている状じよう況きようだった。

「どうせ奴らはまた寝ていて起きないのだろう。俺が起こしにいってやる」

「いいよ。鵬玄だって自分の部隊の訓練があるから忙いそがしいだろう。何とか頑がん張ばってみるから」

　俯いたままの白桜の声に、心がうずいた。

　こんなに悩んでいる白桜を見るのは、初めてかもしれない。思わず、細い肩かたに手を置いた。

　愛する人が苦しむ姿ほど、見ていて辛つらいものはなかった。

「あまり頑張りすぎるなと言っただろう。頼たよっていいんだぞ」

　俯いている白桜のうなじが目に入った。白くてなめらかな肌はだだった。

　きっと触ふれたら柔やわらかいのだろう、そう思った途端、鵬玄の心臓がどくんと跳はねる。

　何を考えているのかと、一いつ瞬しゆん焦あせって首を振ふった。

　それでも、白桜のうなじから目が離はなせない。

　このまま抱だきしめて、誰も知らない場所にさらってしまいたい、そんな衝しよう動どうが身体からだを支配しようとした。そうなったら、白桜は自分だけのものになる。

　辛い仕事もする必要はないし、こんなに悩むこともない。

　今の厳しい状況から、白桜を解放するにはそれしかないのではとすら思った。

「ありがとう、鵬玄。でも主上から賜たまわった仕事だ。何とか自分の力でやり遂とげたいんだ」

　そんな甘美な夢を打ち砕くだいたのは、顔を上げた白桜だった。

　口元に浮うかべた笑えみは、まだ無理をしているような印象だったが、それでも本来の強い意志を感じさせた。

　鵬玄は、一瞬で夢から覚めた気持ちになる。好きな女性を守りたい、その気持ちは強いが、男として精いっぱい生きている白桜が自分で何とかしたいという気持ちも痛いほどわかった。

「──そうか。だが無理はするな」

　今はそんな言葉しか言えなかった。それでもこの先、もし白桜が白珠隊の兵士達とうまくいかずに、もっと辛い思いをするのだったら────。

　その時は今の甘美な夢を現実のものにして、この腕うでに白桜を抱いてさらってしまおう。

　鵬玄はそう心に決めて、静かに目を閉じた。
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「──そうか。だが無理はするな」

　大内裏の広間にいた白桜は、鵬玄のその一言がとても嬉うれしくて思わず微笑ほほえんだ。

　最近、兵士達に無視されるか馬鹿にされるかの生活を送っていたので、鵬玄の言葉が何より優やさしく聞こえた。

　鵬玄の穏おだやかな表情で、心まで癒いやされた気分だ。ほっと息をつこうとすると、ふいに襖ふすまが開く。目を向けると、そこに立っていたのは青丞だった。彼と目が合って、一気に緊きん張ちようする。

「青丞。あの……」

　声をかけようとしたが、彼は何も言わずに鵬玄の右みぎ隣どなりへと座った。

　青丞が秘密を知ったのか知らないのか、それはまだわからない。

　ただ、彼の態度はどう考えてもおかしかった。

（まるで、わたしに対して怒おこっているみたいな……）

　もしそうならその理由は、やはり秘密の事しか思い当たらなかった。

　だがそれならどうして何も言わないのかがわからない。

　不可解な青丞の態度に悩んでいると、再び襖が開いて朱咒が入ってくる。いつものにこやかな笑みを浮かべていたが、白桜を見ると小さく首を振った。青丞に探さぐりを入れてくれると言っていたが、今の様子から察するにどうやらまだのようだ。

　鵬玄もいるので、何度も青丞に声をかけるのはためらわれた。

　白桜は仕方なく、正面を向く。すると上座の襖が開いて、龍宝帝が姿を見せた。

　全員で頭を下げると、御み帳ちよう台だいに座った龍宝帝が満足げに頷いた。

「よく来てくれたな。訓練で忙しい中、急に呼び出してすまなかった」

　声は穏やかだったが、龍宝帝は浮かない表情をしていた。何やら広間に漂ただよう雰ふん囲い気きも緊張に満ちている気がする。思わず首を傾かしげると、龍宝帝が肘ひじ置おきにもたれた。

「実はお前達を呼び出したのは、都に現れる『鬼おに』について話があったからだ」

　突とつ拍ぴよう子しもない話に、白桜は目を瞬またたかせた。

「鬼……ですか？」

「そうだ。実はこれはまだ世間には内密になっているが、最近都に鬼が現れるようになった。鬼は貴族達の屋や敷しきへ予告状を出し、その屋敷の姫ひめをさらっている」

　そんな話は初耳だった。驚おどろいていると、青丞が紺こん碧ぺきの瞳ひとみを鋭するどくした。

「それは本当に鬼の仕し業わざですか？　誰かが鬼を騙かたっているだけでは？」

　白桜も同じ意見だった。不思議なものすべてを否定したりはしないが、鬼などという非現実的な存在はそうやすやすとは受け入れられない。

「わからぬ。鬼の面をかぶっているのは確からしいが、夜の闇やみでも輝かがやくような金の髪かみをしているらしい。面から垣かい間ま見える顔は、この世のものとは思えぬほど美しいそうだ。あれは人間とはとうてい思えないというのが、鬼を目もく撃げきした者達の話だ」

　四神の当主や跡あと取とり達は、四神の像に触れて髪や目の色が変わるが、陽真乙国の民たみは普ふ通つうは黒か薄うすい茶の髪をしている。金の髪だなんて、白桜も見た事はなかった。

「しかもその鬼は、妖よう術じゆつを使うらしい」

　龍宝帝の言葉に、白桜は眉根を寄せた。

「妖術……ですか？　いったい、それはどんなものなのですか？」

「鬼が手を振り上げると、辺りに白い煙けむりが立ちこめるそうだ。護衛達は煙の中では身動きがとれなくなり、意識を失うらしい。目が覚めた時には鬼も姫も姿を消しているそうだ」

　それはまさに不思議としかいいようがなかった。妖術なんて絵物語でしかしらないし、未知なる力に恐きよう怖ふさえ覚える。それでも何とかその恐怖を抑おさえて、白桜は考えを巡めぐらせた。

（……あれ？　でもそれってもしかして……）

　ふとある事を思いついたが、それ以上考え込む前に鵬玄が身を乗り出した。

「鬼は、なぜ姫達をさらうのでしょうか」

「それもわからぬ。金目当てかと思ったが、何の連れん絡らくもないという。父親達は都でもかなりの地位を持つ貴族だ。娘むすめを助け出してほしいと懇こん願がんされて、近この衛え隊を総動員して都中を捜さがさせているが、姫達の居場所はわからない。そこで……」

　龍宝帝が白桜達を見回した。

「お前達が隊長を務める四部隊に、さっそく実戦を経験してもらおうと思う。鬼退治をして、姫達を救い出せ。これが四神の部隊に出す初めての命令だ」

「は、初めての任務が『鬼退治』ですか？」

　そんな非現実的な事を受け入れるのはすぐには無理だった。

　戸と惑まどったのは、白桜だけではないようだ。青丞がゆっくりと首を振る。

「お言葉ですが、それはかなり無理があります。まだ訓練を始めて数日しか経たっていません。部隊としてようやくまとまりを見せ始めたばかりです。実際の任務は早すぎるかと」

　頷うなずいたのは朱咒だった。

「私もそう思います。ようやく兵士全員の顔を覚えた所です。任務なんてとてもとても」

　他ほかの部隊はどうやら、実戦はまだ無理かもしれないが、訓練はうまくいっているようだ。

　それもまた、白桜を落ち込ませた。

　任務に渋しぶい顔を見せた青丞と朱咒に、龍宝帝が厳しい視線を向けた。

「今すぐとは言わない。鬼から次の予告状が来た時に、動けるようにしておけという話だ。……それにしても、お前達は次期帝みかど候補なのだぞ。短期間とはいえ、たった二十人程度の兵士達の心を摑つかめないでどうする。それができてこその四神の跡取りだ」

　言葉が胸に突つきささった気がして、うまく息ができなかった。龍宝帝が話を続ける。

「よいか。お前達を隊長に任命したのは、次期帝としてどんな相手でもその心を摑めなければならないと思ったからだ。それができないようでは、帝の候補として失格だぞ」

　冷たい水を頭からかけられた気がして、一気に目が覚めた。

（兵ひよう部ぶ省しように配属されたのは、帝のそんな思いがあったからなのか……！　それなのに、わたしは不満ばかり並べて、うまくいっていないのは性しように合わない仕事だからと言い訳ばかりして）

　恥はずかしくて消え去りたい気分だった。官かん吏りとして国の為ために尽つくすと決めたはずなのに、結局は自分のしたい事ばかりが先走って、龍宝帝の思いに気付きもしなかった。

　龍宝帝が再び全員を見回した。

「姫達はかなり身分の高い貴族達の娘だ。父親達から助けてくれと懇願されて、私も何とかしてやりたいと思っている。……そうだ、こうしよう。鬼を捕つかまえて姫達を助け出した隊長と兵士達には、褒ほう美びとしてなんでも願い事を叶かなえてやろう」

　その言葉に、白桜はぴくりと反応した。

（何でも願いを叶えるという事は、配はい置ち換がえを願い出て大学寮りようの仕事につきたいと言ってもいいってことだよな）

　それは今の状じよう況きようを打破する大きな希望だった。だがすぐにそれは違ちがうのではとも思う。

　龍宝帝の思いに応こたえられず、兵士達の心を摑めないまま配置換えになっても、自分の成長には繫つながらない気がした。

（どうしたらいいんだろう……）

　近衛隊ですら捕まえられない鬼を退治するなんて、訓練を積んで兵士達と心を通い合わせたとしてもかなり難しい。今の白珠隊では、命令を遂すい行こうするのは絶望的と言っていいだろう。

　官吏としての初仕事は困難の連続だ。それでも逃にげるのだけは嫌いやだった。

　この状況を打破する為にも、まずは兵士達と打ち解ける必要がある。

　だがそうするにはどうすればいいのか、白桜はその難題に頭を悩なやませていた。
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　大だい内だい裏りから訓練所に戻もどった頃ころには、日が暮れかけていた。

　白桜は白珠隊が訓練している広場へと急いだが、そこには誰だれもいなかった。

「まだ訓練の時間なのに……」

　切り上げる時間が早すぎると、合宿所の前まで肩かたを怒いからせて歩いた。

　だが入り口の前までくると、どうしてもあと一歩が踏ふみ出せなかった。

　やはり男ばかりが住む合宿所に入るのには抵てい抗こうがある。

　もし男達に囲まれて、女だとばれたらどうしようとそればかりが頭を支配した。

　特に最近は、青丞に秘密を知られたかもしれないとびくびくしていた。

　だから秘密を守る事によけい神経質になっているのかもしれない。

　白桜は仕方なく、合宿所に背を向けた。きっと兵士達は酒盛りの真っ最中だ。

　朝になると、瑠比人を除いた全員が酒臭くさいので毎晩飲酒しているのは明らかだった。

　そんな中に入っていって、彼らの嫌みをまた聞くのは正直辛つらかった。

「鬼を捕まえるどころか、部隊として成り立っていない。こんな状況では何もできないよな」

　官吏になるのが目標だった。

　官吏になったら、もっともっといろんな事ができると思っていた。

　だけど現実は厳しかった。

　屋敷に戻ろうと、訓練所の真ん中にある大通りを歩いていると、正面から書物を片手に誰かが歩いて来るのが見えた。

「青丞！」

　思わず声を上げると、彼がこちらに目を向けた。

　確かに目が合ったのに、青丞は右の方向へと進路を変える。

「待ってくれ！　青丞っ」

　慌あわてて彼の後を追った。ようやく追いついて着物の裾すそを摑まえる。

　今は周りには誰もいない。何とか彼とゆっくり話がしたかった。

「……何の用だ？」

　久しぶりに話しかけられて、どきりとした。紺碧の目がまっすぐに向けられて、緊きん張ちようする。

「用？　えっと、用は……」

（どうしよう。裸はだかを見たかなんて聞く訳にはいかないよな。もし見ていなかったら、やぶ蛇へびになる。だけどようやく青丞と話ができたんだから、どうにか探さぐりを入れたい）

「まだ訓練の時間だろう。うちの隊は太刀たちの稽けい古こをしているぞ。俺も今から戻る所だ。お前もさっさと戻ったらどうだ」

　話はしてくれるが、声は冷たかった。まるで初めて会った頃の彼のようだ。

　出会ってからいろんな事があってようやく親しくなれたのに、こんな態度をとられると寂さみしささえこみ上げてくる。

「……訓練は、あんまりうまくいっていないんだ。みんなたたき上げの兵士ばかりで、わたしは頼たよりないらしくて、命令を聞いてくれないんだ」

　なにを言っていいかわからず、つい本音が口をついた。

　今一番の悩み事ではあるが、こんな事を青丞に言っても仕方ないとわかっていた。

　きっと、弱音を吐はくなと叱しかられるだろう。

「あ、いや、変な事を言ってすまない。兵士達との距きよ離りが縮まらなくて、ちょっと悩んでいたんだ。自分で何とかするから」

　慌てて両手を振ふると、青丞が無表情のまま、小さく息をついた。

「お前は、いつでも相手との距離を置きすぎている」

「え？」

　見上げると、青丞が腕うで組ぐみをしてじっとこちらを見つめていた。

「同じ隊の兵士達とは、互たがいに命を預けてともに戦う。信用できない相手の命令など、兵士達が聞くはずがない。お前が心を開かなければ、相手が心を開くはずがないだろう。もっと兵士達と腹を割って話す事だ」

　厳しい言葉だった。だが、白桜の心を突き動かす言葉でもあった。

（わたしは相手との距離を置きすぎている……？）

　確かに心当たりがあった。秘密を守ろうとするあまり、どうしても他人と一線を引く所はある。どうやら青丞には見み抜ぬかれていたようだ。

「『噓うそ』と『偽いつわり』は誰もが嫌きらう。お前のすべてをさらけ出して、そうやって初めてみんなお前を信用すると思うぞ」

　真しん剣けんな眼まな差ざしを向けられて、大きな矢が胸に突きささったような衝しよう撃げきを受けた。

「今のお前では誰もついてはこないだろう。状況を打破するにはどうすればいいのかはお前が考えろ。じゃあな」

　青丞が青輝隊の合宿所へと足を向けた。

　その後ろ姿を見送りつつ、白桜は彼に言われた言葉を心の中で反はん芻すうした。

（噓とか偽りとか……。やっぱり青丞はわたしの秘密を知っているのか？）

　疑問は更さらに大きくなったが、彼が与あたえてくれた言葉には、他にもいろんな意味があると思った。

「今はまだ青丞の本心はわからない。だけど、これだけはわかった。わたしは確かに兵士達と距離を置きすぎていた。……よし！」

　白桜はある決意をした。顔には久しぶりに自然と笑えみが浮うかぶ。

「ぐだぐだ悩むのは性しようにあわない。たとえ当たって砕くだけても、何度もぶつかり続けるのが、白虎家の白桜だ。わたしのしつこさをみんなに思い知らせてやる！」

　覚かく悟ごを胸に、白桜はまず屋や敷しきへと戻る為に歩みを速めた。
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　後ろ髪がみを引かれる思いとはこの事かと、青丞は思っていた。

　背中では、たった今話をしていた白桜の視線を感じている。白珠隊の兵士達とうまくいっていない事で悩んでいるようだ。実は、それは青丞も知っていた。

　訓練する兵士達とは離はなれた場所で、一人ぽつんと彼らを見つめる白桜の姿を、何度か見かけていたのだ。

　なぜか白珠隊だけは平民達の集まりで、彼らがどうやら貴族に対して反感を持っているのも気付いている。白珠隊の面々は、たまに訓練所の大通りなどですれ違ってもこちらを睨にらみつけるだけで挨あい拶さつもしない。

　あんな荒あらくれどもが相手では、さすがに白桜も苦労しているだろう。初めて見るような、不安そうな顔をしていた。もっと優やさしい言葉をかけてやればよかったとも思う。

　だが、それはできなかった。

「あいつは、俺に『噓』をついていた」

　思い出すだけで、腹立たしい噓だ。絶対に許せないと思っていた。

　それでも白桜の不安げな顔を思い出すと、足が止まった。

「……もう少し、話を聞いてやった方がいいだろうか」

　白桜の悩みは深刻なようだった。おそらく兵士達に嫌がらせでもされているのだろう。

　思い起こせば、大学寮りようの時も白桜は周りの学生達から嫌がらせを受けていた。

　それに怯ひるまない精神力には感心したものだ。

　身体からだは弱いが、知ち恵えがあり勇気がある白桜は、親友と呼べる存在だった。

「──いや、あいつは俺を裏切ったんだ。それはやはり許せない」

　信しん頼らいしていた分、噓をつかれていたのがどうしても腹が立った。

　怒いかりが再びこみ上げて来て、青丞は合宿所へと足を進めた。

　それでも、ちらりと背後に目をやって訓練所から出ようとする白桜の姿を確かく認にんした。

　腹が立っているのに、やはり白桜の事が気になる。

　それはまだ、白桜を大切に思っているからではないかと気付き、そんな自分に困こん惑わくした。
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　朝日がようやく昇のぼり始め、辺りが明るくなっていく。

　白桜は早朝のすんだ空気を吸い込んで、目の前にある白珠隊の合宿所を見上げた。

「……白桜隊長、おはようございます。今日はずいぶん早いですね」

　合宿所の入り口が開いて、顔を見せたのは瑠比人だ。

　彼は早朝にもかかわらず、身み支じ度たくしていた。

「おはようございます。瑠比人副隊長こそ早いですね。どちらへ行かれるのですか？」

「太刀の素す振ぶりをしようと思いまして。……それより、その大荷物はなんですか？」

　彼が驚おどろくのも無理はない。白桜は背中に大きな風ふ呂ろ敷しき包みを背負っていた。

「これは気にしないでください。それより、今日もいい天気になりそうですね。絶好の訓練日和びよりだ。あ、今日は訓練の内容をわたしが考えてきました。朝食を終えたら最初の訓練に入りますから、準備をお願いします」

「こんな朝早くからですか？　みんないつも昼まで寝ねていますが」

「いいえ、今日からはしっかり起きてもらいます。今まで遅おくれていた分を取り戻もどさないと！」

　気合いもやる気も満々だ。もうくよくよ悩なやまないと決めていた。

　あとは行動あるのみだ。

「そうですか。ですが、起こすのはご自分でどうぞ」

　ここ数日、毎日これと同じ事を言われていた。しかし昨日までは合宿所に入る勇気がなくて、兵士達が起きてくるのを待つしかなかった。だが今日は違う。白桜は大きく頷うなずいた。

「はい！　そうします」

　満面に笑みを浮かべると、瑠比人が面めん食くらったような顔をした。

　いつもあまり表情の変わらない彼にしては珍めずらしい仕草だった。

「……瑠比人副隊長。今まですみませんでした」

　白桜は改めて、深く頭を下げた。すると瑠比人が軽く目を瞬またたかせる。

「何がですか？」

「あなたはいつも、起こすのは自分でどうぞと言っていた。正直に言うと、最初は起こしにいってくれればいいのになんて思っていました。ひどい言い方ですけど、冷たい人だなって。……でもそれは違ちがうんだと、ようやく気付きました」

　見上げると、瑠比人が困惑したように目を瞬かせていた。

「兵士達を自分で起こして話をして叱って、そうやってわたしと兵士達に接点を持たせて親しくさせようと、わざと間に入らないようにしてくれていたのでしょう？」

　微笑ほほえむと、瑠比人が慌あわてたように目を泳がせた。こんな風に表情を変える彼は初めてだ。

　すなわち、今の言葉は的を射ているということだった。

「あなたが兵士達に命令すれば、誰だれもが言う事を聞くし、簡単に訓練は進む。だけどわたしが隊長である以上、わたしに直接命令させて兵士達との距きよ離りを縮めてほしかったんですよね」

　よくよく思い返せば、瑠比人だけは白桜を無視せず、訓練をする時でも隊長として一目置いて伺うかがいを立てていた。表情が乏とぼしいからわかりにくいが、彼なりに兵士達と白桜の間を繫つなごうとしてくれていたのだと思う。

「お心こころ遣づかいありがとうございました。今までの自分を反省しています。隊長として、もっとみんなとの距離を縮めて、互たがいに命を預けてともに戦えるように信頼してもらいたいです。でも、わたしはやはり武官としては素人しろうと同然。だから協力してください！」

　再び頭を下げると、頭上からふっと微笑む気配がした。目線を上げると、瑠比人が微笑んでいる。その顔は優しげで、包み込むような温かさがあった。

「なるほど。さすがに主上の暗殺を阻そ止ししただけの事はありますね。最初はその話が本当かと疑いましたが、なかなか聡そう明めいな方のようだ。ですが、兵士達は手て強ごわいですよ。身分の高いあなたを敵視している。距離を縮めるのは難しいでしょう」

　声こわ色いろがいつもと違って、ほんの少し親しみがこもっている気がした。

　それが嬉うれしくてたまらない。

　心を開いて話をすれば、相手もそうしてくれるのだと、改めて実感した。

「難しいかもですが、不可能ではないと思います。実はわたしは今では白虎家の跡あと取とりなどと言われていますが、食べる物も心配するほどの貧びん乏ぼう貴族として育ちました。その時に手に入れたものは、何があっても屈くつしない粘ねばり強さです！」

　それだけは誰にも負けない自負がある。白桜は改めて、合宿所を見つめた。

「わたしと彼らと、どちらが根負けするか勝負です。わたしは負けませんけどね！」

　気合いを入れる為ためにも声を上げ、荷物を背負ったまま、初めて合宿所へと足を踏ふみ入れた。







「うわっ、汚きたない……！」

　白桜が合宿所に入った最初の感想はそれだった。

　脱ぬぎ散らかされた着物で廊ろう下かは埋うまっているし、汗あせ臭くさいし埃ほこりだらけだ。まだここに住んで数日しか経たっていないはずなのに、どうしてこんなに汚よごせるのかと不思議でならない。

　合宿所は二階建てで、一階に食堂や風ふ呂ろ、話し合いをする為の板張りの広間などがある。

　二階は住居になっていて、二人一組で一部屋を使っているらしい。

　男臭さと埃に顔をしかめつつも、怯むものかと食堂に向かった。

　そこには、白桜の背せ丈たけと変わらぬほど大きな太たい鼓こが置いてある。なぜこんな物がここにあるのを知っているかというと、合宿所の外にいてもその音がよく聞こえていたからだ。

　以前瑠比人に聞いたら、食事の時間を知らせる為に鳴らしていると言っていた。

　それを抱かかえて何とか階段を上がり、まっすぐに伸のびた廊下に置く。

　廊下の両りよう端はしには、いくつもの戸が並んでいた。ここが兵士達の部屋なのだが、誰も起きている気配はない。壁かべ越ごしにいびきまで聞こえてくる。

　白桜は深呼吸して、ばちを握にぎり締しめた。そしてそれを思いっきり振ふり上げる。




〝ドンッドンッドンッドンッドンッ！〟




　太鼓を連打すると、合宿所が揺ゆれるほど大きな音が鳴り響ひびいた。

「誰だ！　うるせえぞ！」

「なんだ、なんだ、何事だっ！　敵でもきたのか！」

　声とほぼ同時に戸が開いて、寝ぼけ眼まなこの兵士達が顔を見せた。

　みんな寝しん着ぎはよれよれ、髪かみはぼさぼさ。ひげものびていて、むさくるしいことこの上ない。

　彼らは太鼓を叩たたいている白桜の姿を見て、啞あ然ぜんとした。

「なんだ、お坊ぼつちゃま。こんな所でなにしてるんだ。合宿所に入ってくるの嫌いやがってたくせに。綺き麗れいなお屋や敷しきにさっさと帰れよ」

　からかうような声は赤ら顔の健成だ。

「いいえ、帰りません！」

　白桜は太鼓を叩くのを止やめ、腹の底から声を出した。そしてにんまり笑う。

「今日からわたしもここに住みます！　朝は毎日この時間に起き床しよう！　遅れた人は合宿所の周りを走ってもらいます。もちろん、わたしも寝ね坊ぼうしたら走ります。みなさん、これからは規則正しく生活してください。ここは自宅ではなく、訓練所なのですから！」

　声を張り上げると、部屋から顔を出している兵士達が目を丸くした。

「いったいなんなんだ。いきなりやる気出しやがって。どうせすぐ泣いて帰るくせに」

「泣いて帰ったりしません。わたしはひ弱だし体力もないし、みなさんから見れば、ひよっこだと思います。でも、しつこいのだけが取り柄えです。みなさんに隊長として認めてもらえるまで、ここから出て行きませんから！」

　背中の荷物を下ろして高々と宣言した。泊とまり込むつもりで、着き替がえと身の回りのものを持ってきている。引き返す気なんて、毛頭ない。

　これは白桜にとっても大きな賭かけだった。

　今まで避さけていた男ばかりの環かん境きように自ら飛びこむなんて、正気の沙さ汰たではないと思う。

　だが兵士達との心の距離を縮めるには、まずは現実の距離を縮めるのが一番だと思った。

　だから決意したのだ。この合宿所で、敵意むき出しの男達に囲まれて暮らそうと。

（女だって秘密は絶対に守り抜ぬく！　そしてみんなをまとめて、この国一番といわれるほどの精せい鋭えい部隊を作ってみせる！）

　心に燃えたぎる情熱の炎ほのおに突つき動かされて、白桜は寝ぼけ眼の兵士達一人一人に朝の挨あい拶さつをして回った。
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「今日からの訓練の内容は、これです。瑠比人副隊長」

　早朝の襲しゆう撃げきに度ど肝ぎもを抜かれたのか、兵士達は全員起きて食堂に並んで座り、朝食を取っていた。白桜も朝食を取り終えて、隣となりにいた瑠比人に訓練内容を書いた紙を差し出す。

　今までは、兵士達が命令を聞いてくれなかった事もあり、訓練は瑠比人任せだった。

　それをまずは改善すべく、白桜は鵬玄の助言をもとに訓練内容を細かく考えてきたのだ。

　紙を受け取って目を通した瑠比人は、口元に笑えみを浮うかべた。

「午前中は走り込みや腕わん力りよくを鍛きたえての体力作り。昼からは武術の訓練を中心にして最後に瞑めい想そうの時間を入れる。なるほど。いい訓練の流れですね。瞑想の時間は無む駄だだという者も多いですが、自分を見つめ直すいい機会になります」

　瑠比人が感心したように呟つぶやいたが、話を聞いていたのか、兵士達からは不満の声が上がる。

「瞑想なんて面めん倒どう臭くさいですよ、瑠比人さん。そんな素人が考えてきた訓練なんて、何の役にも立ちやしないですぜ」

　ぶつぶつ言う兵士達を、白桜はまっすぐに見つめた。

「わたしは素人ですが、ここ数日瑠比人副隊長がみなさんに訓練を指示するのを見て、ずっと勉強してきました。それに、黒耀隊の鵬玄隊長にも相談をして作った訓練内容です。何の役にも立たないとは思えませんが」

　堂々と胸を張って言い切った。今までは自分だけが武官として素人だからと気き後おくれして、言いたい事も言えなかった。だがそれでは駄だ目めだと気付いたのだ。

「な、なんだよ、おかしいぜ、お坊ちゃま。突とつ然ぜんやる気になったり、強気になったり……」

「突然ではありません。もともとこういう性格です。訓練の内容に文句があるなら、その理由を言ってください。わたしを言い負かせたら内容を見直します。ただ、みなさんが白珠隊の一員としてもっと強くなる為に考えたものですので、面倒臭いとかいう理由ではやめません」

　目の前に置かれたお膳ぜんを持って立ち上がる。

「あ、みなさん。食事を作ってくれる方に聞きましたけど、いつも食べたらそのまま放ほったらかしだそうですね。食べたあとの膳は自分で厨ちゆう房ぼうまで下げてください」

「何だよ。食事の支し度たくと後片付けに人を雇やとってあるはずだろ。そいつにやらせろよ」

「たった一人で食事の支度をして、二十人のお膳を運んでいるそうですよ。手伝うのは、人として当たり前です。何より、自分が食べたものなんですから」

「すみませんねぇ。隊長さん」

　そこへちょうど顔を出したのは、齢よわい七十に届こうかという老ろう婆ばだった。

　彼女が白珠隊の合宿所の世話係だ。食事から掃そう除じまで、彼女が面倒を見ているらしい。

「最近腰こしの具合が悪くてねぇ。掃除もまともにできてなくて申し訳ないよ。でも、ここをやめさせられると、生活ができなくなるからねぇ」

　困った顔の老婆に、白桜は微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。……そうだ。お膳は自分達で運ぶようにしますけど、掃除も自分達でします」

「ええーっ。そりゃないぜ！」

「そうだよ、俺達は掃除なんて……！」

「何を言っているんですか。自分達で使ったものは自分達で片付けるべきです。それとも腰が痛いと言っているおばあさんに全部片付けさせて、酒ばかり飲んでいて気持ちいいですか？」

　びしっと言い放つと、兵士達がさすがに口を閉じた。

「隊長さん、そこまでしてもらったら、申し訳ないよ」

「いいえ。大丈夫です、おばあさん。少なくとも、わたしは明日から早起きして、毎日掃除します。当番制にして掃除の割り振りも決めますから。それにここにいるのは顔は怖こわいけど、男気溢あふれる義理と人情に厚いみなさんです。きっとおばあさんを助けてくれます」

「おお、ありがたいねぇ。じゃあ、よろしくお願いします」

　老婆が頭を下げて出て行った。腰が曲がって歩くのも辛つらそうな老婆の姿を見ると、さすがにそれ以上誰だれも文句は言わなかった。瑠比人がふっと苦く笑しようする。

「面おも白しろい隊長だ。みんな毒気を抜かれたようだな」

「何か言いましたか？　瑠比人副隊長」

「何でもありません。……みんな隊長の話を聞いていただろう。無駄だと思っても隊長を論破できなければ、従うしかない。さあ、食べ終わったら膳を下げろ」

　瑠比人の鶴つるの一声で、みんなが渋しぶ々しぶと腰を上げた。

　ぶつぶつ言いながらも、膳を持って厨房へ行く彼らに、白桜は明るく声を上げる。

「では、食事が終わったら、訓練を開始します！　全員広場に集まってください」

　今までの遅おくれを取り戻もどすべく、白桜は気合いを入れて訓練の準備を始めた。
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　食事を終え、広場に集まった兵士達は仏ぶつ頂ちよう面づらだ。

　朝から一ひと悶もん着ちやくあったが、もう負けるつもりはない白桜は、そんな彼らの顔を見回した。

「まずは合宿所の周り十周、走り込みをしてもらいます」

「はぁ？　何でそんなに走らなきゃならねぇんだ！」

「そうだぞ、お前何様のつもりだ！」

　怒ど声せいが上がったが、白桜は怯ひるまなかった。

「走り込みは体力をつける為ためには必要な事です。……みなさんはここに遊びに来ている訳ではありません。都を守る新設部隊の一員として訓練を受けにきているのです。都に住む人々を守る為に体力をつけるのはおかしな事ですか？」

　理路整然と説明すると、兵士達が渋々と口を閉じる。

「食堂でも言いましたが、訓練の内容に不服ならその理由を述べてください。それでわたしが納なつ得とくしたら、その訓練をなくしてみなさんの意見を取り入れた訓練をしますから」

「でもよ……！」

「静かにしろ」

　不満の声を上げる兵士を、静かだが迫はく力りよくのある声で瑠比人が制した。

「訓練の内容は充じゆう実じつしている。お前達がもっと心身ともに強くなる為に考え抜かれたものだ。私は白桜隊長の訓練に従う。嫌いやな奴やつはここから出て行け」

　厳しい一言に、兵士達の顔つきが急に真しん剣けんなものとなった。

　慌あわてて背筋を伸のばした兵士達を見て、白桜は目を瞬またたかせる。

（……そうか。今まで瑠比人副隊長はどうして何も手伝ってくれないんだろうなんて思っていたけど、わたしがやるべき事を示したらちゃんと応こたえてくれるんだ。今までは結局何の訓練の指示も出さずに、瑠比人副隊長に頼たよりっきりだったからな）

　改めて自分のふがいなさに腹が立った。

　隊長である自分が意思を示さなければ、瑠比人だって従いたくてもできるはずがない。

「では、走り込みを始めましょう！　もちろんわたしも走ります」

　威い勢せい良く宣言したのはいいが、それを後こう悔かいしたのはすぐの事だった。







「情けねぇな。これぐらい走っただけで倒たおれるなんて。やっぱりお坊ぼつちゃまじゃないか」

　がははと笑う兵士達に、白桜は言い返す元気もなかった。

　何とか合宿所の周りを十周したが、もう立ち上がる事さえできない。

　膝ひざはがくがくするし、心臓は苦しいぐらいに速く脈打っているし、息も荒あらくなっている。

　広場に大の字に転がって、どうにか目だけで辺りを見回した。

　兵士達は全員すました顔だ。汗あせぐらいはかいているが、息が乱れている様子もない。

　鍛え方が違ちがうというより、そもそも男と女という身体からだの違いが大きい。

　基き礎そ体力がまったく違うのだ。仕方ないとわかっていても、悔くやしい思いがした。

　白桜は両手に力を込めて地面を押し、どうにか立ち上がる。

「……いいえ！　まだまだ大丈夫です」

「おいおい。無理せず休んでろよ。お坊ちゃま」

　兵士達がにやにやと笑っている。彼らはおそらく、ひ弱な自分を馬ば鹿かにしているのだろう。

　本当の事だから、馬鹿にされるのは仕方ない。

　兵士達はさっさと次の訓練の準備を始めている。

　ここで自分だけ休むなんて、自分自身に負けているようで嫌だった。

「さあ、次の訓練です！」

「おいおい、本当に休んでた方がいいんじゃないのか。足がふらふらじゃないか」

　やや心配そうな声が聞こえたが、白桜は大きく首を振ふる。

「いいえ。わたしは武官としては素人しろうとなので、みなさんよりもっともっと努力する必要があります。まずはみなさんについていけるぐらいの体力をつけなければ、隊長だなんて大きな声で言えません！」

　もちろん武術も何もできないのだから、体力だけの問題ではない。

　だがまずは、基礎体力をつけるのが先決だと思っていた。

「ほう、じゃあ、まだまだ頑がん張ばれるっていうのかい？」

　声はいつもの馬鹿にしたような感じではなかった。むしろ挑ちよう戦せん的とも言える声だ。

　見ると、健成が腕うで組ぐみをしていた。笑えみを浮うかべているが、眼まな差ざしは真剣なものだった。

「──はい。朝ここに来た時から覚かく悟ごは決めてました。こんな事ぐらいではへこたれません」

「面白い。じゃあ次の訓練に行こうぜ。お坊ちゃまがどれだけ頑張るのか見てやるよ」

　まるで試ためされているような気がした。

　もしそうなら、ここで気を抜ぬいたら一生彼らの信しん頼らいは得られないだろう。

　白桜は歯を食いしばって、次の訓練に取りかかった。







　午前中は、基礎体力をつけるのが主だった。

　走るのも腕わん力りよくを鍛きたえるのも、白桜にとっては他ほかの兵士達についていくのも難しかった。

　改めて、自分の体力のなさに愕がく然ぜんとする。

（田舎いなかにいた時は、家や庭の掃そう除じはしていたけど、特別身体を動かして何かをした事はなかったもんな。都に来てからも、移動は牛ぎつ車しやが主だし。大学寮りようの時に騎うま射ゆみの稽けい古こをしたことぐらいしかないし……）

　考えてみると、たたき上げの兵士達が〝お坊ちゃま〟と揶や揄ゆする気持ちもわからないでもなかった。確かに今の自分は情けない。

「お坊ちゃま、そろそろ昼の訓練が始まるぜ。しんどいなら休んだらどうだ？」

　にやにやしている健成をまっすぐ見つめる。身体は限界だが気持ちだけでも負けたくない。

「いいえ！　休みません。さあ、午後からは太刀たちの訓練です。二人一組になって、太刀の稽古に入ってください」

　悲鳴を上げる身体に活を入れ、背筋を伸ばして置いてあった木刀を手にする。

　健成が顔をしかめた。

「あんたもやるのかい？　怪け我がでもさせたら、俺達が責任取らされるんだぜ。大人しくその辺で見てろよ」

「わたしは確かに武術はほとんど……いえ、正直に言うとまったくできません。だからこそ、みんなの何倍も努力しようと決めました。そう簡単には強くはなれないけれど、せめて足手まといにはなりたくないので」

　その思いは以前からあった。都にきて、いろんな経験をした。その中には命の危険を伴ともなうようなものもあった。そのたびに誰だれかが助けてくれたりしたが、それが辛つらくてならなかった。

「……せめて、自分の身ぐらいは自分で守れるようになりたいです。無む謀ぼうかもしれませんが、本音を言うとみなさんの命を守れるぐらい強くなる事が目標です。時間はかなりかかると思いますが、諦あきらめません。もう目の前で誰かが傷付くのはたくさんですから……！」

　自分でも驚おどろくほど凜り々りしい声が出た。

　たじろいだように、健成が目を瞬かせる。じっと見つめると、彼が目をそらした。

「ああ、そうかい。じゃあせいぜい頑張りな」

「はい。……あ、瑠比人副隊長」

　昼の休きゆう憩けいを終えて、広場に出てきた瑠比人に目を移す。立ち止まった彼の前まで急いだ。

「なんでしょう？」

「わたしに太刀の稽古をつけてください」

　意外な申し出だったのか、瑠比人の動きが一いつ瞬しゆん止まる。

「あなたは身分が高いのだから、無理して戦う必要はありません。隊長のあなたを守る為に、我々兵士がいるのですから」

　苦く笑しようした瑠比人に、大きく首を振って向き直った。

「いいえ。それは違うと思います。身分が高かろうが低かろうが、命は同じ重さです。わたしが命を落としても、みなさんが命を落としても、それぞれの家族や友の悲しみは同等のはず。わたし一人だけみんなの陰かげに隠かくれるなんてできません」

　言い切ると、瑠比人も周りにいた兵士達も目を丸くしていた。

　その気持ちはわかる。生まれた時の身分で将来まで決まる貴族主義の陽真乙国で、今の考えはきっとおかしいと思われるだろう。それでも意見を曲げるつもりはなかった。

　白桜は視線に力を込め、辺りにいた兵士達を見回した。

「みなさんに言います。白珠隊での第一の掟おきては、生きて命令を遂すい行こうする事です。命の危険があるような時は、撤てつ退たいする事も考えてください。死んでから英えい雄ゆうだったともてはやされるより、生きてできる事をした方がいいと思います」

　辺りが一瞬静まり返った。最初に口を開いたのは、まだ若い兵士だ。

「馬鹿な事を言うな。俺達身分の低い兵士は使い捨てだ。あんた達貴族がそう決めたんだろう！」

　激高する彼と同じように怒ど鳴なっては、話し合いはうまくいかないとわかっている。

　だからなるべく静かな声を出した。

「そう考えている貴族達もいるかもしれません。ですが、白珠隊はわたしが任された隊です。たとえ主上がそう仰おつしやったとしても、わたしは従いません。あなた達を使い捨てになんて絶対にさせない。これだけはお約束します！」

　再び辺りが静まり返った。だがすぐに、瑠比人の隣となりにいた兵士がふんと鼻を鳴らす。

「口ではどうとでも言えるさ」

「はい。その通りです。ですからわたしは今の言葉を必ず実じつ践せんして態度で示していきます。ただ、それには時間がかかると思います。だからみなさん、温かい目で見守ってください」

　にっこり笑って、白桜は瑠比人に向き直った。

「ではまず、太刀の稽古をよろしくお願いします。瑠比人副隊長」

　頭を下げると、瑠比人が苦笑する。

「私に頭を下げる必要はありません。あなたが隊長ですから、命令すればいいのです」

「いいえ、わたしは隊長ですが、兵士としては素人です。先せん輩ぱいの瑠比人副隊長に礼を尽つくして教えを乞こうのは当たり前です」

　当然の事を言ったまでだが、瑠比人と兵士達は驚いたように動きを止めている。

　最初に表情を緩ゆるめたのは瑠比人だった。

「……わかりました。では手加減はしません。私は厳しいですよ。いいですか？」

「はい、よろしくお願いします！」

　太刀を構えて、白桜は腹に力を入れて深呼吸した。
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「ううっ、眠ねむい……。身体からだが痛い……！」

　まだ外は暗かった。隊長という事で一階にある一人部屋を使える事になった白桜は、どうにか布ふ団とんをはねのけて起き上がる。

　身体中ぎしぎし鳴っていた。関節が痛くて、本当なら起き上がるのも辛かった。

「昨日の基き礎そ訓練と太刀の稽古のせいだ。瑠比人副隊長は本気で手加減してくれなかったし」

　着き替がえようと屛びよう風ぶに隠れて着物を脱ぬぐと、身体中青あざだらけだった。

　満まん身しん創そう痍いの状態だが、瑠比人の厳しさにはむしろ感謝していた。

「一いつ朝ちよう一いつ夕せきには、強くなれないってわかっているさ。だけど何とかこの訓練の期間内に、護身術だけでも身につけたい。瑠比人副隊長は教え方もうまいし、いい師し匠しようだ」

　今日も彼に鍛えられるのかと思うと怖こわい気もするが、真しん剣けんに教えてくれているのも十分に伝わってくるので、頑張ろうという気になれる。

「よし！　昨日約束した通り、掃除を始めよう。きっと誰も起きてこないだろうけど、一人でもできるだけ合宿所を綺き麗れいにしなくては！」

　着替えを終え、疲つかれがとれていない身体に気合いを入れて、白桜はまず食堂へと向かった。







「あれ……？」

　食堂の戸を開けた白桜は、思わず目を瞬またたかせた。

　目の前の光景が、どうしても信じられなかったからだ。

「おはようございます」

　挨あい拶さつしてきたのは、瑠比人だった。

　手にはほうきを持っていて、その他にもぞうきんで床ゆか拭ふきをしている若い兵士が二人いた。

「お、おはようございます。どうしたんですか!?」

「隊長が掃除当番を決めたのでしょう？　残念ながら起きてきたのは私達だけのようですが」

　瑠比人が小さく息をついた。

　床を拭いていた兵士二人が立ち上がり、もじもじとしながら寄って来る。

「おはよう……ございます」

　兵士達に挨拶されたのなんて初めてだ。驚きつつも、頭を下げた。

「おはようございます！　雷らい人とさん。頼より宗むねさん！」

「あれ？　俺達の名前を知ってるんですか？」

　目を見開いたのは、そばかすが目立つ雷人だ。

「兵士の方々の名前は全部覚えてます。人の名前を覚えるのは、得意なんです」

　微笑ほほえむと、雷人と頼宗が恥はずかしそうに頭をかいた。

「そうなんですかぁ。嬉うれしいな。俺、今までいた部隊では隊長に名前なんて覚えてもらってなかったし」

「俺もだよ。あ、俺達二人とも、隊長と同い年なんです。だから、呼び捨てにしてください」

　二人とも、親しみ易やすい笑顔だった。年も同じという事もあり、気軽に話ができそうだ。

「わかりました。……えっと、雷人。頼宗。掃除にきてくれてありがとう」

「いやっ、そんな……。お礼言われるほどの事じゃないです。だって、今日は掃除当番だったし。それに……」

　頼宗が目配せしたのは雷人だった。

　雷人が言いにくそうにしながらも、まっすぐ視線を向けてくる。

「あの……謝りたかったんです。無視したりしてすみませんでした。隊長が合宿所に一いつ緒しよに住むはずだったのに嫌いやがったって聞いたから、つんけんした嫌な貴族野や郎ろうだと思って。俺達と一緒に住むなんて汚きたならしいとか思ってるんだろうとか、隊でも噂うわさになってて」

　うすうす感づいてはいたが、そこまでひどく言われていたのかと目を見開く。

「いや、それは違ちがうんだ。……実は身体が弱い姉がいて、最近いろいろとあって精神的にまいっていたから、屋や敷しきを空けたくなくて。それで合宿所には通いにしてもらったんだ」

　噓うそをつくのは心苦しいが、本当は女だからだなんて言えない。雷人が表情を明るくした。

「ああ、そんな事情があったんですね！　俺達そんな事は知らなかったから誤解してて」

　隣にいた頼宗も大きく頷うなずく。

「昨日、隊長が俺達を使い捨てになんてしないって言い切ってくれたでしょう。俺達、あれがすごく嬉しくて。俺達なんて戦いの先頭に立って命を張るぐらいしかできないのに、命の重さは身分に関係なく一緒だって言ってくれて」

「そうそう、それでもしかしたら、隊長は俺達が考えているような人じゃないのかもって思って、それでゆっくり話がしたくて早起きしたんです」

　二人の気持ちが嬉しくてたまらなかった。頼宗が食堂の中に目をやる。

「食堂のおばあちゃんの話もそうだなって思いました。俺もおばあちゃんがいて、昔からよく手伝ってたんですけど、腰こしやら肩かたやら痛いってよく言ってて辛つらそうだったから。……なるべくあのおばあちゃんが楽できるように、俺達にできる事はしようと思います」

　気持ちが伝わるというのは、こういう事をいうのだろうか。

　思わず微笑むと、雷人がからかうような顔をした。

「前から思ってたんですけど、隊長って可愛かわいいですね。同い年だけど、そうは見えないな。まるで女の子みたいだ」

　途と端たんに息が止まりそうになった。何とか表情には出さずにすんだが、笑顔が引きつる。

「い、嫌だな。そんな訳ないだろう！」

「そうですよね。天下の白虎家の跡あと取とりが女の子なはずないし。それに隊長って顔だけ見てると女の子みたいだけど、行動はがさつだしやっぱり男だなって思います」

　悪気はないに違いない。だが今の一言は、わずかに残っている白桜の乙女おとめ心ごころを傷付けた。

（……今のはほめられたんだ。そう、男のふりが完かん璧ぺきだってほめられたに違いない！　決してわたしが女らしくないとかそういう事じゃないから！）

　何とか気持ちを切り替かえていると、雷人が改まったように姿勢を正した。

「俺達下っ端ぱだから大した役には立てないけど、訓練を一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばります。よろしくお願いします！」

　二人が深々と頭を下げる。合宿所に来て、初めての理解者である二人に白桜もお辞じ儀ぎした。

「こちらこそ、よろしくお願いします！」

（心を開いたら、相手も応こたえてくれた。青丞の言葉はやっぱり真実だったな。女だって秘密を守ろうとするあまり、無意識のうちに心に壁かべを作っていたのかもしれない。新しい人間関係を築くのに、その壁が邪じや魔まをしていたんだ）

　新たな仕事への突とつ破ぱ口こうが見いだせた気分だった。
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「今日はみなさんに、重大なお知らせがあります」

　合宿所に泊とまり込むようになって二日目。白桜は広場に集まった兵士達を見回した。

「何だよ、あんたが隊長をやめるっていうなら、大賛成だぜ」

　やじを飛ばしたのは健成だ。

「いいえ。残念ながらやめません。やる気満々ですから」

　にっこり答えると、健成が鼻で笑う。こんなやりとりにそろそろ慣れつつあった。

　兵士達はよくいえば、まっすぐな性格の者ばかりのようだ。

　大だい内だい裏りに尚侍ないしのかみとして上がった時は、側室達に嫉しつ妬とされ、暗殺されかけたりねちっこい嫌みを言われたりしていた。

　だが彼らは、面と向かって悪口をはっきり言う。陰かげでこそこそしたりはしない。白桜にとっては、女性の嫉妬にさらされるよりも、彼らの悪口を受け止める方がずっと気が楽だった。

「実は、先日龍宝帝から都を騒がす『鬼おに』の退治を依い頼らいされました」

「はぁ？　鬼なんているのかよ」

「それはわかりません。ただ、鬼の姿をした何者かが予告状を出し、貴族の姫ひめ達をさらっているのは事実です」

　まだ隊としてまとまっていない彼らにこの話をするのは、白桜なりの考えがあったからだ。

「そこで、みなさんにとって、とても有利になる話があるのですが」

　心持ち声を落とした。まるで内ない緒しよ話ばなしでもするかのように。

　兵士達が何事かと前のめりになっているのを見届けて、話を続ける。

「もし、その鬼を捕つかまえて姫達を助け出したら、その隊と隊長の願いを何でも叶かなえると、龍宝帝が約束してくださいました」

　その一言で、兵士達の目つきが変わった。もくろみ通りだと、白桜は心の中でほくそ笑む。

「何でも……って事は、給金を倍にしてくれとかも？」

「倍なんて言わずに十倍でも」

　にっこり微笑むと、兵士達が更さらに身を乗り出す。

「じゃあじゃあ、最高級の酒で酒風ぶ呂ろしたいって俺の夢も叶えられるのか？」

　いつも酒臭くさい健成の言葉にも、大きく頷く。

「ええ、もちろん。望むなら毎日でも入れるくらいの酒を取り寄せてもらえるでしょう。……ただし、この命令は他ほかの部隊にも出されています。今のままだと、他の部隊に手て柄がらをもっていかれてしまうでしょう」

　わざと目め頭がしらに手を当てて、辛そうなふりをする。兵士達が慌あわてたように声を上げた。

「とんでもねぇ！　そんな儲もうけ話、他の奴やつらにもっていかれてたまるか！」

「そうだそうだ！」

「まあまあ、みなさん、落ち着いて」

　ざわつく彼らを手で制した。そして話を続ける。

「ですが他の隊と比べても白珠隊はまとまりがないのは事実です。これは隊長であるわたしの責任でもあります。今度鬼が予告状を出してきたら、おそらくすべての隊に命令が下るでしょう。まとまっている他の隊を出し抜ぬいて、我々が鬼を捕まえられるなんて確率はかなり低い」

　白桜はそこで、全員を見回した。

「みなさん、悔くやしくないですか。何でも願いが叶うなんて、一生にあるかないかです。今のままわたしをここから追い出そうと文句を言い続けてもかまいません。ですが、お互たがい歩み寄る事ができたら、わたしもあなた方も大きな褒ほう美びを手に入れられる」

　右手でぐっと空を摑つかんだ。兵士達がごくりと生なま唾つばを飲む音が聞こえてきそうだ。

「訓練はそう長い間ではありません。その間に鬼を捕まえる事を目標にして、一いつ致ち団結するのもありではないでしょうか」

　この賭かけに、みんなが乗ってくれるかはわからない。だがかなりの荒あら療りよう治じをしなければ、彼らは言う事を聞いてくれないだろう。褒美をちらつかせるような真似まねはしたくなかったが、短期間で彼らの心を摑む為ためには、まずは互いに仲間だとわかってもらう必要があった。

　鬼という共通の敵を倒たおして大きな褒美をもらう。一致団結する為にはいい目標だ。

「……本当に、褒美はもらえるんだろうな」

「はい、健成さん。どんな願いも叶えてもらえると思いますよ。たとえば……みなさんがどうしてもわたしを気に入らないなら、隊長を替かえたりなんて事も」

　全員が瑠比人を隊長にしたいと願っている事は知っている。だからあえて不敵に笑った。

「ほう、それであんたはいいのかい？」

「それまでにみなさんの信しん頼らいを得られないなら、それも仕方ないと思っています。ただ、わたしにも時間をください。鬼を捕まえるまでの間、わたしに従ってください。お願いします！」

　最初から敵意むき出しの彼らと近づく為には、もうこの手しか思いつかなかった。

　兵士達が静まり返っている。最初に口を開いたのは、健成だ。

「面おも白しろい。なぁ、みんな。しばらくこのお坊ぼつちゃまにつきあってやってもいいんじゃないか。褒美は欲しいし、鬼退治も楽しそうだしな。お坊ちゃまのお手並み拝見といこうぜ」

「そうだな。お坊ちゃまをいじめるのに飽あきてきた所だ。しばらく言う事を聞いてやるか」

　兵士達が口々にそうだそうだと言い始めた。白桜は心の中で、ほっと息をつく。

「ありがとうございます！　一緒に頑がん張ばりましょう」

（みんなが話に乗ってくれてよかった。だけどきっと、褒美につられているだけだ。まだ心を摑んだ訳じゃない。やっと今からまともな訓練ができるんだから、頑張らなくては！）

　白桜は心で呟つぶやいて、今日の訓練の説明に入った。
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　鵬玄は、白珠隊が訓練している広場の隅すみに立ち、白桜の姿を探していた。

　せっかく合宿所で暮らさなくてもいいようになったのに、なぜか白桜は、白珠隊の兵士達と一いつ緒しよに住み始めた。訓練の間もそんな白桜が気になって仕方なかった。

「いくら兵士達との仲がうまくいっていなくても、そこまでしなくてもいいだろうに。『秘密』がばれたらどうするつもりだ。──ああ、いた。白桜……ん？」

　広場の向こう側にいる白桜の姿をようやく見付けて、声を上げる。振ふろうとした手を止めたのは、白桜が瑠比人とまだ若い兵士達と輪になって話をしていたからだ。

　白桜はずいぶんと楽しそうだった。時折笑っている声まで聞こえてくる。

　それだけではない。合宿所にきたばかりの頃ころは、兵士達は白桜を無視して訓練に出てきもしなかった。だが今は違ちがうようだ。

　兵士達は白桜と距きよ離りを置きつつも、全員が広場で思い思いの恰かつ好こうで休きゆう憩けいしていた。

「何だ。心配していたが、どうやらうまくやっているようだな」

　ほっとした。そう、ほっとしたはずなのに、小さなとげが胸に刺ささったような気分になる。

　今まで四神の跡あと取とり達は同じ行動をとっていた。だが今度は、それぞれ違う部隊を指導することになった。そのせいで白桜は、鵬玄の知らない所で知り合いの輪を拡ひろげていく。

　それを考えると、胸が焼け焦こげるような感覚に襲おそわれた。

　木こ陰かげに立った鵬玄は、肩かたの辺りにあった枝を握にぎり、力任せにぱきっと折る。

　腹立たしさが堪こらえられなかった。

「官かん吏りになど、ならなければよかったのに……」

　暗い気持ちが心を覆おおう。白桜は外に出て活かつ躍やくしてこそ、その魅み力りよくが生きてくる。

　じっと屋や敷しきに閉じこもっている白桜なんて想像もつかない。

　だけど暗い感情に支配された鵬玄の頭の中では、自分以外誰だれも訪おとずれない屋敷に、白桜を閉じ込めておきたい、そんな馬ば鹿かな考えさえ浮うかんでくる。

「あ、鵬玄！」

　甘美な夢に囚とらわれそうになっていた鵬玄は、白桜の声に気付いてはっとした。

「なにを考えていたんだ。俺は……」

　白桜が知らない男と交流を深めたというだけで、嫉妬する自分に驚おどろいていた。

　こんなにも独どく占せん欲よくが深かったなんてと呆ぼう然ぜんとする。

　目を向けると、白桜が満面の笑えみで駆かけ寄ってくる所だった。

　その笑顔は、親友の自分にしか向けられない安あん堵どと親しみのこもったものだ。

　馬鹿な事を考えるな、そう自分に言い聞かせる。

　白桜はようやく、官吏としての一歩を踏ふみ出したのだ。見守ると決めた以上、愚おろかな事は考えてはならない。自分をたしなめるように一度目を瞑つぶり、鵬玄は親友へと微笑ほほえんだ。

「様子を見に来た。……うまくいっているのか？」

　ちらりと兵士達に目をやった。

　どうして白桜の部隊だけ、こういってはなんだが、がらの悪い兵を集めたのかわからない。

　鵬玄や青丞、朱咒の部隊はそこそこの身分の兵士達ばかりで、育ちもよく命令にも忠実だ。

「大変なようなら、俺の部隊とお前の部隊を入れ替えてもらえるよう直じき訴そしようかと思っている。俺が指揮している部隊は、かなり聞き分けがいいぞ」

　多少訓練に時間はかかったが、今の黒耀隊なら白桜が隊長を務めても問題はないだろう。

　白桜が目を丸くして、すぐに苦く笑しようした。

「嫌いやだな。わたしはそこまで信用がないのか。まあ、まだまだ部隊としては成り立ってはいないけど、ようやく訓練にもみんな参加してくれるようになったんだ」

　嬉うれしそうな顔を見て、ほっとする……はずだった。

　それなのにまたしても、とげが胸をちくりと突つきさす。

　それが〝嫉しつ妬と〟なのだとわかっていた。

　だがわからないのは、その愚かな嫉妬をどううまく処理するかだ。

　白桜にだけは、こんな暗い感情を知られたくなかった。

「……そうか。よかったな」

　一言返すだけで精いっぱいだ。白桜がうまくいっているというなら、親友としては一緒に喜ぶべきだが、恋こいする男としては胸中は複雑だ。

　どこの世界に、好きな女性が男ばかりに囲まれて生活していても、何とも思わない男がいるだろうか。

　幸いな事に、白桜はこちらの様子には気付いていないようだった。

「ああ、これも青丞のおかげだよ」

　その名前にぴくりと指先が反応した。

　顔には出さなかったが、またしても暗い感情がこみ上げてくる。

　青丞は、白桜の秘密を知らない。

　だが白桜の女性の姿である里桜姫ひめとは何度も会っていて、求きゆう婚こんまでしたらしい。

　青丞は素す晴ばらしい人間だと思う。

　龍宝帝の息子むすこだが、おごることなくいつも冷静で、その判断力には目を見張るものがある。

　人格的には立派な男だが、白桜を渡わたすつもりはまったくなかった。

「青丞がなんと言った？」

　なるべく平静でいようと思ったのに、声は低くこもっていた。

「こちらが心を開かなければ、相手が心を開いてくれるはずがないって。そう言われて気付いたんだ。わたしは相手との間に壁かべを作っていたって。だから本音でぶつかったら、徐じよ々じよにだけど、話をしてくれるようになって」

　白桜は嬉しそうだ。それなのに鵬玄は、拳こぶしをぎゅっと握り締しめた。

　他人との間に壁を作るのは仕方ない。なぜなら白桜は本当は女だという秘密を抱かかえている。

　それを知らないからこそできる助言だろう。

　自分にはその言葉は決して言えなかった。悔くやしさで心が煮にえたぎるようだ。

　醜みにくい感情だ。わかっているのにどうしようもできない。

　青丞には……いや、他ほかの誰にも白桜を渡したくはなかった。

　自分一人だけを見ていてくれたらいいのにと、またしても甘美な誘ゆう惑わくが鵬玄を襲う。

　このまま細い身体からだを抱だきしめて、ここから連れ去るのは造作もないことだ。

　右手が誘惑に駆られて、白桜のもとへと伸のびようとする。

　愛いとしさが堪えられなくて、どうしようもなかった。

　それでも鵬玄は、意志の力で甘美な誘惑をねじ伏ふせた。

「……部隊がまとまってよかったな。だが困った事があったら相談しろ。何でもしてやる」

　何とか気持ちを押し殺して笑みを浮かべた。

「ありがとう。でも鵬玄も部隊を任されて大変だろう。わたしの方は何とかなりそうだから、心配しないでくれ」

　こちらの事を思っての言葉だとわかっていた。

　それでも恋する愚かな心はその言葉を〝お前は必要ない〟と捉とらえようとする。

「隊長！　休憩終わりですよ。遅おくれたら、誰であろうとも合宿所の周り十周でしょう」

　声をかけた若い兵士に白桜が振り向いて手を振った。

「じゃあ、わたしは戻もどるよ。また今度ゆっくり話そう」

　後ろ姿を微笑んで見送りながらも、鵬玄の心の中では嵐あらしが吹ふき荒あれていた。

　白桜を見守って手助けしようと決めたはずだった。

　だが、愛しいと思う気持ちを隠かくしておくのは、もう難しいかもしれないと、鵬玄は思った。
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「休憩です！」

　白桜が声を上げると、兵士達がふうっと息をついた。

　走り込みを終えた兵士達の姿に、感動すら覚える。目を潤うるませていると雷人が首を傾かしげた。

「どうしたんですか、隊長。何だかとっても嬉しそうですよ」

「だって、ここに住み始めてから十日。今日初めて全員が朝遅れずに集合したんだ！」

　ここに来た当初は、広場には瑠比人しかいなかった。

　合宿所に住むようになって、なるべく一人一人に声をかけ、訓練に出るよう説得した。

　最初は遅ち刻こくしたり二日酔よいだといって出てこなかった兵士達だが、寝ねていると部屋まで押しかけて起こすという白桜の説得のかいがあってか、ぼちぼちと訓練に集まるようになった。

　そして今朝は白桜が起こしにいかずとも、全員が時間通りに顔を揃そろえたのだ。

　早朝の掃そう除じも当番制に従って、みんなぶつぶつ文句を言いながらも頑がん張ばってくれている。

　他の部隊と比べるとまだまだだが、白珠隊は着実にまとまりを見せつつあった。

　鬼おに退治をしたら、何でも願いが叶かなうという褒ほう美びにつられているだけなのかもしれないが、今はそれでもいいと思った。

（まずはどんな手を使ってでも、自主的に訓練に出てもらわないと。ようやくみんな無視せずに話を聞いてくれるようになったんだ。ここからが勝負だぞ）

　毎日の訓練で身体は悲鳴を上げているが、それでも白桜は絶対に休んだりしなかった。

　ここで弱音を吐はいたら、また兵士達に見下されてしまうのはわかりきっている。

　手ぬぐいで汗あせを拭ふいていると、健成がわざとらしくふらふらと近づいてきた。

「隊長、俺は年だから昼からは休ませてもらうわ」

　まだ三十代前半だろうに、ふざけた様子で話しかけてくる。白桜は手を腰こしに当てた。

「駄だ目めです。健成さん、お酒の飲み過ぎですよ。その酒臭くささが抜ぬけるまでは、しっかり訓練してもらいます」

「威い勢せいがいいな。最初は俺みたいな汚きたないおっさんと話すのも嫌がって顔をしかめたくせに」

　ふんっと鼻を鳴らした健成に、そういえばと初めて会った時の事を思い出す。

「それはお酒臭かったからです！　息や体たい臭しゆうからもお酒の臭においがぷんぷん漂ただよっていたでしょう。わたしはどうもお酒は苦手で。別に健成さんが嫌だとかいう訳ではありません」

　言い切ると、健成が何度か目を瞬またたかせた。

「……そうかい、俺はまた、身分の高いお坊ぼつちゃまは、俺みたいなのと話すのも嫌で顔をしかめたのかと思ってた」

「相手が健成さんでも主上でも、酒臭かったら顔はしかめます。苦手なのはお酒なので」

　健成はあっけにとられた顔をしていたが、すぐにがははと豪ごう快かいに笑った。

「お前は面おも白しろいな。でも今の言葉をもしお偉えら方がたに聞かれたら、出世ができなくなるぞ。主上が酒臭かったら顔をしかめるなんて、恐おそれ多いことを言うなってな」

「かまいません。本当の事ですから。官かん吏りにはなりたかったけど、実力に見合わない出世はしようとは思わないので。まあ……やりたい仕事だったら出世するのもいいとは思いますけど」

　その言葉もまた、兵士達には驚おどろきだったようだ。

　いつの間にか彼らと車座になって話をしていると、隣となりにいた雷人が話しかけてきた。

「やりたい仕事ってどんなのですか？　最初から兵ひよう部ぶ省しようを希望してたんですか？」

　その問いには一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。

（違ちがう所を希望していたって言っていいものだろうか。仕方なくここに来たなんて言ったら、みんな気を悪くするかもしれない。でも……）

「……本当は、大学寮りようの仕事に就つきたかったんだ」

　なるべく噓うそはつきたくなかった。せっかく彼らとの距きよ離りが縮まってきたのに、ここで噓をついてそれがばれたら、また信しん頼らいを失ってしまう気がした。

「大学寮って官吏を育てる所でしたっけ？　すごく賢かしこい貴族しか入れないとか聞いたような」

　ぴんとこない様子の雷人に、微笑ほほえんで頷うなずいた。

「そう。でも今までは貴族しか入れなかったけど、先月の勅ちよく旨しで大学寮に身分を問わず優ゆう秀しゆうな者を入学させると、主上が発表されたんだ」

「ああ、それは聞いたぜ。だけどそんな事が本当にできるのか？　どうせお偉い貴族達の反対にあって駄目になっちまうんじゃないか」

　健成がぐいっと竹たけ筒づつの中身を飲み干した。

　何だかその竹筒から酒の臭いが漂っている気がしたが、とりあえずそれは置いておいた。

「反対する貴族達はいましたが、主上に反乱の意思を示した為ため、捕とらえられました。……確かに難しい事だと思いますし時間もかかるでしょう。でも官吏とは国の中ちゆう枢すうを担になう者。いろんな身分の人がそれぞれの考えで国の為に働けるようになってほしい、それが主上のお考えです」

　あまり治世に興味がないのか、大学寮の改革については初耳の者が多かったようだ。

　健成が首を傾げる。

「じゃあ、本当にその大学寮の改革は実行されるのかい？」

「はい。ただ障害も多いです。……わたしは大学寮の制度を作る仕事がしたかったんです。実はわたしは、もともと白虎家の血筋だなんて知らなくて、田舎いなかでその日暮らしがやっとの貧びん乏ぼう貴族でした。身分の高い貴族や役人達に苦しめられている平民の方々の姿も見てきました」

　辺りがざわっとしたが、白桜は話を止めなかった。

「いろんな身分の官吏が生まれれば、この国は貴族ばかりが得をするような仕組みから抜け出せると思うんです。もちろん、かなりの理想論ですが──わたしは諦あきらめたくない」

　心に燃える炎ほのおに突つき動かされて、つい熱くなった。頼宗が身を乗り出す。

「じゃあ、もしその改革がうまくいったら、俺達でも大学寮に入れるってことですか？」

「もちろんだ。でもかなり勉強しないと駄目だけどね。それこそこの国でも上から数えられるぐらい賢い人達が通う所だし。どんな身分でも誰だれでも平等に入れる。だけど学力も平等にって事だから」

「そんなぁ。じゃあ、俺は絶対に無理だ。だって読み書きもろくにできないし」

　へなへなと力が抜けたように項うな垂だれた頼宗に、白桜は軽く目を見開いた。

「頼宗は、読み書きができないのか？」

「そんなに驚くほどのことじゃないですよ。多分この隊でも何人かはそうだと思います。みんな腕うでっ節は強いけど、まともに勉強なんてしてない奴やつらばっかりだし。俺は簡単な読み書きならできるけど、命令書とか難しい漢字を使ってあるから、誰かに読んでもらってるんです」

　さすがにそれには目を丸くした。

　だが平民出身ばかりの白珠隊なら、あり得る事かもしれない。

「……頼宗、読み書きはできないよりはできた方がいいと思う。よかったらわたしが教えるから、訓練が終わったあとに一いつ緒しよに勉強しないか？」

「いやぁ、俺なんかが今いま更さら勉強したって……」

「でも命令書が読めなくて他人に読んでもらったとして、何かの手て違ちがいでそれが間違って伝わっていたらどうする？　それに……たとえば、好きな女性ができて恋こい文ぶみを送りたいと思っても、うまく書けないせいでその恋が駄目になったら悲しいだろう？」

　たとえ話だったのに、頼宗の表情が一気に真しん剣けんみを増した。

「隊長！　本当に俺でも恋文が書けるようになりますか！」

　この様子だと、誰かに恋をしているのだろうとぴんときた。だから白桜は大きく頷く。

「それは努力次し第だい。でも自分の気持ちを相手に伝える手段としても、文はいい方法だと思う。特に女性は文が大好きだから」

　周りにいた兵士達の約半数が、慌あわてたように手を挙げた。

「はいはいはい！　俺も読み書きを教わりたいです。女にもてたいっ」

「俺も。気になってる女の子がいるんで。文を書いて振ふり向かせたい！」

　動機は不純だし、訓練にもこれぐらいのやる気を見せてほしいと思わないでもなかったが、それでも知識の向上には繫つながると嬉うれしくなった。

　何より話すらしてくれなかった兵士達と、ようやく接点が持てたのだ。

「じゃあ、訓練が終わったあとに時間を設けよう。……大学寮の改革案ばかり考えていたけど、この国の誰もが読み書きができるような世の中になるといいな。もし大学寮の仕事に就けたら、そういう制度を作れるかもしれないのに……」

　悔くやしい限りだった。思いついた事は即そく実行したい方だが、今の状態でそれは無理だ。

　それでも、みんなにここで読み書きを教えるのは意味がある事だと思った。

（まずは、ここでできる事をしよう。最初から大きく何かを変える事はできなくても、彼らの恋の手伝いができるなら、それもいいかも）

　心の中で呟つぶやいていると、健成が赤ら顔でにんまり笑った。

「あんた柔やわなお坊ちゃまだと思ってたけど、案外しっかりしてるんだな。あんたの夢は俺達にとったら希望の光だ。身分が低いってだけで身体からだを張って功績を挙げても出世できなかった。でも平民出身の官吏が出れば、俺達でも出世できるようになるかもしれないんだろ？」

　健成が目を向けたのは、みんなから少し離はなれた木こ陰かげで休んでいる瑠比人だった。

「俺はもう出世しなくてもいい。学もないし、先頭に立って戦うのも嫌いやじゃないからな。だけど平民出身だって優すぐれた指導者はいる。賢くて腕が立って、みんなに慕したわれてる指導者が。俺はその人にもっと日の当たる仕事をさせてやりてぇ」

　それが瑠比人の事だと、すぐにわかった。

　確かに彼は、能力的にも今の地位ではもったいない人材だ。

「ええ、時間はかかると思いますが、貴族とか平民とか関係なく、能力を評価される世の中がきてほしいと願っています。その為に行動したいとも」

　望みを口にすると、健成にばしっと肩かたを叩たたかれた。

「いい根こん性じようだ。応おう援えんしてやるよ。今の仕事は不満かもしれねぇが、頑がん張ばることだ。そのうち配はい置ち換がえもあるかもしれねぇからな。白桜隊長」

　叩かれた肩が痛くてひっと悲鳴を上げると、辺りにいた兵士達が大笑いした。それは今までの嘲ちよう笑しようではなく、温かみのある笑いだ。ようやく彼らと少しばかりわかりあえた気がした。

　何より、ずっと敵意むき出しだった健成が〝お坊ちゃま〟ではなく〝白桜隊長〟と初めて呼んでくれた。

（やっぱり、心を開いて何でも正直に打ち明けた方が、誤解もなくてよかったんだ。青丞の言った通りだったな）

　ふいに紺こん碧ぺきの髪かみと瞳ひとみをした彼の姿が脳のう裏りに浮うかぶ。最近は冷たい表情しか見ていない。

　そう思うと、寂さみしい気持ちと悲しい気持ちが同時にこみ上げてきた。

（青丞に会いたいな……）

　そんな風に思ったのは初めてで、白桜は心の呟きに自分でも驚いていた。
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「あれ、隊長。こんな夜中に着き替がえ持ってどこ行くんですか」

　忍しのび足で合宿所の廊ろう下かを歩いていた白桜は、寝ねぼけ眼まなこの雷人と鉢はち合あわせした。

　彼が手に持っているのは、ふかした芋いもだ。

「雷人、また食堂の食べ物を盗ぬすみ食いして。怒おこられるよ」

　着替えを背に隠かくしつつ、何でもない風を装よそおった。

「へへっ、内ない緒しよにしてください。腹減っちゃって。それより、もしかして風ふ呂ろですか？　でも風呂のお湯もう冷えてますよ。入るならお湯を沸わかしましょうか」

「いやっ、冷えた風呂が好きなんだ！　ぜんぜんまったく問題ないから、芋を食べて寝なよ。明日もまた早いぞ」

　笑えみが引きつっていたが、幸いな事に薄うす暗ぐらい廊下ではわからなかったようだ。

　雷人が芋をかじりつつ首を傾かしげる。

「冷えた風呂が好きって……。変な趣しゆ味みですね。風邪かぜ引いちゃいますよ。やっぱり食堂でお湯を沸かして、もっていってあげます」

「いいって！　や、やっぱり今日は眠ねむいから、風呂は明日にしようかな、あはははははは」

　笑ってごまかしつつ、きびすを返した。そのまま部屋へと逃にげ帰る。

「危なかった……」

　白桜は隊長という事もあって、兵士達の部屋よりもやや広い部屋を一人で使っている。

　おかげで着替えなどはできるが、さすがに風呂は部屋についていない。共同風呂にみんなと一緒に入る訳にもいかず、いつも彼らが寝静まった頃ころに、こっそり入っていた。

　しかし今日は運が悪い事に、雷人に見つかってしまった。

「大学寮りようの時は、近くに屋や敷しきを借りてもらったけど、今回は急だったから準備が間に合わなかったんだよな。うーん。でもお風呂には入りたい。よし、今度は見つからないように行こう」

　朝からの訓練で汗あせと泥どろだらけだ。どうしても風呂に入ってさっぱりしたいという乙女おとめ心ごころは、どんなに男のふりをしても捨てられない。

　今度は足音を立てないよう注意しながら、白桜は再び風呂へと向かった。







「ああ……。気持ちがいいな。これで温かかったらもっといいのに」

　冷めかけたお湯につかって、白桜はほうっとため息をついた。

　どうにか今度は誰にも見つからずに、風呂場まで辿たどり着いた。

　深夜だが明かりはつけていない。

　もし誰かが明かりを見付けて様子を見にきたら大変だからだ。小さな窓から差し込む月明かりだけが頼たよりで、目を凝こらしてやっとどこに何があるかわかる状態だった。

　ほぼ水に近いぬるい湯だったが、だいぶ気候が良くなってきたから、何とか耐たえられた。

「毎日の訓練で汗あせ臭くさくてしょうがないものな。風呂ぐらいはのんびり入りたい」

　最初は風呂だけ入りに屋敷に帰ろうかと思っていたが、合宿所を抜ぬけ出したのが兵士達に見つかったらまた変に勘かんぐられるかもしれない。

　だから時間を見付けては、こっそり入るようにしていた。

　合宿所の生活は、秘密を抱かかえる身としては窮きゆう屈くつな思いもするが、それでも満足だった。

　兵士達とようやくわかりあえてきたと実感できるようになったし、白桜が考えた訓練にもみんな参加してくれている。

　このまま部隊として訓練を続ければ、龍宝帝に命じられた鬼おに退治にも挑いどめるかもしれない。

「もし、鬼退治が成功したら、配置換えをしてもらえるかもしれない。大学寮の仕事に就つければ、夢にも一歩近づける……」

　夢を口にすると、いつもなら気合いの入った声が出るはずなのに、今回は違ちがった。

　自分でも迷いが混じっているのがすぐにわかる。

「……大学寮に移るって事は、みんなと離れるって事だよな。それって少し寂しいかも……」

　ここにきた当初は、白珠隊の隊長としての仕事が嫌で嫌で仕方なかった。

　だけど今は違う気持ちが生まれている。

　全員ではないが、ようやく親しく話をしてくれる者も出てきた。訓練もうまくいっている。

　最初は冷たかった瑠比人も、厳しいが太刀たちの稽けい古こをつけてくれるようになった。

　今までは都にきて親しくなった人達は、数えるほどしかいなかった。

　しかし官かん吏りになってからは、いろんな立場の人と知り合えて、勉強にもなったし毎日が新しい事の連続でわくわくするようになった。

　その新たな出会いと仕事に、やりがいを感じるようになっていた。

「……どうしたらいいんだろう」

「なにがどうしたらいいんですかーっ」

　背後でがらっと戸が開いて聞こえた声に、思わず目を見開いた。

　振ふり向かなくても、それが雷人だとすぐにわかる。

　そして聞こえた足音は、彼一人ではないという事を示していた。

「部屋に戻もどったみたいだったけど、もしかしてと思って廊下を見張ってたんです。そうしたらやっぱりまた出てきたから遊びにきました！　こんな夜中に冷えた風呂に入るなんて身体に悪いですよ。寂しいだろうと思って、みんなもたたき起こして連れて来ました」

　みんなといっているが、どうやら雷人が連れて来たのは五人ほどのようだ。

　ようするに、この風呂に入れるぎりぎりの人数を引き連れてやってきたらしい。

「裸はだかのつきあいって大事ですよね！　これでまた隊長と俺達の距きよ離りも縮まるってもんです」

（雷人！　その気持ちは嬉うれしい！　だけどだけどだけど、ありがた迷めい惑わくだーっ）

　叫さけぶ訳にもいかないので、その言葉はどうにか吞のみ込んだ。

「隊長、何でこんな時間に一人で風呂に入ってるんですか？」

「そうだぜ。一いつ緒しよに入ればいいのに」

　兵士達が話しながら、白桜が入っている広い湯船に浸つかる。

　暗いとはいえ、こんな間近だと彼らの逞たくましい身体からだが目に入って、思わず下を向いた。

（みんな当たり前だけど裸だ！　いやいや、恥はずかしいとか目のやり場に困るとか思ってる場合じゃないぞ。絶体絶命の危機だーっ。とにかくこの場をごまかさないとっ）

「えっと、あの、明日の訓練の段取りとかいろいろ考えていたら、いつも遅おそくなってしまうんだ。ほ、ほらっ、風呂に先に入ると眠くなってしまうし」

　幸いな事に湯に浸かっていれば、薄暗いせいもあって身体はよく見えない。

　そのせいか、みんな白桜のすぐ近くにいるのに、女だと気付いた様子もなかった。

「そうですか。隊長もけっこう大変ですね。でも明かりぐらいつけて入ればいいのに。面めん倒どう臭くさかったからつけなかったけど、やっぱりけっこう暗いし、つけてきましょうか？」

　またしてもありがた迷惑な雷人に、慌あわてて首を振った。

「いやっ、何とか見えるし面倒臭いしいいよ。それに、えっと、あの、暗い方が窓から月が見えて綺き麗れいなんだ！」

　窓を指し示すと、みんながほうっと感かん嘆たんの声を上げた。

　満月には少しだけ欠けた月が、神こう々ごうしいほどの光を放っている。

「こりゃいい。おい、雷人、酒もってこい。風呂に入って月見酒と行こうぜ」

　酒好きの健成が声をかけると、雷人がさっそく立ち上がった。

「いいですね。食堂行ってくすねて……」

「駄だ目め！　絶対駄目です！」

　このまま酒なんて飲まれたら、たまったものではない。白桜はぶんぶんと首を振った。

「こんな遅い時間から酒なんて飲んだら、明日の訓練に差し支つかえます！」

「固い事言うなよ。裸のつきあいをしつつ、朝まで飲もうぜ！　そうだ、背中流してやる」

　とんでもない申し出だ。白桜は一気に青ざめた。

「いえっ、けっこうです。もう身体は洗いましたから。それより、月見酒がどうしてもしたかったら、明日の早い時間にしてください。健成さん、二日酔よいで訓練に出て、走り込みさぼったりしているでしょう。明日そんな事になったらどうするんですか！」

　びしっと言い渡わたすと、健成が苦く笑しようした。

「まったく、うちの隊長はまじめでいけねぇや。朱流隊なんて、訓練もそこそこに、隊長が率そつ先せんして夜の町に飲みにくりだしてるっていうのに」

「ええっ!?　朱咒はそんな事をしてるんですか！」

　初耳だ。外出禁止のはずなのに、隊長自らそんな事をしているなんて、信じられなかった。

「そうだぜ。その代わり、昼間の訓練で武術やら何やらで毎日競きそわせて、成績が上位の奴やつだけ夜に飲みに行けるって事になってるらしい。もちろん朱咒隊長のおごりでさ。みんな綺麗な女がいる所につれて行ってもらいたくて、訓練に励はげんでるらしいぜ」

「……なんて朱咒らしい」

　呆あきれるが、それでみんな訓練にやる気を出しているのなら、それも一つの手かもしれない。

「なぁ、隊長。俺達も朱流隊を見習おうぜ」

　調子のいい健成に、白桜は毅き然ぜんとして首を振った。

「よそはよそ。うちはうちです。明日も時間厳守。遅おくれたら合宿所の周り、十周してもらいます！　だからみなさん、さっさと風ふ呂ろから出て寝ねてくださいっ」

　思いっきり声を上げると、その剣けん幕まくに押されたようにみんなが風呂から出る。

「おお、怖こわい怖い。うちの隊長は本当にまじめだねぇ」

「いいんじゃないですか。いい加減な俺達にいい加減な隊長じゃ、ろくな事にならないっすよ。活を入れてくれる隊長の方が頼たのもしいです」

　わいわい言いながら風呂場を出て行く彼らの姿に、ほっとした。

　いくらぬるいとはいえ、ずいぶん長湯をして頭はくらくら、身体はぐったりしていた。

「……よかった。みんな出て行ってくれて」

　何とか秘密は守れたが、やはり男ばかりの合宿所で生活するには、かなりの用心が必要だと改めて白桜は思った。
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　午前の訓練を終えた白桜は、合宿所へと戻ろうとしていた。

「ずいぶん汗をかいたな。早く着き替がえて、休きゆう憩けいの時間内に戻ってこなくては」

　足早に進んでいると、ふと隣となりの合宿所の広場が目に入る。隣は青丞が率いる青輝隊だ。

　時折ここから彼の姿を見かける事があるが、話しかける勇気はどうしても出なかった。

　青輝隊も休憩中なのか、それぞれ広場で腰こしを下ろして休む兵士の姿が窺うかがえた。

　その兵士達とは少し離はなれた場所で、青丞が何かの書物に目を通している。

　彼の姿をじっくり見るのは、久しぶりな気がした。

（もし秘密を知ったとしたら、どうして何も言わないんだろう。でも、秘密を知らなかったとしても彼の態度はおかしい。どうして無視されるんだろう）

　声をかけようと思えばできる距離に彼はいたが、話しかけるのはかなりの勇気を伴ともなった。

　それでもどうしてもいいたい事があって、青輝隊の広場へと足を踏ふみ入れる。

「青丞、ちょっといいかな」

　声をかけると、木こ陰かげに座っていた青丞が驚おどろいた様子でこちらを向いた。

　すぐにそれが冷たい表情へと変わる。その変化に躊ちゆう躇ちよしたが、思い切って口を開いた。

「この間は、訓練についての助言をありがとう。おかげで兵士達との距離が縮まってきたんだ。何とか訓練も進むようになった」

　頭を下げると、青丞は表情は変えないまでも小さく頷うなずいた。

「礼はいい。お前の部隊の訓練が進まないと、俺達四神の跡あと取とり全員の評価が落ちる。それが嫌いやなだけだからな」

　あくまで自分にも利があるからだと強調されて、気持ちが落ち込んだ。

「そうなのか。でも、助言のおかげですごく助かったんだ。だからお礼が言いたかった。……最近、少し感じが変わったな」

　つい、本音が口をついた。あっと思った時にはもう遅い。青丞が眉まゆ根ねを寄せている。

「別に。いつも通りだが。俺の感じが違ちがうと思うお前の心の方が変わったのではないか？」

　青丞が書物を閉じて立ち上がり、広場の中心にいる兵士達のもとに戻っていく。

　その後ろ姿を見ていると、胸がぎゅっと締しめ付けられるような気がした。
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　訓練が終わった頃ころは、日が暮れかけていた。

　青丞は合宿所へと戻りながら、さきほどの白桜との会話を思い出していた。

「兵士達とは、ようやくうまくかみ合うようになったようだな」

　時折、白珠隊の訓練の様子を陰かげから見ていたのは、白桜には内ない緒しよだ。

　徐じよ々じよに兵士達が訓練に参加し始めたのも知っていたし、それにほっとしてもいた。

　しかし白桜の前に立つと、どうしても『噓うそ』をつかれた事を思い出して、怒いかりの感情を抑おさえられなかった。さっき白桜が話しかけてきた時もそうだ。

　つい冷たい態度をとり、白桜の顔が曇くもったのを見て、後こう悔かいの念が心を支配した。

　それでもどうしても許せない気持ちが強くて、白桜とうまく話ができないでいる。

　本当はいろいろと聞きたい事もあるのに、それすらできない。

　そんな自分に、青丞は戸と惑まどいすら覚えていた。

「あ、青丞。ちょうどよかった。話があったんだ」

　合宿所に入ろうとした時、にこにこ顔の朱咒に声をかけられた。青丞は思わず眉根を寄せる。

「何の用だ。お前から俺に話しかけるとは」

　朱咒とはあまり二人だけで話した事はなかった。彼の軽けい薄はくな所が合わないと思っていたし、何よりうさんくさくて何を考えているのかわからない所があって、少々苦手だった。

　父である龍宝帝と何やらこそこそと話をしているのも、実は知っている。何を話しているかはわからないが、あまり大きな声ではできない話だというのも、雰ふん囲い気きで悟さとっていた。

　四神の跡取りの中で、いろんな意味で一番気をつけなければならない男は、実は彼だと思っていた。

「いやいや、訓練の調子はどうかなと思ってね」

「順調にいっている。それより、お前の部隊はどうなんだ。夜になるとお前が先頭を切って、兵士達と無断で外出していると聞いたぞ」

　指し摘てきしたが、朱咒は悪びれる様子もなかった。

「こんな所で男ばかりに囲まれて生活していたら、息が詰つまってしまうよ。それにうちの部隊も訓練は順調だよ。夜に遊びに連れて行ってあげるといえば、文句一つ言わずに厳しい訓練についてくるし。……逆に遊びになんか行かなくても、まじめに訓練する奴はするしね」

　わずかに上がった口角に、朱咒の本音を見た気がした。

「……なるほど。褒ほう美びに気を取られる奴は誘ゆう惑わくに弱い。だからそれらに気を取られず、訓練についてくるまじめな奴を見み極きわめている訳か。最終的に、そのまじめな奴がお前の右みぎ腕うでとなって出世する訳だ。相手の本ほん性しようを見極める為ために、回りくどい手を使うものだな」

「私はまじめで勤勉な者が好きなんだよ。だってそういう堅かた物ぶつと一いつ緒しよにいると、からかいがいがあって楽しいだろう」

　ふふんと笑う朱咒のやり方は、ほめられたものではない。

　だが、どんなに優ゆう秀しゆうでも誘惑に弱い男は信用ができないと、青丞も思っている。

　特に貴族社会は賄わい賂ろの誘惑が多い。

　ご褒美の夜の遊びに気を取られる者は、将来的に道を踏み外す可能性も高いだろう。

「まあ、お前がそのやり方でやるというなら、俺は止めない。確かに有効ではあるからな。勝手にやれ」
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「冷たいいい方だなぁ。……そうそう、そういえば私の一番のお気に入り、四神の跡取り一のまじめで堅物の坊ぼうやが、君が最近冷たいって落ち込んでたよ」

　背を向けようとして、朱咒の言葉に足を止めた。

　睨にらみつけると、朱咒がわざとらしく震ふるえてみせた。

「そんな怖い目で見ないでくれよ。氷の貴公子ってあだ名は伊達だてじゃないんだよ。怖さのあまり口もきけなくなるじゃないか」

　おどけたそぶりの朱咒に、更さらに冷たい目を向けた。

「白桜に何か言われて来たのか？」

「いいや。落ち込んでるのが見てられなくて、私が勝手にお節せつ介かいを焼いているだけ。だって白桜が元気がないとつまらないよ。私はあの子をからかうのが、この世で一番好きなんだから」

　ふざけた様子だが、ごまかして逃にげるのは許さないと目が語っていた。

　こんな時の朱咒は妙みような迫はく力りよくがある。

「君と白桜の間で何かあったのか？　たとえば、そう。何かとんでもない彼の『秘密』を知ったとか。それでよそよそしくしているとか」

　探さぐるような質問に、どう答えていいか一いつ瞬しゆん戸と惑まどう。

　確かに自分が知った事は、彼の秘密なのかもしれない。

　二、三度目を瞬またたかせて考え込んだが、大きく息を吸い込んで朱咒へと視線を戻もどした。

「……先月だ。里桜姫ひめに会いに白虎家の屋や敷しきに行った。そこで白桜に用があるのを思い出した。官かん吏りになって主上から檜ひ扇おうぎをもらっただろう。何を慌あわてていたのか、その外箱を受け取らずにあいつが帰ったから渡わたしてから里桜姫に会おうと思って、先にあいつの部屋に行った」

　朱咒は顔色一つ変えていなかったが、赤い目の奥がきらっと光った気がした。

「それで？　もしかして、そこで何かを見た？」

　勘かんのいい男だと思った。青丞は小さく頷く。

「何を、見たんだ？」

　問い質ただされて、一瞬躊ちゆう躇ちよした。これを話していいのかどうかわからない。

　ただ、自分の胸の中だけにとどめておくのもそろそろ限界だった。

「声をかければ良かったが、最近親しくしていたからつい気が緩ゆるんでいて、そのまま襖ふすまを開けようとした。そうしたら────あいつが着き替がえていたんだ」

　朱咒の目の光が更に強くなった気がした。

「ほう、それで？」

　声にも鋭するどさが増している。青丞は一呼吸置いてから、重い口を開いた。

「────なかったんだ」

　それが何を表しているのかわからなかったのだろう。朱咒が眉根を寄せた。

「なかった？　何が？」

「傷だ。背中に大きな傷があると白桜はよく言っていただろう。それなのに、あいつの背中にはそれがなかった」

　朱咒が一瞬、妙な顔をした。眉根を寄せたまま、首を傾かしげたのだ。

「……つまり、白桜の背中を見た訳だ。それ以外は？」

「それ以外？　どういう事だ？　背中に傷がなかったから、あいつが『噓』をついていたと気付いて、俺はすぐに部屋を離はなれたが」

　まじめに話をしているのに、朱咒はなぜか呆ぼう然ぜんとした表情で口角を緩めた。

「──ああ、そういう事か。なるほどなるほど。背中しか見ていない訳だ。ははぁ、うんうん。わかった」

　何やら一人で勝手に納なつ得とくしているようだ。そんな彼の様子が気になった。

「何なんだ、その態度は。あいつは俺達に噓をついていたんだぞ。背中に大きな傷があるから、俺達と風ふ呂ろにも入れないし、それを見られるのも辛つらいと言っていた。だから今までそれを誰だれにも見られなくてすむように庇かばってきたのに」

　白桜が噓をついていたと知って感じた怒りは、かなり激しかった。

　思い出してもはらわたが煮にえくり返るほどだ。

「あいつはまじめで正直な所が取り柄えだと思っていた。そんな所が気に入ってもいた。目的に向かってまっすぐ進んでいく姿は、感心するほどだ。だからあいつを友だと認めていたのに、あいつは俺に噓うそをついていた……！」

　どんな事情で噓をついたのかはわからない。

　だが、その事情を打ち明けてくれなかった事に腹が立つ。

「白桜の顔を見ると、噓をつかれた事の腹立たしさを思い出していらいらする。だからあいつとはあまり話をしたくない。それだけだ。もとはといえばあいつが俺に噓をついたのが悪い」

　白桜が様子を窺うかがうように話しかけてくるのは知っていた。

　まるで捨てられた子犬のような顔で、見上げてくる。その顔を見ると、冷たくしているのに罪悪感があったが、それでも許せないという気持ちが強かった。

「うーん。君の気持ちもわかるけど……でも面おも白しろいね」

　苦笑した朱咒にむっとした。

「何が面白いんだ？」

「だって、最初の頃ころは白桜なんて興味ないって感じで冷たく接していたくせに、今は彼がちょっとした噓をついたぐらいでそんなに腹を立てるなんてさ。それってそれだけ彼の事を信しん頼らいしていた証あかしだよね。信頼しすぎていたからこそ、噓をついた事が許せないんだ」

　指摘されて、何も言い返せなかった。その通りかもしれないと自分でも思うからだ。

「ちょっとした噓なんかじゃない。大きな噓だ」

「そうかなぁ。傷があるとかないとか、それってどれだけ君にとって大きな噓になるんだい？　君に隠かくれて主上に反乱を企くわだててたとか、実は白虎家の跡あと取とりじゃなかったとか。そういう感じの噓なら大おお騒さわぎしたらいいと思うけど、背中に傷がなかったってだけだろう？」

　肩かたを竦すくめた朱咒が、こちらに一歩足を踏ふみ出した。

「単純に裸はだかを見られたくなかっただけかもしれない。そんなに怒おこる事でもないと思うけど。君はただ、彼が自分に噓をついて何か隠し事をしているのが嫌いやなだけだよ。それって、白桜を大事に思っている証しよう拠こだよね。大好きな人に噓をつかれたから腹が立つんだ。子供だね」

　くすくすと笑われて、思わず拳こぶしを握にぎった。

　悔くやしいのは、朱咒の言う事は正しいかもしれないと思うからだ。

　白桜を特別な存在として認めている。だからこそ、小さな噓でも許せない。

　結局、そういう事なのかもしれない。これが白桜以外の誰かなら、多少噓をつかれたぐらい大した事ではないと、ここまで腹を立てたりしないのだから。

　だが、それでも気になる事がある。

「──なぜ白桜はそんな噓をついたんだ。どうして裸を見られたくなかったんだ？」

　それは大きな謎なぞだった。男同士なのに、何がそんなに嫌なのだろう。

「さあね。白桜は病弱で華きや奢しやだから、がりがりの裸を見られるのが情けなくて恥はずかしいとか、そんな単純な理由かもしれないよ。どちらにしろ、彼にも彼なりの事情があるんだろう。……これだけは言っておく。白桜は悪い奴やつじゃない。君が思っている通り、まっすぐで正直者だ」

　朱咒にぽんっと肩を叩たたかれた。

「噓をついたのなら、それなりに理由があるだろうし、君に対して罪悪感だって持っているだろう。だからそう怒らないで、じっくり話をしてあげたらどうかな。こんな事で簡単に崩くずれるほど、君達の友情は脆もろくはないだろう？」

　その一言に、心がうずいた。

　確かに最近の白桜に対する態度は、さすがにひどかったと自覚はある。

　兵士達とうまくいかずに悩なやんでいた白桜に、助言だけはしたがそれ以上は何もしなかった。

　しかし気持ちとは裏腹に、白珠隊の合宿所にこっそり行って白桜の様子を見ていたりした。

　そんな自分の行動が理解できなかった。いや本当は理解していたが、認めたくはなかった。

　白桜が大切な親友で、心配なのだという事を。

　そろそろ白桜と面と向かって話をした方がいいとは自分でも思っていた。

　事情はどうあれ、彼はやはり大切な親友には変わりないのだ。

「……そのうちな」

　だが朱咒の言う通りにするのも何だか癪しやくで、そう言い残してその場を後にした。
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「隊長！　突とつ撃げきしにまいりました！」

　そろそろ寝ねようと思っていた白桜は、目を剝むいて慌てて自室の入り口に駆かけ寄った。

　声は雷人だ。しかも足音は彼一人ではないと告げていた。

　必死で戸が開かないよう力を込める。

「突撃は遠えん慮りよするよ、雷人。明日も早いんだから、自分の部屋で寝てくれ！」

「ええーっ。一いつ緒しよに寝ましょうよ。枕まくら投げとか酒を酌くみ交かわしたりとかしましょうよ。今日は五人いますから、そこそこいい枕投げの勝負ができますよ！」

　どんなに気合いを入れて戸を閉じても、さすがに男に力では敵かなわない。

　すぐに戸ががらっと開いて、男達がなだれ込んでくる。

「いやぁ、隊長の部屋って綺き麗れいですね。俺達の部屋よりは広いし、みんなで集まって酒盛りするのにちょうどいいや」

「そんな理由で部屋に突撃してくるなって、昨日も一昨日おとといもその前も言っただろーっ」

　最近毎晩この調子だ。酒やつまみを持って、若い兵士達が遊びに来る。

　親しくなれたのはいいが、どうも思っていたのとは違ちがう方向に進んでいる気がしていた。

「そんな冷たい事言わないでくださいよ。隊長だって、枕投げ楽しかったって言ってたでしょ」

　確かに最初の一回は楽しかった。

　だがこんなに毎晩押しかけられて枕投げを挑いどまれるのは、秘密を抱かかえる身としてはまずい。

　うっかり女だなんてばれたら、せっかく得られたみんなの信頼も失ってしまうだろう。

「駄だ目めだってば。みんな部屋に戻もどって！」

「嫌ですよ。だって、隊長の寝ね顔がお可愛かわいいし」

　にっこり笑う雷人の言葉に、身体からだが硬こう直ちよくした。

「寝顔なんていつ見たんだ!?」

「この間、訓練の休きゆう憩けい中にうたた寝してたでしょ。あの時、実はみんなで周りを囲んで寝顔を見てたんです。『女の子』みたいに可愛いって評判でしたよ！」

　悪気も他意もないと信じている。雷人は思った事をそのまま口にしているだけだ。彼の性格からいっても、それは間違いない。だが秘密を持つ白桜としては無視できなかった。

「黙だまって寝顔なんて見ないでくれ。起こせばいいだろ！」

「隊長が怒った！　頼宗、枕の準備はいいかーっ」

　男達が一いつ斉せいに枕を持つ。このまま彼らの思い通り枕投げ大会が始まるのが、いつもの事だ。

　つきあうしかないかと覚かく悟ごを決めた時だ。

「白桜様」

　緊きん迫ぱくした声が廊ろう下かの方から響ひびいた。

　慌あわててそちらを見ると、開いた戸から正装した官かん吏りらしき男が跪ひざまずいているのが目に入った。

「主上より、緊きん急きゆうのお達しでございます。先日、主上よりお話のあった『鬼おに』がまた予告状を送ってまいりました」

　突とつ然ぜんの事に目を見開く。雷人達もさすがに大人しくなって、部屋の隅すみに座った。

「本当ですか？　都の美び姫きを狙ねらうというあの鬼ですよね？　いったい今度はいつ、どんな美姫を狙うと予告状を出したのですか？」

　以前龍宝帝から、鬼を捕つかまえてさらわれた姫ひめ達を救い出せと命令を受けていた。

　それができたら、隊長とその隊の兵士の願いを叶かなえてやるとも言われていた。

「──予告状によると、鬼が現れるのは明日の夜。そして鬼が狙っている姫は」

「姫は？」

　聞き返すと、男が思い切ったような顔つきで、口を開いた。

「白虎家の『里桜姫』。つまり、あなた様の姉上でございます！」

　一いつ瞬しゆん、開いた口が塞ふさがらなくなった。

（それは姉じゃなくて、わたしの事だーっ。狙われているのは、わたしなのか!?）

　混乱するあまり、頭を抱えた。

　里桜は白桜の女としての本名だ。世間に知られている里桜姫とは、白桜の事だった。

「おい、里桜姫って、この国一番の美姫だって噂のあの姫だろ。求きゆう婚こん者達が多すぎて、なんとあの帝みかども参加しての里桜姫争奪戦が行われたっていう」

　こそこそと、背後で雷人達が話す声が聞こえてくる。

「そうそう、だけど結局全員振ふったらしいぜ。すっげぇ美人なんだろうな。隊長いいなぁ。そんな美人のお姉ちゃんがいて」

（違う。誤解だって！　里桜姫争奪戦は仕組まれていたもので、里桜姫が絶世の美姫だなんて噂が流れたのは、主上達のある思おも惑わくがあったからで……って言いたい！　すっごく言いたい！　でも、主上と黙っているって約束したから言えない！）

　心の叫さけびをぐっと吞のみ込んだ。世間の噂はそう簡単には消せないと知っている。

　今一番考えなければならない事は、鬼退治だ。

「──わかりました。雷人、すぐにみんなに招集をかけてくれ。今から作戦会議を行う」

「でも鬼退治なんて、本当にうまくいくんですか。大内裏にいる知り合いから聞いたけど、鬼は妖よう術じゆつを使うんでしょう？　俺、どんなに強い敵だって平気だけど、そういうのは苦手で」

　珍めずらしく不安げな顔をした雷人に、白桜は微笑ほほえんだ。

「妖術については考えがある。それにいい案を思いついたんだ。うまくいくかはわからないけどやってみる価値はあると思う。鬼を捕まえて、我ら白珠隊の実力を主上にごらん頂こう！」

　雷人がようやく納なつ得とくしたのか頷うなずいて、すぐさま他ほかの兵士達を呼びに走っていった。
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　黒耀隊の隊長である鵬玄は、朱流隊を率いる朱咒とともに白虎家の屋や敷しきの周りを警護していた。広大な屋敷では、外も中もものものしい警備がなされている。

　それもそのはず、満月の今夜、都の美姫を次々とさらう鬼が白虎家の里桜姫を誘ゆう拐かいしに来ると予告状を出したのだ。

「よりにもよって、里桜姫を狙うとはな」

　鵬玄は忌いま々いましい気持ちを吐はき出した。里桜姫とはすなわち、白桜の事だ。

　愛いとしい人を狙われているとあっては、さすがに落ち着かなかった。

　隣となりにいた朱咒が肩かたを竦すくめる。

「彼女は、里桜姫争奪戦の時に絶世の美姫なんて噂が流れたからね。鬼に狙われるのも無理はない。でも白桜が考えた案はなかなか面おも白しろいね。うまくいくようしっかり協力しなくちゃ」

「俺は今回の作戦には反対だ。白桜も……里桜姫も危険な目にあうかもしれないだろう。俺が正面切って、鬼と対決した方が……」

　それはずっと思っていた事だが、それでは手て柄がらを独り占じめする事になる。

　今回はどうしても、白桜に花をもたせたい気持ちがあった。

　拳こぶしを握にぎり締しめて考え込んでいると、朱咒が顔をのぞき込んでくる。

「鵬玄、君が鬼退治をあえて白桜に任せたのは、彼の望みを主上に叶えてもらいたいからだよね。白桜が大学寮りようの仕事に就つけるように、陰かげながら協力したいんだ。──最近少しばかり過保護すぎるんじゃないのかい？　それではまるで恋こいした女性に尽つくす男のようだよ」

　にやにやと笑われて、むっとした。朱咒は時折、白桜の秘密を知っているような言動をする時がある。しかし、かまをかけているだけかもしれないので、やたらな発言はできなかった。

「大親友の望みだ。叶えてやりたいと思ってどこが悪い。それより、どうして青輝隊はこない。青丞はどうした」

「ああ、白桜の作戦を私が説明したんだ。そうしたら、今回は私達が行くなら十分だと言っていたよ。彼もいろいろ悩みがあるみたいだ。戸と惑まどったり考え込んだりと忙いそがしいようだしね」

「悩み？　いったいなんだ？」

「さあね、若い時にはいろいろと悩みはつきないものさ。彼の事はしばらく放ほうっておこう。賢かしこいんだから、そのうち自分で答えを出すさ」

　意味不明だが、どうやら朱咒は何かを知っているようだ。

　だがこれ以上探さぐっても、何も話さないだろう。朱咒とはそういう男だ。

「鬼だっ、鬼が出たぞ！」

　そこへ緊迫した兵士の声が聞こえてきた。表情を引き締めると、朱咒が口角を上げる。

「さあ、楽しい捕とり物劇の始まりだ。私達の仕事は、怪あやしまれず、うまく鬼を屋敷に誘ゆう導どうする事。その後の仕上げは任せたよ。────白桜」

　屋敷に向かって呼びかけた朱咒に頷いて、鵬玄は暗くら闇やみの中に浮うかび上がった金色の髪かみをした鬼を睨にらみつけた。
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「鬼だっ、鬼が出たぞ！」

　長い黒くろ髪かみと、朱しゆ色いろの裳も唐から衣ぎぬに身を包んだ『里桜姫』は、厳重な警備の中にある自室で、一人座っていた。外から聞こえた緊迫した声に、身体を震ふるわせる。

　怖こわいという思いはあったが、里桜はその場から動かなかった。

　周りで聞こえていた大勢の男達の声がしなくなったのは、すぐの事だ。

　戸惑っていると、背後の襖ふすまが開く気配がした。

「──そなたが陽真乙国一の美姫、里桜姫か。迎むかえにまいった。さあ、ともに行くぞ。そなたは必ず、私を愛するようになる」

　自信に満ちた声は、うっとりするほどの低音の美声だ。

　そっと目をやると、襖の辺りに『鬼』が立っていた。

　鬼は金というよりは、白金に近い髪をしていた。その髪は長く、緩ゆるい曲線を描えがいている。

　顔には、二本の角を持つ鬼の面。細身だが背は高く、白い狩かり衣ぎぬを身にまとっていた。

　彼の背後に垣かい間ま見える庭には、白い煙けむりが漂ただよい、男達が倒たおれているのが窺うかがえる。

「──鬼は妖術を使って、護衛達を眠ねむらせると聞いていました。これがそうですか？」

　部屋に入ってきた鬼には背を向けたまま、袖そでを口元に当てわずかに声を震わせる。

「ああ、外にも護衛がいたが、大した事はなかった。里桜姫、怯おびえずともよい。お前はこれから私のもとで、女として花開く。私が最高に美しい花にしてやろう」

　肩に手を置かれた。伽きや羅らのいい香かおりがふわっと辺りに漂う。

　そのまま逞たくましい腕うでが抱だきしめてきた。




　いまだ！　里桜はそう思った。




　身体からだに回された腕を、音が響くほど思いっきり振り払はらう。

「うっ──！」

「鬼が手を振り上げると煙が出てみんな意識を失うと聞いたが、それが妖術だなんて噓うそ臭くさいな。みんなお前のその金の髪や鬼の面という非現実的なものを見て、その煙も妖術だと信じたようだが、わたしは騙だまされないぞ。それは眠り薬を焚たいているだけだろう！」

　すぐさま立ち上がって、鬼おにを睨みつけた。

「あたかも妖術のように眠り薬を使って護衛を眠らせて、姫ひめを連れて行く。お前は鬼なんかじゃない。ただの人間だ！　そんな悪人は、我ら白珠隊が退治してくれる！」

　鬼を見み据すえながら黒髪のかつらを取り去り、里桜姫──白桜は啖たん呵かを切った。

「ほう……。お前は誰だれだ？」

　白桜が正体を見せても、鬼は慌あわてた様子はなかった。

「わたしは白珠隊の隊長、白桜だ！　龍宝帝の命により、お前を捕らえる。みんな集まれ！」

　声をかけると、襖を蹴け破やぶるようにして、武装した瑠比人たちが入ってきた。

　総勢二十名あまりに囲まれて、それでも鬼は余よ裕ゆうの態度を崩くずさない。

「こいつらは薬をかがなかったようだな」

　白桜は隠かくし持っていた太刀たちを手にして、鬼に向けた。銀色の刃やいばがきらりと光る。

「ああ。今までのお前の侵しん入にゆうの様子を詳くわしく調べた。妖術と言いつつ、薬を使って眠らせるのが常じよう套とう手段のようだったから、少し離はなれた場所で待機させていた。外にいた護衛達には、最初からお前を屋敷に侵入させてくれと頼たのんであった」

　強い視線を鬼へと向け、腹の底から声を出す。

「──さあ、観念しろ。さらった姫達を返してもらうぞ！」

　悪人と対たい峙じする時は、なめられたら終わりだと瑠比人に教わっていた。

　こちらが立場が上だと思わせないと、敵は無む駄だな抵てい抗こうをする。

　互たがいによけいな怪け我がを増やさない為ためにも、居い丈たけ高だかに接した方がいいのだと。

　だが鬼は、瑠比人が言っていた悪人達とは様子が違ちがうようだった。

　強がるでも抵抗するでもなく、鬼の面の下で苦く笑しようする気配がした。

「なるほど。抵抗しても多勢に無勢のようだし。ここは大人しく、捕つかまるとしよう」

　確かにこの人数に囲まれては、抵抗するだけ無駄だろう。

　だがそれにしてはあまりにもあっさりした様子だった。思わず鬼を訝いぶかしげな目で見つめる。

（なんなんだ、この余裕は？）

「気をつけて。何か企たくらんでいるのかも」

　兵士達に指示を出すと、瑠比人が一歩前に出た。

「……普ふ通つうは捕まる時は、暴れたり叫さけんだりと忙しいものだが、お前は違うようだな」

「無駄な事はしない主義だ。お前達は身体つきからして、外にいた護衛達とはひと味違う。それなりに手て練だれ揃ぞろいだろう。怪我をするのはごめんだ。──それとも、とことんまでやりあうか？　それはそれで楽しめそうだから、私はいいが」

　瑠比人が眉まゆ根ねを寄せた。だが、すぐに口角だけをくっと上げる。

「いいや。抵抗はしないでもらいたいな。互いに怪我人は出したくない。──捕らえろ」

　瑠比人の合図で、兵士達が鬼を囲む。

　何か企んでいるのかと思ったが、鬼はそのまま捕まり、縄なわがかけられた。

「外にある倉に連れて行って閉じ込めてください。もうすぐ大だい内だい裏りから役人がきますから、引き渡わたします」

　指示を出すと、雷人が前に進み出た。

「わかりました！　それにしても────可愛かわいいですね、隊長」

　鬼を連れて行きつつ、ようやく緊きん張ちようから解放されたのか、雷人がいつもの人なつっこい笑えみを浮かべた。思わず顔を引きつらせると、健成も頷うなずく。

「おう、そうだな。黒髪のかつら被かぶったら完全に女だ。男ばかりの合宿所にいるから、いい目の保養になったぜ。その恰かつ好こうで訓練に出てくれたら、俺達ももっとやる気が出るのになぁ」

　がははと笑われて、白桜は大おお股またに足を開いて、手を腰こしに当てた。

「今回は姉の代わりをしただけで、わたしはこれでも立派な男です！　変な事を言っていると、走り込みの訓練を増やしますよ。さあ、さっさと仕事をしてください」

「おお、怖い怖い」

　ふざけた様子だが、みんな仕事に手て抜ぬかりはなかった。

　鬼を連行していく姿を見つめてほっと息をつく。

　何の抵抗もなく捕まった鬼には拍ひよう子し抜ぬけだが、噂うわさほど大した力はないのかもしれない。

　とにかく兵士達に怪我がなかったのが何よりだと、白桜は胸をなで下ろした。
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　男の姿に戻もどった白桜は、瑠比人と一いつ緒しよに鬼を閉じ込めている倉へと急いだ。

　倉の前には、雷人と頼宗が見張りとして立っている。

「ああーっ。隊長が女装をやめちゃった。可愛かったのに。また裳唐衣着てくださいよ」

「絶対に嫌いやだ！　それよりちゃんと見張っててくれよ。雷人、頼宗」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。だって、あの鬼ぜんぜん手て応ごたえなかったじゃないですか」

「そうだけど、万が一という事もあるから」

　念押しすると、はーいと軽い返事がした。ため息をつきつつ、瑠比人と一緒に倉に入る。

　罪人と向き合うなんて初めてで、緊張が増した。

　鬼は縛しばられた状態で倉の隅すみにあぐらをかいていた。面はつけたままだ。

　顔を見たいと兵士達が騒さわいだが、龍宝帝の命令で面の下の顔を見るのは、大内裏に連れて来るまで待てと言われていた。

　どうやら龍宝帝は、自分の手で鬼の面をはぎとり、その正体を暴あばきたいようだ。

「鬼、と呼ぶのもなんだし、名前を教えてください」

　話しかけると、鬼の面がこちらを向く。表情はわからないが、なぜか笑っている気がした。

「教えてもいいが、何か交こう換かん条件がなければ嫌だ。──たとえばそう。さきほどの姫の恰好で酒の相手でもしてもらうとかな」

「ふざけるな。名を名乗れ」

　冷たい声を発したのは、瑠比人だった。鬼が肩かたを竦すくめる。

「おや、怖こわい番犬がいるようだ。頼たよりない隊長の補ほ佐さ役といった所か」

　からかうような言い方に、引っかかりを覚えた。

（とても捕まったとは思えない態度だな。本当に何か企んでいるのではないだろうか。……いや、でも考えすぎかもしれない。捕まって観念して、開き直っているだけかも）

　白桜は深呼吸した。尋じん問もんするのはこちらだ。

　相手の調子に乗せられたら、欲しいものも得られない。

「名乗るつもりがないなら、もういいです。ではさらった姫達はどこですか？」

「さらうなんて人聞きの悪い。彼女達は今は私の虜とりこだ。みんな帰るのは嫌だというだろう」

「馬ば鹿かな事を。彼女達の親が心配しています。さっさと居所を言ってください」

　苛いら立だちが声に表れたが、鬼は慌てるそぶりさえない。

「彼女達は、美しき水のせせらぎを聞きながら、私の帰りを待ちわびている。ちゃんと全員可愛がっているから心配しなくていい。周りには緑も多く、彼女達を和なごませる音楽に満ちあふれているからな」

（美しき水のせせらぎ？　緑が多くて音楽に満ちあふれている？　それって……）

　何気ない鬼のたわごとかもしれない。もしかしたらまったくの噓うそなのかも。

　それでも、聞き捨てならない言葉だった。

「いったいどこに彼女達はいるんですか？」

「さあ？　それを考えて捜さがすのが君達の仕事だろう。頑がん張ばりたまえ」

　それきり、鬼は口を閉とざした。何度か質問したが、無言を貫つらぬき通した。

　これ以上は、何を聞いても無駄のようだと、白桜は瑠比人と一緒に倉を出る。

「時間を置いてから、また尋問します。雷人、引き続き見張りを頼む」

　頷いたのを見届けて、瑠比人と一緒に母おも屋やへと戻った。

「瑠比人副隊長。あの鬼の態度どう思います？」

「おかしな奴やつですね。ですが、彼を捕まえるまでが私達の仕事です。あとは大内裏の役人に任せてよいのでは？」

　それはそうかもしれないと思った。彼が何者で、何を考えているのかを探さぐるのはまた別の役人の仕事だ。白桜達が命じられたのは、鬼を捕まえる事と、さらわれた姫達の救出だ。

「そうですね。……さっき鬼が水のせせらぎと緑が多い場所。それに音楽が満ちあふれてる所に姫達がいるみたいな事を言ってたでしょう。あれを聞いて、もしかしたらって思う場所があるんですけど……」

　考え込んでいると、瑠比人がやや目を見開いた。

「あれだけの言葉で、居所がわかったというのですか？」

「確信はないです。彼が言っている事がまったくのでたらめだという可能性もあるし。もう少し手がかりがあるといいんですが」

　瑠比人が顎あごに手を当てて、小さく頷いた。

「では、もう少し鬼おにに揺ゆさぶりをかけてみましょう。今度は私に尋問をさせてもらえませんか。少々手て荒あらですが、どんなに強ごう情じような敵でも口を割らせてみせますので」

　自信に満ちた声と不敵な笑みに、目を丸くした。

「荒っぽい事をするんですか？」

「嫌なら見なくてけっこうです。慣れていますから、うっかり殺したりはしません。心配しないでください」

　その一言に、彼の人生の重みが詰つまっている気がした。

　そうやって人には言えない仕事を、彼はたくさん引き受けてきたのかもしれない。

「……いや、一緒に行きます。兵ひよう部ぶ省しように入ったからには、荒っぽい事にも慣れていかないと」

「顔色が悪いですよ」

　苦笑されたが、すぐに背筋を伸のばして視線を鋭するどくした。

「平気です。ではもう一度倉に行きましょう。ぐずぐずしていたら、大内裏から役人が来る。その前にもっと手がかりを聞き出さないと」

　先頭を切って歩き出すと、瑠比人が小さくため息をついた。

「まじめですね。まあ、そんな所が信しん頼らいできるんですけど」

　瑠比人の言葉はこんな状じよう況きようだというのに、嬉うれしく感じた。

　白桜は少しだけ微笑ほほえんで、そしてすぐに気を引き締しめ直した。







「雷人！　頼宗！」

　倉の前まで来た白桜が目にしたのは、雷人と頼宗が倒たおれている姿だった。

　慌あわてて駆かけ寄り、白桜は雷人を、瑠比人は頼宗を抱だき起こす。

　見た所外傷はないようだが、完全に気を失っていた。

「いったい、どうして……あっ！」

　倉を見ると、扉とびらが開いている。雷人をそっと地面に横たえて、すぐさま倉に入った。

　中を見回して、呆ぼう然ぜんとした。さきほどまで、そこにいたはずの鬼の姿が忽こつ然ぜんと消えている。

「まさか逃にげられたのか？　どうやって？」

　鬼がいた所には彼を縛っていたはずの縄が落ちていた。拾うと、刃は物もので切られた跡あとがある。

「武器になるものを持っていないか、調べたはずなのに……」

「隊長！　大変です」

　外から瑠比人の緊きん迫ぱくした声が聞こえた。いつも冷静な彼が声を荒らげたのに驚おどろきだ。

　慌てて外に出た白桜は、その場で絶句した。

「……なんだ、この光は！」

　夜中だというのに、神こう々ごうしいまでの光が、庭の奥にある小さな社から溢あふれていた。

「あの社はなんですか？」

　瑠比人に聞かれて、ごくりと喉のどを鳴らした。

「あそこは、白虎の像を祀まつってある場所です。何であそこから光が？」

　この光には覚えがある。まさかと思っていると、母屋から足音を立てて上総が駆けてきた。

「白桜！　この光はいったいなんだ。お前が出てくるなと言うから静かにしていたが……」

「おじいさま、わたしにも何が何だかさっぱり……。とにかく社に入ってみましょう。何が起きているのか確かめなければ！」

　頷うなずきあい、一緒に社へと足を向けた。だが上総が急に立ち止まる。

「そなたは瑠比人副隊長だな。すまぬが、社へ入るのは遠えん慮りよしてくれ。ここは我ら一族が崇あがめるべき白虎の像を祀ってある神聖な場所だ。一族の者以外は入れぬ決まりじゃからな」

　白虎の像は、一族にとっての宝だ。もし像に何かあったら、一族全員が罪に問われる。

　一緒についてこようとした瑠比人だったが、立ち止まって小さく頷いた。

「……わかりました。では、外を見張っています」

　社の障子や襖ふすまの間から漏もれ出る強い光に驚いたのか、白珠隊の兵士達も集まってきていた。

　彼らに指示を出して、瑠比人が社の周りを固めてくれる。

　白桜はそれを確かく認にんして、上総と一緒に社に足を踏ふみ入れた。

　戸を開けて奥まで進むと、綺き麗れいに磨みがかれた床とこの間に出る。

　そこで白桜は、絶対にあり得ないはずの光景を目にして、愕がく然ぜんとした。

「お前は……！」

　金の髪かみをした鬼が、床の間の奥に置かれている白虎の像に触ふれていた。

　白虎の像はまるで彼に反応するかのように、光を放っている。

　だがそんな事は、絶対に起こらないはずだった。

「馬鹿な！　白虎の像が反応するのは、一族の血を引く者だけのはず。どうして……！」

　初めてここに来た時、白桜も白虎の像に触れて、これと同じ光が辺りを照らした。

　そしてそれまで黒かった髪と瞳ひとみの色が、白虎家の跡あと取とりの証あかしである白銀の髪と紅の瞳に変わった。それは白虎の一族の血を引く者だけに起こる変化だった。

　白虎の像は一族以外の者が触れても、反応はしない。

　それなのにこの鬼が触さわって反応を起こしているということは、それはすなわち────。

「お前は、まさか……！」

　叫さけんだのは、上総だった。目をやると、唇くちびるを震ふるわせて表情を硬かたくしている。

「久しぶりだな、伯お父じ上うえ」

　鬼の面の奥から聞こえたのは、含ふくみ笑いを宿した声だった。

「伯父上？　伯父上って、どういう意味ですか？」

　鬼と上総を交こう互ごに見つめる。答えたのは、こちらに向き直った鬼だった。

「正確には、大おお伯父おじになるのかな。私の祖父の兄だから」

　鬼が初めて面に手をかけた。頭に回したひもをゆっくりと解き、面を取る。

　現れた顔を見て、白桜は思わず息を吞のんだ。

　男に対する形容詞ではないかもしれないが〝美しい〟と唸うなるほどの美び貌ぼうだった。

　陶とう器きのような白い肌はだに、描えがいたような薄うすい口元。

　その顔立ちは、神が丹たん精せいを込めて作り上げた傑けつ作さくのようだ。

　だがなよなよしさはなく、冷たい吹雪ふぶきを思わせる美貌だった。

　しかし驚いたのはそれだけではない。

「目が……紅色？　わたしやおじいさまと同じ……？」

　それは白虎の一族の当主と跡取りだけが持つ瞳の色のはずだ。そしてようやく気付く。

　彼の髪の色は、かなり白っぽい金色だ。それは自分が持つ白銀の髪と似通っていた。

「凌りよう箔はく！　どうしてお前がここにいる。お前は都にはいないはず！」

「ああ、伯父上。あなたに死んだ事にされて、富士山の麓ふもとに幽ゆう閉へいされていたからな」

　凌箔と呼ばれた鬼がほくそ笑えむ。どうやら上総と凌箔は知り合いらしい。

　しかも、彼の容姿と今の二人の会話を合わせると……。

「おじいさま、彼はまさか白虎家の一族の者なのですか？」

　凌箔が腕うで組ぐみした。背筋を伸ばした姿は堂々としていて、自信に満ちている。

「この状況を見れば当然だろう。白虎の像を反応させる事ができるのは、一族の血を引く者のみ。私は数年前にも一度この像に触れて、姿を変化させた。どうしてそうしたかわかるか？」

　その答えは想像がついた。

　彼の言う事が正しくて、そして彼が見た目通りの二十代前半という年ねん齢れいなら答えは一つだ。

「まさか……」

「そう、そのまさかだ。私は白虎家の正統な跡取り。名は凌箔。跡取りになるべく数年前に像に触れ、姿を変化させた。この白金の髪と紅の瞳は私が白虎家の跡取りである証！」

　予想していたとはいえ、驚きよう愕がくして何も言えなかった。上総がすぐに白桜の前に進み出る。

「いいや、お前はもう跡取りではない。今はお前はもう死んだ事になって、一族から名前は消えている。今の跡取りはこの白桜だ！」

　上総が言い切ったにも拘かかわらず、凌箔が不敵に笑う。そして視線を鋭くした。

「おかしいな。私の他ほかに同年代の跡取り候補はいなかったはず。……ああ、そうそう。確か五つか六つほど年下だが、伯父上の娘むすめの桜子姫ひめに子供が二人ほどいたな。だが──二人とも、女の子だったはず」

　にんまり笑う赤い口元に、震えを覚えた。

　白桜と上総が言葉に詰まっている姿を見て、凌箔がほくそ笑む。

「桜子姫は幼い頃ころから私を可愛かわいがってくれていた。駆け落ちした後も、文ふみのやりとりをしていた。子供が生まれた時も喜びの文が届いた」

　彼が親しん戚せきだというなら、あながち噓うそだとも思えない話だった。

「文には可愛い女の子が生まれた、長女を都み桜お、次女を里桜と名付けたと書いてあった。その文のどこにも、男の子を産んだという話は出てこなかった。──そこにいる白桜は桜子姫の子供だという話だが、それはおかしい。なぜなら桜子姫の子供は二人とも女の子だからだ」

　心臓が止まりそうな思いがした。彼は一族の者だというが、明らかに敵意を持っている。

　きっと秘密を知られてはならない相手だが、おそらく彼は白桜の正体に気付いている。

「桜子には、男の子供もおったのだ。お前が知らないだけで……」

　上総が睨にらみつけたが、凌箔は鼻で笑った。

「そう言うと思った。だからわざわざこの屋や敷しきに予告状を出したのだ。さきほど里桜姫に化けた白桜を抱きしめたが、ずいぶん柔やわらかい身体からだだった。男の固い身体では決してなかったぞ」

　背筋がぞっとした。彼のいう通りなら、鬼おにが屋敷に忍しのび込んだ本当の目的は────。
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「わたしに、近づく為ために忍び込んだというのか？」

　唇を震わせると、凌箔がゆっくりと頷いた。

「ああ、直接この目で、いるはずのない白虎家の跡取りを調べたくてな。案の定、のど仏もなく、十六歳にしては声も高い。──断言しよう。お前は女だ。里桜姫と白桜は、同一人物だ」

　指を差されて、身体がびくっと震えた。

「ち、違ちがう！　わたしは……」

「言い訳はけっこうだ。わざと捕つかまって、お前をじっくり観察した。私の目に狂くるいはない。──よくもまあ、男のふりをするなんて無む謀ぼうな真似まねをしたものだ」

　ずっと彼に対して違い和わ感かんを覚えていた。今まで何度となく護衛や近この衛え隊に囲まれても捕まらなかったのに、今回はあっさり捕とらえられた。

　そして捕まっているというのに余よ裕ゆうの態度を崩くずさないのが、気になっていたのだ。

　開き直っていただけかと思っていたが、それは違っていた。

　彼は、最初から白桜に近づき、話をして様子を窺うかがっていたのだ。

　凌箔がゆっくりと自分の胸に手を当てる。

「白虎家の跡取りは私だ。私は一族の血を引く二十二歳。まごうことなき男子だ。もともとこの数年のうちで跡取り候補を出す場合は、私が白虎家を継つぐ者として名乗りを上げる事になっていた」

　跡取りになるには、細かい決まりがある。

　その決まりに合う男子が一族にいないから、白桜は男のふりをして跡取りになったのだ。

　しかし、凌箔の言う事が本当なら、彼は跡取りとしての資格を完かん璧ぺきに満たしていた。

「おじいさま。どういう事ですか。彼の言う事は本当なのですか？」

　男のふりをするという危険な真似をしたのも、一族全員の未来がかかっていると思ったからだ。だが凌箔という条件に合う男子がいるなら、命がけで男のふりをする必要はなかったのではないか。

　そんな思いを感じ取ったのか、上総が大きく首を振ふる。

「違うのじゃ。確かに以前は凌箔が跡取り候補だった。だが、凌箔は許されざる罪をおかしたのだ。それで死んだ事にして、幽閉して……」

「罪？　何が罪なのだ？　あんな薄はく情じような帝みかどが治める国など、消えてなくなってしまえと思った事が罪なのか？」

　とんでもない言葉が凌箔の口から出てきて、慌あわてて顔を向けた。

　彼はいつの間にか、社の入り口に移動している。

「この国は、一度壊こわれるべきだ。以前はその思いに急せかされすぎて少々失敗した。もっと時間をかけてうまくやればよかったのに。まずは白虎家の跡取りとなり、当主となって、帝の座を手に入れる。あの龍宝帝を蹴け落おとしてから、じっくりこの国を壊していけばよかったのだ」

　凌箔が何を言っているのか、よくわからなかった。ただ一つだけわかった事は、彼は同じ白虎家の血を引く一族ではあるが、決して相あい容いれない存在だという事だ。

「そんな馬ば鹿かな事はさせない！　白虎家の跡あと取とりは、このわたしだ！」

　叫ぶと、凌箔が馬鹿にしたような表情になった。

「女のくせに？　お前は世間を騙だまして、罪をおかしているのだぞ」

　思わず言葉に詰つまる。凌箔が懐ふところに手を入れた。

「安心しろ。お前が女だというのは、しばらく黙だまっておいてやる。もしばれたら、我が一族は責任を取って罪を問われる。それに私も含まれてしまうのは本意ではないからな。私はあくまで、正々堂々と白虎家の跡取りになりたいのだ」

　自信に満ちた言葉と態度だった。事情はわからないが、彼をこのままにはしておけないと思った。一歩前に出て、凌箔を睨みつける。

「そんなことはさせない。あなたに白虎家の跡取りの座は渡わたさない！」

「何度も言うが、女にそんな事を言う資格はない。それに私の邪じや魔まをするなら、お前が女だと世間に知らしめてもいいのだぞ。白虎家の跡取りの座は魅み力りよくだが、ないならないでどうにでもなる。敬愛する桜子姫の娘だから、情けをかけてやっているだけだからな」

　ほくそ笑まれて怒いかりは頂点に達した。それでも何とか冷静さを保つ為に大きく深呼吸する。

「──わたしは確かに女だ。だが、お前よりはるかに、白虎家の跡取りに相応ふさわしい」

　唇くちびるを嚙かみしめて、両足で踏ふん張った。

　そうしなければ、凌箔の鋭するどい眼光に気け圧おされてしまいそうだ。

「大した自信だ。だがお前に私は止められない。私は『想月』のように優やさしくはないぞ」

「──！　想月を知っているのか？」

「忌いみ神一族とは、少しばかり縁えんがあったからな。だが私はあいつのように情に流されて失敗したりはしない」

　凌箔が懐から手を出した。手には小さな丸い玉が握にぎられている。

「私はこの辺りで失礼しよう。お前が男か女か確かめる事もできたし、久しぶりに白虎の像に触ふれられた。長い間像に触さわっていなかったから、時折髪かみや目の色が黒く戻もどってしまう時があったが、これでまた数年は白虎家の跡取りに相応しい姿でいられる。──では、さらば！」

　声と共に、玉が床とこの間へと投げつけられる。

　それが彼が使う眠ねむり薬だと気付いたのと、彼の姿が煙けむりと共にかき消えるのとは同時だった。

「凌箔……！」

　薄うすれ行く意識の中で、凌箔の白金の髪と紅の瞳ひとみだけがまざまざと脳のう裏りに焼き付いていた。
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　白桜が目を覚ましたのは、自室だった。

　いつの間にか布ふ団とんに寝ねかされていて、一いつ瞬しゆんここがどこだかわからなくて混乱した。

　部屋の隅すみで控ひかえていた瑠比人を見付けて、慌てて起き上がる。

「ここは……いたっ」

　ひどい頭痛がして、頭を抱かかえた。瑠比人が膝ひざでにじり寄る。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　すみません。社には入るなと言われましたが、中から煙が出たので、様子を見に入りました。そうしたら、隊長と上総様が倒たおれていて」

「凌箔……凌箔は？」

　社と言われて、さきほどの事を一瞬で思い出した。

　頭痛を堪こらえて顔を上げると、瑠比人が眉まゆ根ねを寄せた。

「凌箔……とは？」

「あ、鬼の事だ。一いつ緒しよに社にいたんだ」

「私が入った時には、隊長と上総様以外は誰だれもいませんでした。外は完全に囲んでいたので、そう簡単に逃にげられるはずはないのですが」

　ではまるで妖よう術じゆつでも使ったかのように、あの煙と一緒に姿を消したというのだろうか。

　呆ぼう然ぜんとしつつも、再び瑠比人に目をやった。

「おじいさまは？」

「部屋にお運びしました」

「わかりました。──すみませんが、みんなと待機していてください。わたしはおじいさまと大事な話をしてくるので」

　瑠比人が頷うなずいて、部屋から出て行った。白桜は痛む頭を押さえつつ、どうにか立ち上がる。

　まずは詳くわしい話を聞く為に、上総の部屋へと急いだ。
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「おじいさま。あの凌箔という男は、本当に一族の者なのですか」

　白桜が部屋に赴おもむくと、上総が起き上がろうとしている所だった。

　やはり頭痛がするのだろう。頭に手を当て、顔をしかめている。

　向かい合って座り、さっそく疑問を口にした。

「──ああ。凌箔はわしの弟の孫だ。お前には内密にしていたが、弟には孫が二人いて両方とも男の子じゃった。最初に話しただろう？　まだ跡取りになれる年ねん齢れいに満たない男子が遠とお縁えんにいると。その子が成長するまでお前に代わりを頼たのみたいと」

　そういえばと思い出す。遠縁の子供が跡取りになれる年齢に達するまでが、自分が男のふりをして暮らす期間だ。そうなったら白桜は死んだ事にして、女に戻る手はずだった。

「ではその兄弟の兄の方が、あの凌箔ですか？」

　上総が重々しく頷いた。

「凌箔は昔から賢かしこい子だった。少々傲ごう慢まんな所はあったが、それもまた白虎家の跡取りとしては頼もしいと思えるほどだった。だが凌箔は、六年前の事件から変わってしまった」

「六年前？」

「そうじゃ。一族の当主だったわしは、跡取りの男子に恵めぐまれず、凌箔を養子にもらう為ために都に引き取った。そうして白虎の像に触らせて、凌箔の髪と目を跡取りに相応しい色に変えた。ところがある時を境に、凌箔の様子がおかしくなっていったのじゃ」

　白桜は眉根を寄せた。いったい六年前に何があったのだろう。

　詳しい話を聞く為にも、耳をすませて上総の顔を見つめた。

「凌箔は、急にがらの悪い貴族達とつきあうようになった。彼らは帝に対する不平不満を平気で口にするやからじゃった。それまでそんなそぶりを見せた事のない凌箔も、急に主上を批判するようになって」

　なぜそんな事になってしまったのだろう。白桜は思わず身を乗り出した。

「その時、何かあったのではないですか？」

「……わからん。ただ、都に来て初めてできた親友が、その頃ころ亡なくなったと凌箔から聞いた。知り合いのいない都で、初めてできた少しばかり年上の友達で、官かん吏りになったばかりの青年だった。どうやら自分で命を絶ったらしくてな。凌箔はかなり塞ふさぎ込んでいた」

　上総が痛ましい表情で話を続けた。

「その後からだ。ろくでもない連中とつきあうようになったのは。親友の死でかなり衝しよう撃げきを受けていたようだから、しばらくそっとして様子を見ていたのだが……。それがいけなかった。まさか、あんな事件を起こすとは」

　苦く悩のうの表情を浮うかべた上総に、ただごとではない気配を感じた。

「あんな事件……とは？」

　思い切って問いかけると、上総が一度息をついて、こちらへと目を向ける。

「正確に言うと、ある事件を凌箔達が起こそうとしたのだ……」

　重々しい口調だった。表情も辛つらそうだ。話すのが苦痛のようだった。

　それでも聞かねばならない。白桜は心を痛めつつも、更さらに問いかける。

「凌箔は、何をしたのですか？」

　上総が一呼吸置いて、そして声を潜ひそめた。

「──帝みかどへの謀む反ほんじゃ。親しい貴族の若者を集めて主上が参拝に訪おとずれる神社を襲おそおうとした」

　思わず息を吞のんだ。いったい何が、彼をそんな凶きよう行こうに走らせたのだろう。

「そんな……！　それでいったい、どうなったのですか？」

「当時凌箔は十六歳。計画もかなり単純なものだった。わしがすぐに見み抜ぬいて、屋や敷しきの護衛を連れて止めにいった。幸いな事に、計画を実行に移す前に凌箔達を捕つかまえられた」

　ほっと息をついた。もしそれが現実になっていたら、大おお騒さわぎになっていただろう。

　親代わりとして都へ凌箔を呼んだ上総も、ただではすまなかったはずだ。

「どうして、彼はそんな事をしたのですか？」

「わからぬ。理由を聞いても答えなかった。ただ、どうやらその親友の死が何か関かかわっているようだった。──わしは悩なやんだ。命を狙ねらうぐらい主上に恨うらみを持っている者を、跡取りにする訳にはいかない。それに凌箔を放ほうっておいたら、また同じ事をするかもしれない」

　握った拳こぶしが震ふるえていた。上総の気持ちが痛いほどわかる。

　都に跡取りとして呼び寄せるくらいだから、上総は凌箔を可愛かわいがっていたに違ちがいない。

　その凌箔が帝に謀反を起こした。

　それはすなわち、白虎家の当主である上総を裏切ったも同じだった。

「悩み抜ぬいた末、わしは凌箔を跡取り候補から外した。数年のうちに、跡取りの儀ぎ式しきが行われない事を願ってな。そして──凌箔を殺した」

　衝撃の告白だった。

　しかしそれが言葉通りではない事も、さきほどの上総と凌箔の言葉からわかっていた。

「殺した──事にして、幽ゆう閉へいしたのでしょう」

「ああ、いつの間にか歪ゆがんだ考えを持つようになったが、しばらく一緒に暮らして情もわいていた。何より、弟の孫で血の繫つながりもある。だが生きていると知られたら、またよくない仲間に誘さそわれるかもしれん。だから殺した事にして、富士山にある屋敷の離はなれに幽閉した」

　上総は厳しいが、一度懐ふところに入れた者に対しては、無条件の愛情を示す。

　最初は白桜も冷たい祖父だと思っていたが、今ではまったく違う。

　祖父は家族に対して誰よりも深い愛情を持っていた。

　だからこそ、一緒に暮らしていた凌箔に情がわいて殺せなかったのも頷ける。

「二度と同じ失敗はしたくない。わしはずっとそう思っていた。白桜、お前は女だが、白虎家の跡あと取とりとして相応ふさわしい心根を持っておる。官吏として仕事も得た。今度こそはうまくいくと喜んでおったのに、凌箔が現れるとは……」

　その言葉でふと、官吏として初仕事を終えた日、上総がお祝いの席を設けて〝二度と失敗したくない〟と言っていたのを思い出す。

　その時はごまかされたが、おそらくそれは凌箔の事を言っていたに違いない。

　白桜は上総の青白い顔をのぞき込んだ。

「おじいさま。凌箔は富士山にある屋敷に幽閉されていたのでしょう。どうして都にいるのですか？」

　それが一番の謎なぞだった。危険な人物として幽閉されているはずだし、抜かりない上総の事だからきっと厳重に警備もしているはずだった。

「わからぬ。その屋敷には、わしの弟夫ふう婦ふも一いつ緒しよに住んでいるはずだ。それなのに、凌箔がいなくなっても何の連れん絡らくもないという事は……」

　唇くちびるが心配そうに震えていた。白桜も最悪の事態を思い浮かべる。

　上総がふいに布ふ団とんから立ち上がる。そして決意したように白桜を見下ろした。

「──白桜。こんな時にすまないが、数日屋敷を空けてよいか？　弟達の無事を確かめに行きたい。それにどうして凌箔が再び都に戻もどったのか事情を調べたいのだ。……都に凌箔を呼んだのはわしだ。あいつの始末はわしがつける」

　老ろう齢れいだが、視線には強い意志が感じられた。白桜は大きく頷く。

「屋敷の事は任せてください。お気をつけて」

　そろそろ夜が明けようという頃だが、上総はすぐにでも出発するつもりらしい。

　女によう房ぼうの橘たちばなを呼んで、荷造りを命じている。

　部屋から出て行く上総を見送って、白桜も深呼吸して立ち上がり、襖ふすまを開けた。

　そして紅の瞳ひとみで夜の闇やみを見つめる。

　白金の髪かみをなびかせる凌箔の姿が、脳のう裏りに焼き付いていた。

　白虎家の跡取り争いが勃ぼつ発ぱつするとは思ってもいなかった。

　もし彼が帝への敵意など示さず、跡取りとして相応しい人格を持っていたら、後ろ髪が引かれる思いだが白虎家は彼に譲ゆずってもよかった。

　だが、今の彼には絶対にこの地位を渡わたす訳にはいかない。

　負けられない、そう思った。

「白虎家の跡取りはこのわたし、白桜だ。主上へよからぬ事を考える者は官吏としてのわたしの敵。凌箔、絶対にお前を捕まえてみせる！」

　心に燃え上がった炎ほのおで、身体からだが焦こげ付くほど熱かった。

　それでもその熱に突つき動かされてやみくもに動くのは危険だと、白桜は思った。

　凌箔は手て強ごわい相手だと直感していた。

　彼の味方が何人なのか、どんな人物なのかもまったくわからない。

（凌箔の事は、おじいさまが富士山から戻られるまで様子を見よう。何の情報もないままむやみに動くと、とんでもない事になるかもしれない。今まず、わたしができる事は──）

　白桜はある決意を胸に、白珠隊のもとへと急いだ。
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　朝日がゆっくりと顔を出し始めた。

　だんだん明るくなる白虎家の庭には、総勢二十名の屈くつ強きような男達が一糸乱れず整列している。彼らと向き合った白桜は、太刀たちを腰こしに差して胸当てをつけた姿で、声を上げた。

「今から、さらわれた姫ひめ達を救出しにいきます！　鬼おにが口をすべらせた言葉から推測した場所なので、もしかしたら誰だれもいないかもしれない。それでも、可能性がある限りは捜そう索さくするべきだと思っています！」

　気持ちを込めると、兵士達の顔つきも更に引き締しまる。いつもふざけた様子の雷人も、酒臭くさい健成も、今日はまったく違う凜り々りしい表情だった。

　白桜はその姿を見て、胸が震える思いだった。

　最初は彼らに無視され、訓練にも誰も出てこなかった。

　散々悩んで、秘密が知られる危険をおかして合宿所に住み、必死で彼らとの距きよ離りを縮めた。

　そうしてようやく、ともに実戦を迎むかえるまでになったのだ。

　整列する彼らの姿は、逞たくましく美しいとさえ思った。

「わたしはとても未熟な隊長です。みなさんが不満を覚えても仕方ないと思います。でも、みなさんは違う。実力でここまでのし上がってきた方達ばかりだ。姫達を救い出して、みなさんの力を世にしらしめましょう！」

「「おう！」」

　一いつ斉せいに揃そろった雄お叫たけびに、自然と口元が緩ゆるんだ。彼らが身分が低いというだけで出世できないのは、どうしても納なつ得とくできない。今現在白桜の心を占しめているのは、褒ほう美びとして大学寮りように配はい置ち換がえをしてもらう事よりも、彼らが功績を上げて貴族達の間で一目置かれる存在になってほしいという思いだった。その為ためにも、絶対に姫達の救出を成功させたい。

「では、まいりましょう！」

　白桜の声を合図に、白珠隊は任務に向けて一歩を踏ふみ出した。
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　大だい内だい裏りを中心にすると、都の東には大きな川が流れていた。

　白桜が白珠隊を引き連れてやってきたのは、その川沿いを南へと進んだ場所だ。

　都の外れといってもいいそこには、酒を飲む飯屋や見み世せ物もの小屋が立ち並んでいる。

「こんな所に、本当に姫達がいるんですか……？　ここは都でも有名な、いわゆる〝夜の遊び場〟ですよ」

　瑠比人は疑わしげだ。早朝という事もあり辺りは静かだったが、ここが昼間から酒を飲んで遊び歩く庶しよ民みん達の歓かん楽らく街だというのは、白桜も知っていた。

　この辺りでは役人達に賄わい賂ろを渡し、多少もめ事があっても、目こぼししてもらうらしい。

　そのせいで、治安の悪化が深刻化しているという場所でもあった。

「凌箔が……鬼が言っていたでしょう。姫達がいる所は、水のせせらぎが聞こえて緑が多くて、音楽に満ちあふれていると。この近くには都で一番大きな川が流れています。それに大内裏に近い都の中心は、貴族達の屋や敷しきや寺院が建ち並んでいて、あまり緑が多いとは言えません」

　白桜は辺りをぐるりと見回した。

「だけどこの辺りは都の外れで、治安もよくないから民家も少ない。この歓楽街の周りは、緑が多い……というか荒あれ野原です」

　瑠比人も辺りを見回して、頷うなずいた。

　この辺りには二十軒けんほどの建物が集中して建てられている。建物は綺き麗れいだが、その周りは手入れされておらず、草がぼうぼうに生えていて鬱うつ蒼そうとした雰ふん囲い気きさえあった。

「そして音楽に満ちあふれているという言葉ですが、最初は雅が楽がくとかかと思いましたけど、笛とか太たい鼓ことかのにぎやかな音だってそう表現できます。この辺りは昼前から朝方近くまで、そういったにぎやかな音であふれているらしいのです」

　実は白桜は一度だけだが、この辺りに来た事があった。

　牛ぎつ車しやを操あやつる従者が道を間ま違ちがえて入り込んでしまったのだが、かなり遅おそい時間だったのにも拘かかわらず、いくつか並んだ建物の中心にある見世物小屋から太鼓や笛の音が鳴り響ひびいていた。

　いったいここは何をする所だろうと驚おどろいて、従者にいろいろと教えてもらった。

　都にもこういう場所があるのだと驚いたので、よく覚えていたのだ。

　鬼の言葉を聞いた後に、もう一度その従者を呼んで話を聞いた。

　そしてやはりこの場所は、鬼の言葉に当てはまると思った。

　瑠比人が鋭するどい視線を辺りに放ちつつ、眉まゆ根ねを寄せた。

「ですが、今は早朝ですから人ひと気けはありませんが、この辺りは人の出入りがとても多い。さらわれた姫達がこんな所にいたら、誰かが気付くのでは？　もっと静かな場所に隠かくしそうなものだと思いますが」

「いいえ。わたしは逆だと思います。静かな場所だと女性の声はよく響くものです。うっかり誰かが通りかかったら、すぐに見つかるでしょう。だけど、にぎやかで常に人の話し声がしている所なら、多少姫達が声を上げても気付かれません」

　瑠比人が軽く目を見開いた。

「……なるほど。確かに一理あります」

「それに都で姫達を隠せるような静かで人気のない場所は、もう既すでに主上が配下を使ってお捜さがしになっています。それでも見つからないなら、発想の転てん換かんが必要でしょう。鬼が言っていた情報を元にすると、この歓楽街が……特にあの見世物小屋が一番怪あやしいとわたしは思います」

　ここにある建物の中で、一番大きな建物が視線の先にある見世物小屋だった。

　さらわれた姫達は十人だと聞いている。それだけの人数を隠せるほど広い建物は、見世物小屋しか見当たらなかった。瑠比人がようやく納得したように頷いた。

「近くで待機している兵士達を、見世物小屋の周りに配置しましょう。あなたの合図で突とつ撃げきさせます。よろしいですか？　白桜隊長」

　震ふるえるほど緊きん張ちようした。白虎家で鬼を捕つかまえはしたが、里桜姫の恰かつ好こうをしていたので、実際の兵士達の指示は瑠比人に任せていた。だから隊長として指示を出すのは、今回が初めてだ。

「……大だい丈じよう夫ぶです。緊張しないで。私がちゃんと補ほ佐さします。あなたが堂々としていないと、兵士達の士気に関かかわります。みんなを信じて」

　瑠比人が柔やわらかく微笑ほほえんだ。いつもは無表情なだけに、滅めつ多たに見せない彼の笑えみには驚かされる。それと同時に、励はげまされた気がした。

（そうだ。わたしがしっかりしないと、みんなに不安が伝わったらいけない！）

　深呼吸して気合いを入れる。瑠比人がそんな様子を見て、わずかに目を細めた。

「白桜隊長、あなたはこの白珠隊の責任者です。危険な事は私がします。だから、私の後ろになるべくいてください」

「そんな……！」

　慌あわてて首を振ふったが、瑠比人は表情を変えなかった。

「あなたは白珠隊の象しよう徴ちようです。隊長であるあなたに何かあったら、どれだけ兵士が生き残ろうと、我々の負けなのです。あなたの仕事は最後までみんなに指示を出すこと。それはすなわち、最後まで生き残ることだと思ってください」

　瑠比人が真しん剣けんな眼まな差ざしで話を続けた。

「兵士の誰が怪け我がをしようが、たとえ死のうが、あなたは取り乱してはいけません。心ではどんなに悲しくても、それを表に出してはいけません。それが隊長としての仕事です。あなたは兵士達の前では毅き然ぜんとした態度を貫つらぬいてください」

　頭では理解できる。だがはたしてそんな事ができるだろうかと、自分に問いかけた。

　目を泳がせると、瑠比人の表情が和やわらいだ。

「隊長とは悲しくて残ざん酷こくな仕事だと私は思います。強い精神力が必要ですから。ですが、あなたはそれを乗り越こえられると思います。あなたは前だけを向いて、みんなに指示を出してください。あなたの事は、私が守ります」

　力強い言葉だった。だけど、どうしても納得できない言葉だった。

（嫌いやだ、そんな事はできない。だって、みんなを盾たてにしてでも生き残れって事だろう？）

　心の中ではそんな思いが渦うず巻まいていた。だが、冷静な自分が頭の隅すみで囁ささやく。

　瑠比人の言う事は正しいと。

　その辛つらさを全部抱かかえて、それでも兵士達に笑いかけるのが、隊長としての仕事なのだと。

「……わかりました。それがわたしの仕事なら、どんなに辛くてもやり遂とげてみせます。でも、絶対にわたしを庇かばって死んだりしないでください。これは命令です」

　初めて命令という言葉を使った。瑠比人がやや目を見開いて、そして苦く笑しようした。

「……あなたらしい命令だ。なるべく命令違い反はんにならないように努力しましょう」

「なるべくじゃなくて、絶対です。これは命令なのですから。──ではまいりましょう！」

　今までも危険な目には何度もあったが、兵士を率いて悪人と戦うなんて初めてだ。

　それでも白桜は、前を向いて一歩踏み出した。

　腕わん力りよくも武術も男に勝てない。だけど、知ち恵えと勇気では負けないと気合いを入れて。







「わたしは兵ひよう部ぶ省しよう、白珠隊隊長、白桜だ。この見世物小屋を改める。誰だれも動くな！」

　木造の見世物小屋は、早朝という事もあって、客はいなかった。

　瑠比人に続いて建物に乗りこんだ白桜は、思わず眉根を寄せる。中には、どう見ても訓練を受けたと一目でわかる武装した男達がいた。入ってすぐの土間にいたのは数人だが、すぐに奥から十人以上の屈くつ強きような男達が出てくる。彼らはどう見ても見世物小屋の芸人には見えない。

　発せられる殺気には、震えがきそうだった。

　白桜は男達を見ただけで、自分の直感は当たったと確信した。

（間違いない。姫ひめ達はここにいる！）

　男達を睨にらみつけると、彼らは馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「ひ弱な坊ぼうやとやさ男が二人で、何を改めると言うのだ。さっさと帰った方が身の為ためだぞ」

　威い圧あつ的な中年男が腰こしの太刀たちに手を当てた。怯ひるみそうになったが、瑠比人の言葉を思い出す。

（わたしは隊長だ。兵士のみんなを信じて、指示を出すのがわたしの仕事！）

「動くなといったはず！　こちらも容よう赦しやはしないぞ！────みんな、集まれっ」

　その言葉と同時に、見み世せ物もの小屋の表の戸が外から蹴け破やぶられた。

　先頭に立っているのは、大太刀を持った健成だ。

「ほう、ちょっとは骨のありそうなのがいやがる。最近訓練ばっかりで、あきあきしてた所だ。久々の実戦だ。楽しませてもらうぜ！」

　嬉き々きとした様子の健成は、まるで地じ獄ごくの鬼おにのようだ。

　健成が大太刀を振り上げると、男達が怯んだように後ずさった。

「全員捕まえろ！」

　指示を出すと健成達が辺りを揺ゆるがすほどの雄お叫たけびを上げ、さほど広くない土間では男達が入り乱れての戦せん闘とうが始まった。

「隊長、ここは任せろ。お姫様達を助け出しなっ」

　健成の言葉に頷いて、白桜は瑠比人と一いつ緒しよに戦いを避さけつつ、見世物小屋の奥へと足早に進んだ。奥にある戸を開けると、畳たたみの間だった。そこにも、数人の武装した男達がいる。

「その奥を見せてもらおう」

　建物は周りを何周かしてよく調べておいた。この奥にも部屋があるのは、外観からも予測できた。白桜が声を上げると、銀の額当てをつけた男が口角を上げる。

「そうはいかない。我々も高い金で雇やとわれているのでね。何もせず逃にげたとあっては、残りの金をもらえない」

　瑠比人が冷たい微び笑しようを浮うかべた。

「死んだら、金は使えないぞ」

「何を？　我々をなめてもらっては困るな。行け！」

　男の合図に背後にいた青年が太刀を振り上げ、瑠比人に襲おそいかかった。

　瑠比人は表情一つ変えず、腰の太刀に手を当てる。

「うわっ！」

　それは一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　瑠比人が太刀を抜ぬいたのも見えなかった。

　それなのに襲いかかった男が動きを止めて目を見開き、その場に頽くずおれる。

「何だと……！　いったい何をした？」

　ざわつく男達を睨んで、瑠比人が口角だけを上げた。

「私の太刀を見切った者はいない。斬きられたと気付かず死んでいくだけだ。お前達も同じ目に遭あいたくなければ、降参しろ」

　疾風太刀の瑠比人と呼ばれている彼は、まさに神速の太刀の使い手のようだ。

　今まで太刀の稽けい古こをつけてもらっていたが、本気を出した彼がここまですごいとは白桜も思っていなかった。

（これなら確かに、妖鬼帝と呼ばれる鵬玄が一目置くはずだ……。なんて強い）

　驚おどろきと尊敬の眼差しを瑠比人に向けていると、男が焦あせったように声を荒あららげた。

「……おのれっ。そう簡単に降参してたまるか！　みんな出てこい！」

　それを合図に、部屋の奥から数十人の男達がなだれ込んできた。

　その数の多さに、さすがに白桜も瑠比人も目を見開く。

「どんなにすごい太刀の使い手がいようと、この人数では勝てまい。見た所お前達は二十人ほどだろう。我々はその倍はいるぞ！」

　敵の笑い声がしたが、白桜はにっと口角を上げた。それは悔くやし紛まぎれなどではなかった。

「敵が多いかもしれないというのは、予想がついていた。何の手も打たずにきたと思うか？」

「なんだと……！」

　敵が驚きの声を上げた瞬間、襖ふすまを突つき破るように敵の一人が転がり込んでくる。

「逃げろ……妖鬼帝達が」

　苦しげに顔を歪ゆがめて倒たおれている男の言葉を聞いて、額当てをつけた男が顔色を変えた。

「何だと！　まさか……」

「白桜、無事か。遅おそくなってすまない！」

　裏口の方からやってきたのは、鵬玄だった。

　妖鬼帝と呼ばれ、陽真乙国一の武官だった彼は、悪党達にも恐おそれられているらしい。

　その後ろには、朱咒と青丞の姿も見える。白桜は、額当てをした男を見み据すえた。

「兵部省の青輝隊、朱流隊、黒耀隊、そして白珠隊全員集合だ。全部で八十人はいるぞ。よく考えろ。残りの金をもらいたいが為に、多勢に無勢で戦って命を落とすか。それとも姫達のもとに案内するか。後者なら協力的だったと言って、罪を軽くしてもらえるよう手配してやる」

　わざと威圧的に物を言った。本来はこんな物言いは苦手だが、兵士達は命がけで戦っている。速すみやかに目的を遂げて、早く戦いを終わらせたい。

　男が何度か目を泳がせた。そして唇くちびるを震ふるわせ、太刀を畳に落とす。

「……こっちだ。姫達は奥の座ざ敷しき牢ろうにいる」

　呟つぶやくような声は、敗北の証あかしだった。白桜は頷うなずいて男の後に続いた。







　姫達は、見世物小屋の奥にある座敷牢に閉じ込められていた。

　ひとかたまりになって怯おびえた様子を見せていた姫達だが、見た所怪我もなさそうで、白桜はほっとする。背後で足音がしたので振ふり向くと青丞だった。

「青丞。ありがとう。来てくれて」

　里桜姫が鬼に狙ねらわれていると聞いても、青丞は白虎家の屋や敷しきへはこなかった。

　あの時は里桜姫を屋敷から遠ざけ、白桜が里桜姫の代わりをすると朱咒が知らせてくれていた。それに鵬玄も朱咒も白虎家の屋敷に駆かけつけ、警護も万ばん全ぜんだったからきっと来なかったのだろう。

　そう思いたいが、白桜と里桜姫が同一人物だと気付いたから、怒いかりのあまり来なかっただけかもしれない。そう思って内心びくびくしていた。

　だから今回、兵士達を連れて駆けつけてくれた彼に、ほっとしていた。

「……仕事だからな」

　しかし返ってきたのは、相変わらず冷たい声だった。やはり彼は秘密を知ったのか、自分に対して怒おこっているかのどちらかだと思う。つい俯うつむくと、青丞がぽんっと頭に手を置いた。

「えっ……？」

「とうとう姫達の居場所を突き止めたな。……よくやった」

　久々に青丞が笑えみを向けてくれた。それを見ただけで、心がふわりと軽くなる。もしかしたら、最近の彼の冷たい態度は、ただ単に機き嫌げんが悪かっただけなんて淡あわい期待を持ちたくなる。

　こんな風に、誰かの顔色や言動にあたふたするのは初めてだ。

　青丞には嫌きらわれたくない。こんな笑顔をずっと向けていてほしい。心からそう思った。

「わたし一人の力ではないよ。白珠隊の兵士達みんなが一緒に来てくれたから見付けられたんだ。もし一人だったら、ここに乗りこむなんてできなかった」

「だが、最初は反はん抗こう的だった兵士達をまとめられたのは、お前の力だ。誇ほこっていいぞ」

　ぶっきらぼうだが、目は細められていた。ほめられて、心の底から嬉うれしさがこみ上げる。

　こんな目で見つめられるのも、しばらくぶりだ。

「青丞……。何かわたしに怒っていたんじゃないのか？」

　今なら、気持ちが引き出せる気がした。おずおずと聞くと、青丞の顔が急に引き締しまる。一気に冷たい表情になった彼を見て、よけいな事を言わなければよかったと思ったがもう遅い。

「──早く姫達を牢から出せ。一人一人に警護をつけて、父親のもとに送り届けさせる」

　声もまた、氷のように冷たくなった。触ふれたら凍こごえてしまいそうな彼の雰ふん囲い気きに、心が怯えた。声をかけようとしたが、また冷たくされたらと思うとなかなか勇気がでない。

　白桜はため息をつきながら、再び座敷牢に目を向けた。青丞にこれ以上話しかけるのは無理だろう。それに今はまず、牢の姫達を助け出すのが先決だ。

「姫様方、助けにきました。さあ、お父上のもとへ帰りましょう」

　声をかけると、姫ひめ達の顔にさっと血の気が戻もどった。

「その髪かみの色……白虎家の白桜様ですね。お願いです。早くここから出してくださいませ」

　か弱そうな声に頷いて、さきほど敵から取り上げた鍵かぎを牢の錠じように差し込んだ。

　がちゃりと音がして扉とびらが開くと、不安そうだった姫達が一いつ斉せいに立ち上がる。

「さあ、外に出てください」

　姫達が次々と外に出始める。

　鵬玄達も手伝いに来てくれたので、それぞれの隊の兵士達に、姫の護衛を任せた。

「怖こわい思いをされましたね。もう安心です」

　ようやく最後の一人に手を差し出すと、姫は花が綻ほころんだような可か憐れんな笑みを浮かべる。

「ありがとうございます。白桜様」

　よく見ると、最初に話しかけてきた女性だった。

　白桜と同い年ぐらいだろうか。色白で整った顔をした美しい女性だ。

（これで姫達を救い出せた。みんな父親達のもとに帰せる。よかった……！）

　達成感と喜びで胸がいっぱいになっていた。姫が白桜の手を取って、牢から出る。

「白桜様……わたくしまだ怖いので、そばにいてはもらえませんか？」

　怯えたような表情をした姫に、白桜は安心させるように微笑ほほえんだ。

「大だい丈じよう夫ぶです。悪い奴やつらはみんな捕とらえました。わたしの隊の者が、あなたをお父上のもとまで送り届けますので」

「そんな……」

　袖そでを口元に当てた姫の美しさに、同じ女だというのに一いつ瞬しゆん見み惚とれそうになった。

「……だったら、ここでやるしかないわね」

　ふいに聞こえた低い声は、どうやら姫のもののようだ。訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せるより早く、姫の赤い唇がにんまりとした形になり、鋭するどい視線が白桜に向けられる。

　そこへ背後から青丞の声が飛んできた。

「白桜！　さらわれた姫は全部で十人。それなのに、ここには十一人いる！　一人多いぞ！」

　それが合図かのように、白桜の手を握にぎっていた姫が、懐ふところに反対の手を入れる。

「死ねっ、白桜！」

「うわっ！」

　手を握られているので、逃にげられなかった。姫が懐から出した短刀が、目の前に迫せまる。

（殺される！）

　突とつ然ぜんの事に、心で叫さけんで目を瞑つぶった。

　だが、ふいに誰だれかが肩かたを摑つかんだ。慌あわてて目を開けると、青丞の姿が飛びこんでくる。

　彼は抱だきしめるように白桜の身体からだに腕うでを回し、姫と引き離はなして一いつ緒しよに床ゆかへと倒れ込んだ。

「青丞！」

　身じろいだが、青丞はぎゅっと抱きしめたまま放してくれなかった。

　紺こん碧ぺきの瞳ひとみが、じっと見つめてきた。息がかかるほど近くに彼の顔がある。熱い吐と息いきも力強い腕も今は自分を守る為ためにあると思うと、心臓がぎゅっと締め付けられたような気がした。

「白桜、お前は動くな。──鵬玄！　早く短刀を取り上げろっ」

　鵬玄がすぐさま駆け寄り、姫の手から短刀を取り上げた。

　その短刀に目をやって喉のどの奥で悲鳴を上げる。

「血が……！　まさか」

　目を見開くと同時に、鵬玄が姫を押さえつけて床にねじ伏ふせた。

　それを見て、ようやく青丞が退どいてくれる。白桜は慌てて起き上がり、彼を見つめた。

「腕を怪け我がしたのか！　血がこんなに……。すまない、わたしのせいで」

「平気だ。かすっただけで、大した事はない。……鵬玄、その女は偽にせ者ものの姫だ。人数が一人多かったのは、この女が紛まぎれ込んでいたからだろう。──女、どうして白桜を狙った」

　鋭い視線を向けられ、姫……女は怯ひるんだ様子を見せた。だがすぐにきつい瞳で白桜を睨にらむ。

　青丞が自然な仕草で、白桜を庇かばうように前に立ってくれた。

「鬼の君が、そいつは敵だと言われていたわ。生きていてもらっては、邪じや魔まになると。私は鬼の君を愛しているの。だからあの方の邪魔になる白桜を殺してやろうと思ったのよ！　残念だったわ。もう少しで殺せたのに」

　赤い唇がにんまりと笑みの形をとって、心底ぞっとした。

（凌箔……。それほどまでにわたしの事を……！）

　白桜がいなくなれば、白虎家の跡あと取とりとして相応ふさわしいのは凌箔だけになる。

　それはわかっていたが、まさか殺されようとするなんて思ってもいなかった。

「……連れて行け」

　青丞が促うながすと、鵬玄が女を立たせた。捕つかまったというのに、女はうすら笑いを浮うかべている。

「鬼の君が言われていたわ。白虎家の白桜には大きな秘密があると！　それが何かまでは教えて頂けなかったけど、みんなは騙だまされていると仰おつしやってたわ。白桜は稀き代たいの大おお噓うそつきだと！」

　女の声が部屋に響ひびく。その声に心臓が切り裂さかれそうな思いがした。

　それでも無言を貫つらぬいた。慌てて否定するのは逆効果だとわかっている。

「うるさい！　黙だまって歩け」

　鵬玄に一いつ喝かつされても、女は叫ぶのをやめなかった。

「あなたは白桜のお友達なの。かわいそうに。騙されているのに気付いていないなんて。……白桜の秘密はとんでもない事らしいわ。それが知られたら世の中が大おお騒さわぎになるような事ですって。帝みかどだって、本当の事を知ったら白桜を死罪になさるって鬼の君が言われていたわ」

「よけいな事は喋しやべるな。鬼に噓を吹ふき込まれているのはお前だ！」

　鵬玄が抵てい抗こうする女を軽々と肩に担かつぎ上げた。そして慌てたように部屋を去る。
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　白桜は、一いつ切さい言い返さなかった。ただ、握った拳こぶしが震ふるえるのだけは止められなかった。

　そして白桜は気付いていた。そんな動どう揺ようした様子を、青丞が訝しげな目で見ていた事に。
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　見み世せ物もの小屋の捕り物から数日が経たち、白桜は龍宝帝に呼ばれて大だい内だい裏りを訪おとずれていた。

　姫達を救出した際の詳くわしい状じよう況きようを聞きたいということで、どうやら四神の跡取り全員が呼ばれたようだ。紫し宸しん殿でんの広間へと足を踏ふみ入れると、朱咒が一人座っている。

「あれ？　青丞や鵬玄は？」

「青丞はまだ自宅安静だよ。大した事はないけど、一応怪我人だからね。鵬玄は捕まえた奴らの詮せん議ぎで忙いそがしそうだから、主上への事情説明は君と私だけでもいいかなと思ってね。二人にはそれぞれ休養と仕事をしっかりするよう言っておいたよ」

　隣となりに座り、青丞の様子が気になって聞こうとすると、ふいに朱咒の視線が鋭くなる。

「それより……『鬼』のことだけど」

　心臓がびくっと跳はねた。彼が白虎家の血筋である事は、まだ誰にも言っていない。

　もし知られたら、帝への反逆者を出した罪で、一族全体が責任を問われかねなかった。

　そういう訳もあって、上総としては秘ひ密みつ裏りに凌箔を捕らえたいらしい。

　白桜にも、誰にも凌箔の事は漏もらすなと言って富士山へと出立した。

「どうも、彼が何をしたかったのかわからない。里桜姫をさらおうとしたけど、失敗した。そして君達は彼を捕らえたけど逃げられた。でもさらわれた姫達の情報だけは手に入れたから、彼女達は救い出した」

　朱咒の勘かんの良さと鋭さはよく知っている。いつもはひょうひょうとしているが、正体は帝から直々に命令を受ける内ない偵てい官かん吏りだ。面を被かぶった化蛇と呼ばれる彼は、一ひと筋すじ縄なわではいかなかった。

「姫達に紛れていた暗殺者が気になる事を言っていたね。〝白虎家の白桜には秘密がある〟と。〝白桜は鬼の君にとって邪魔だ〟と。どういう意味か、君は知ってるんじゃないか？」

　朱咒は、白桜が女だと知っている数少ない一人だ。

　姫達の救出騒さわぎの時、朱咒だけは暗殺者が叫んだ言葉の意味を正しく理解したのだろう。

　彼をどうごまかすか、白桜は慌てて頭を巡めぐらせた。

「……鬼を捕まえた時、わたしの秘密がばれてしまったようです。否定はしましたが……」

　あいまいな答えだと自分でも思う。もちろん、朱咒はそんな答えでは許してくれなかった。

「それだけじゃないよね。もしかしたら、鬼とやらは君の知り合いじゃないのかい？　鬼の髪は金色だって聞いていたけど、白虎家の屋や敷しきに現れた鬼の髪は、よく見たら白っぽい金きん髪ぱつだった。憶おく測そくだけど、その面の下の瞳は紅色だったんじゃないのかい？」

　額に冷や汗あせが流れた。少しの情報で、そこまで推測できる朱咒の賢かしこさに驚おどろくしかない。

　何を言っても、朱咒はそこから答えに辿たどり着く気がした。

　どうするべきかと悩なやんでいると、朱咒が腕うで組ぐみする。

「……数年前の事だ。帝に反乱を起こそうとした四神の跡取り候補がいた。彼は白金の髪と紅の瞳を持ち、同じ考えを持つ貴族達を従えて、主上のお命を狙ねらおうとした」

　はっとして顔を上げる。目を見開くと、朱咒が小さく息をついた。

「なぜ知ってるのかという顔だね。私はその頃ころから主上の〝特別〟な仕事を任されていた。本当は彼を止めるのは私のはずだったが、私が動く前に上総様が彼を捕まえた。主上としては実害はなかったし、有能な上総様を失いたくない気持ちから、事件を見て見ぬふりをなされた」

　では、龍宝帝は数年前の事件のすべてを知っていたのだろうか。

　唇くちびるを震わせて、それでも黙っていると、朱咒がやや首を傾かしげて顔をのぞき込んでくる。

「いいかい。誤解しないでくれ。私は君の味方をしたいと思っている。数年前のように、水面下で奴やつを止められるのなら、わざわざ主上にこの話をするつもりはない。ただ、君と上総様だけで食い止められる相手ではないよ。彼は」

　彼の言う事は正しいと思った。数年前はまだ十代半ばだった凌箔も今は立派な大人だ。その分、狡こう猾かつになっているだろう。それにおそらく今回も、凌箔は一人で動いているのではない。

　きっと仲間がいるはずだ。

「……白虎家の跡取りはわたしです。彼に跡取りの座を渡わたしたりしません！」

　その一言で、朱咒は何もかもを悟さとったようだ。

「なるほど。跡取りである君が邪魔だから、鬼は君を殺そうとした訳だ。ということは、自分が白虎家の跡取りになって、ゆくゆくは帝に成り上がろう、そういう魂こん胆たんか」

　朱咒が顎あごに手を当てて考え込んでいる。

　ここまできたら、もう彼に隠かくしておく事はできないだろう。白桜は身を乗り出した。

「……これは白虎家の問題です。お願いです！　今、おじいさまが事情を調べに凌箔……鬼が今まで住んでいた富士山にある屋敷に行っています。せめて、おじいさまが帰ってきて詳しい情報が手に入るまで、主上には黙っていてもらえませんか」

　必死で頭を下げる。しばらくの沈ちん黙もくが流れて、朱咒が大きく息をついた。

「──何度も言ったけど、私は君の味方だ。今の所は様子を見てもいいと思っている。ただ、そう長くは待てない。上総様が戻もどったら、その結果を私にも包み隠さず教えてくれ。内々に処理できるよう手を貸そう」

　顔を上げると、朱咒が苦く笑しようしていた。

「……私の仕事の一つに、もめ事の火種は燃え上がる前に消すというのがある。今回も、火種のうちに何とか消せるよう努力しよう。大事にならなければ、主上には報告しない。その代わり私に隠し事はせず、すべて話すように」

　抑よく揚ようのない声は、内偵官吏の化蛇としてのものだ。化蛇と向き合うと、いつも背筋が寒くなるような恐きよう怖ふを覚える。それだけの実力を持つ彼を味方にできた事は、今は喜ぶべきだろう。

「ありがとうございます！」

　再び頭を下げると、ふいに朱咒が襖ふすまへと目を向けた。

「主上の足音がする。そろそろいらっしゃるようだね。姿勢を正してお待ちするとしよう」

　朱咒に促されて、御み帳ちよう台だいに向かって座り直す。

　これからどうなるかはわからないが、何としてでも凌箔を止めなければならない。

　白桜はそう心に誓ちかって、龍宝帝の訪れを待った。







「よく来たな。今回の姫ひめ達の救出はご苦労だった。……青丞と鵬玄はどうした？」

　広間にやってきた龍宝帝に朱咒が軽く頭を下げた。白桜もそれに倣ならう。

「青丞は姫達の救出の際に、少々怪け我がをいたしまして。鵬玄は捕とらえた男達の尋じん問もんに取りかかっております。今回の報告は文書でもなされていますし、事情は直接、私と白桜の方から報告させて頂きたいと思います」

「青丞の怪我は知っている。そろそろ治るからまた訓練に参加すると言っていた。鬼おにには逃にげられたが、何か知っていそうな男達も捕つかまえたし、何より姫達を救い出した。よくやったぞ」

　龍宝帝は機き嫌げんが良さそうだ。姫の父親達はかなりの地位にある貴族だと言っていたから、全員無事だった事が何よりだったのだろう。

「白桜、お前が中心になって、姫達の救出を行ったと聞いたぞ」

「いえ、青丞や鵬玄、そして朱咒の助けがあったからです。もちろん、兵士達も活かつ躍やくしてくれました。みんなのおかげです」

「なるほど。あの兵士達をまとめ上げるとは、さすがだな。お前ならできると信じて、白珠隊を任せたのだ。やはり、私の目に狂くるいはなかった」

「……？　どういう意味ですか？」

　首を傾げると、龍宝帝が苦笑した。

「白珠隊は平民の集まりだが、兵士としての能力が高い者達でもある。私は大学寮りようの改革とともに、彼らのような優ゆう秀しゆうな兵士が、身分は低くても出世できるようにしたいのだ。……だが、なかなか個性的な集団のようでな。誰だれを隊長にしても、もめるのはわかっていた」

　ため息混じりの龍宝帝の気持ちはよくわかった。

　貴族嫌ぎらいの彼らに、どれだけ嫌いやがらせをされてきたことか。

「だが白桜、お前のまっすぐな心根なら、彼らの心を摑つかめるのではと思った。お前は負けず嫌いで正直者だ。ひねくれた……いや、個性的な彼らをまとめられるとしたら、お前のような者だと思ったのだ。だから、お前に彼らを任せた」

　驚いて目を見張った。最初はどうして平民達の集団を任されたのかと不思議に思っていたが、そんな龍宝帝の気持ちがあったからだと、ようやく理由がわかった。

（わたしは……信しん頼らいされて白珠隊を任されたんだ。主上の期待に応こたえられて嬉うれしい……！）

　散々苦労したが、それでも達成感で胸が熱くなった。

　自然と口元を緩ゆるませると、龍宝帝が軽く身を乗り出した。

「よくやったな。そうそう、鬼には逃げられたが、姫達は無事に帰ってきた。彼女達の父親も大喜びだ。白桜、褒ほう美びとして願いを叶かなえよう。お前と白珠隊の兵士達全員のな。何が良い？」

　その言葉を待っていたはずだった。ついこの間なら間ま違ちがいなく大学寮への配属を願い出ただろう。それは夢を叶える為ために必要な事であり、ずっと願っていた事でもあった。

　だが白桜は目を伏ふせた。頭には、冷たいけれど笑うと優やさしい瑠比人や、いつも酒臭くさいけれど豪ごう快かいで楽しい健成。同い年の雷人に頼宗といった兵士達の顔が浮うかぶ。

　大学寮に配属になったら、兵ひよう部ぶ省しようの兵士である彼らとは、まず会う事はないだろう。

　最初はそれを望んでいた。訓練にも出ない、無視をして嫌みを放つ彼らにうんざりだった。

　だけど、今は違う。

　姫達を救出に行くと言った時の、一糸乱れず整列した彼らの勇姿が頭から離はなれない。

　合宿生活は、女だとばれないようにいつもひやひやして、気の休まる暇ひまはなかった。

　だけど、打ち解ければ気のいい兵士達と話をしたり枕まくら投げをしたり、ご飯を食べたり。

〝仲間〟とはこういうものなのだと実感できて、とても楽しかった。

「……少し、考えさせてください。兵士達にも、何か望みはないか聞いてまいりますので」

　白桜は呟つぶやくように答えて頭を下げた。




　　　　[image: ]




　合宿所の前まで戻って来た白桜は、どうするべきかと頭を悩ませていた。

　大学寮の仕事はしたい。でもせっかく親しくなった兵士達と離れがたい。

　結局答えは出ないままで、息をついて顔を上げた。二階建ての建物にも、愛着がわきつつある。毎日みんなで掃そう除じして、ようやく人が住めるくらいには綺き麗れいになっていた。

「よしっ、とりあえずみんなに何か望みはないか聞こう。自分の事はそれからだ」

　悩みながら帰ってきたので、ずいぶんと遅おそくなってしまった。もう訓練の時間は終わり、食堂で夕食をとっているはずだ。みんなが喜ぶ顔を想像して合宿所へ足を踏ふみ入れた。

「みなさーん。主上が姫達を救出した褒美に願いを叶えてくれるそうです。何がいいですか」

　予想通り、みんな食堂に揃そろっていた。

　褒美と聞いて大おお騒さわぎになるだろうと思っていたのに、なぜか兵士達は食事の膳ぜんに向かったまま、こちらを向きもしなかった。静かに食事を続ける兵士達に、白桜は目を丸くした。

「どうしたんですか？　何でも願いを叶えてもらえるんですよ。訓練を休んでみんなで遊びにいったりとかできるし、報ほう奨しよう金だってたくさんもらえるようにもできるし。あっ、前に健成さんが言ってたすごく高級なお酒で酒風ぶ呂ろに入りたいっていうのだって叶えてもらえますよ」

　話しかけるが、誰も反応しない。どういう事かわからなくて、目を瞬またたかせる。

　まるで最初の頃ころに無視をされていた時のようだ。誰一人、白桜を見ようともしない。

「雷人、何かあったのか？」

「ごちそうさまでしたーっ」

　声をかけた途と端たん、雷人が膳を持って立ち上がり、厨ちゆう房ぼうへ膳を片付けに行ってしまった。

「健成さん、あの……」

「酒が足りねぇな。頼宗、どっかから拝借してこい」

「はーい」

「……あの、わたしが何かしましたか。もし何かみなさんの機嫌を損そこねるような事をしたのなら、言って頂かないとわかりません」

　必死で話しかけるも、健成がさっと立ち上がった。

「さ、飯も食ったし、風呂にでも入るか」

　それが合図のように全員が立ち上がり、ぞろぞろと食堂を出て行った。

　呆ぼう然ぜんと見送った白桜は、一人だけその場に残った瑠比人に目を向ける。

「瑠比人副隊長。これはいったい、どういう事ですか？」

　瑠比人だけは目を合わせてくれた。そしてやや寂さみしそうに微笑ほほえむ。

「……さっき朱咒隊長に、大だい内だい裏りでの事を聞きました。主上が約束通り、姫達を救出したから願いを叶えてくださるそうですね」

「そうです。だからみんなに願いは何がいいか聞こうと思って」

　彼らが喜ぶ姿を見たかったのに、どうしてあんな態度をとられるのかわからない。

　戸と惑まどっていると、瑠比人が立ち上がって、正面から向き合った。

「みんなの願いは、酒風呂に入りたいとか遊びに行きたいとか、そういう事ではありません」

　頭が混乱していた。どういう事かと目を見開くと、瑠比人がそっと肩かたに手を置いた。

「みんなの願いは……あなたが希望通りの仕事をする事です。白桜隊長」

　思いもよらない事を言われて、息が止まりそうになった。

「何を言っているんです？　だってみんな褒美を楽しみにしていたし。それで訓練だって頑がん張ばって……」

「最初はそうでした。でもあなたと深く接するようになって、あなたの夢を聞いて、みんな考えを変えたのです。……ご存じの通り、白珠隊の兵士は平民です。身分のせいで、実力があっても悔くやしい思いをする事が多かった」

　それは理解できた。健成などは酒さけ癖ぐせは悪いが、平民出身でなければ兵部省でもそこそこの出世をしていてもおかしくなかった。もちろん、目の前の瑠比人もそうだ。

「だけど、あなたはこれからは身分の区別なく実力があれば大学寮に入れるようになると言った。平民出身の官かん吏りが生まれれば、今の状じよう況きようはきっと変わると。だから私達も夢を見たのです。いつか身分の違いで理り不ふ尽じんな扱あつかいを受けなくなる世の中がくるかもしれないと」

「もちろんです！　そうしたいからこそ、わたしは大学寮の改革に関かかわりたいと思って……」

　そこまで言ってはっとした。

　今の今までここに残りたい気持ちと、大学寮で夢を叶える為に仕事をしたい気持ちで揺ゆれていた。だが、そんな甘い事を考えていたのは自分だけだった。

　兵士達は、白桜の夢を応おう援えんしてくれているのだ。

　言葉を止めた白桜を見て、心を読んだかのように瑠比人が小さく頷うなずいた。

「姫達の救出にみんなやる気を見せたのも、隊長が大学寮の仕事につけるようにです。大学寮に平民も入れる世の中になれば、貴族社会のせいで身分の低い私達が悔しい思いをする事が少なくなる。実力があれば這はい上がれる社会になってほしいのです」

　静かな声だったが、白桜にとっては拳こぶしで頰ほおを殴なぐられるぐらい強い衝しよう撃げきを受ける言葉だった。

（わたしは……みんなの気持ちに気付かないで、ただ離れるのが寂しいからと、自分の夢を後回しにしようとした。なんて恥はずかしい……！）

　自分の愚おろかさに愕がく然ぜんとしていると、瑠比人が柔やわらかい笑えみを浮かべた。

「隊長は戦いに身を置くのには向いていません。兵部省の仕事を無む理り矢や理り続けるより、夢を追ってほしいとみんな思っています。大学寮りようの仕事をして、私達も住みやすい世の中にしてほしいというのが、全員の願いです。主上にもそうお伝えください」

　瑠比人が部屋の隅すみに行き、大きな風ふ呂ろ敷しき包みを持ってくる。

「荷物をまとめておきました。このまま合宿所を出てください。──みんなあなたを応援しています。ただ、馬ば鹿かだからあんな態度しかとれなくて。でも隊長が好きな仕事をしてくれる事、それがひいては自分達の為になると理解はしています。寂しいけれど、ここでお別れです」

　みんなが無視したのは、そんな理由があったからかと涙なみだが出そうになった。

　ここを出て、また新しい世界で成長しろとの、手て荒あらい応援だったのだと思う。

　涙がこぼれてきそうだったが、唇くちびるを嚙かみしめて、必死で我が慢まんした。

　瑠比人から荷物を受け取って、肩に担かつぐ。

「──白珠隊は、あなたにお任せします。瑠比人隊長」

　瑠比人が目を見開いて、すぐに首を振ふる。

「それはいけません。私は身分も低いですし……」

「いいえ。もともと白珠隊のみんなは、あなたに隊長になってほしかったと言っていました。だから兵士達みんなの願いとして、主上に進言します。……あなたは誰よりも隊長に相応ふさわしい。あなたになら安心して後を任せて、わたしは出て行けます」

　微笑むと、瑠比人が押し黙だまった。案外頑がん固こな副隊長が、そう簡単には納なつ得とくしないとわかっていた。こんな時、白桜は瑠比人を納得させる秘密の呪じゆ文もんを知っている。

「これはわたしからの最後の〝命令〟です」

　いたずらっぽく笑うと、瑠比人が啞あ然ぜんとした表情になったが、やがて苦く笑しようした。

「命令ですか。では、逆らう訳にはいきませんね」

　その返事にほっとした。白桜は深々と頭を下げる。

「お世話になりました。必ず、大学寮の制度を完成させて、みんなが悔しい思いをしないですむ世の中をつくってみせます」

　それは途と方ほうもない夢だったけれど、口に出せば現実になる気がした。

　白桜はそのまま背を向けて歩き出す。

　振り返ったらそのまま立ち止まってしまいそうな気がしたから、一気に外まで足を進めた。

　外は夕暮れ時で、広場に向かって一歩踏み出した白桜の影が、地面に長く伸のびている。

　広場を目の前にして、ここにもいろんな思い出があると、そこで初めて立ち止まった。

「最初は誰だれも訓練に出てきてくれなかったよな。青丞が助言してくれたおかげで、みんなと本音で話をできるようになって。朝からたたき起こして、一いつ緒しよに訓練して読み書きの勉強をして。お風呂に乱入されたり、部屋に押しかけられたりして」

　秘密を持つ身としては、焦あせるようなことばかりだったが、今となってはいい思い出だ。

　合宿所の周りを何周走っただろう。太刀たちをふるって、何度転んで痣あざができただろう。

　みんなで笑ったのは、きっと数え切れないくらいだ。

　都に来て、四神の跡あと取とり以外と接点を持つ事も少なかったから、仲間ができて嬉うれしかった。

「わたしが、もっとはっきり自分の意志を貫つらぬいていれば、笑って送り出してくれたかな……」

　大学寮の仕事がしたいと言いながら、みんなと別れたくないという理由で、立ち止まっていた。そんな自分が一番悪いとわかっている。

　優ゆう柔じゆう不ふ断だんな態度をとったから、みんなは手荒い活を入れてくれたのだ。

「でも、無視しなくても……。お別れぐらい言いたかったのに」

「お別れじゃないですよ！」

　突とつ然ぜん広場に響ひびいた声に、驚おどろいて目を見開いた。

　振り向くと、合宿所の屋根の上で雷人が手を振っている。

「あ、危ないよ！」

　よく見ると、頼宗や健成、そして瑠比人に兵士達全員が、屋根に登って手を振っていた。

　健成が酒さか瓶びん片手ににんまり笑う。

「困った事があったら何でもいいな！　俺達が手を貸してやる。荒あら事ごとは得意だからな」

　雷人が大きく頷いた。

「隊長はどこに行っても俺達の隊長です。隊長に嫌いやな事する奴やつとか意地悪する奴がいたら、そいつは白珠隊の敵です！　俺達がこらしめてやりますからね！」

　大きく手を振るみんなに、堪こらえていた涙が一筋こぼれた。

「しめっぽくするなよ、隊長。あんたが夢に向かって旅立つめでたい時なんだからよ！」

「そんな事言ってる健成さんも目が潤うるんでますよ」

「なんだとっ！　これは酒を飲み過ぎて、目から溢あふれてきてるだけだよ！」

　健成と雷人のやりとりを聞きながら、泣き笑いの表情になる。

「……大学寮に行きます。身分に関係なく、みんなが能力に見合った地位につけるように頑張って来ます！……あの、たまには遊びにきてもいいですか？　みなさんの友人として」

　みんな優やさしい表情になった。まるで自分の子供の旅立ちを見送っているようだ。おそらく百ひやく戦せん錬れん磨まの彼らからしたら、自分はまだまだひよっこで、危なっかしい存在なのだろう。

「いつでも来い。泣き言でもなんでも聞いてやる。ここにだけは隊長の敵はいないぜ！」

　健成の一言に、唇が震ふるえた。感動して涙が出るなんて滅めつ多たにない事だ。

「ありがとうございます！　では、行ってきます！」

　これは彼らとの別れではない。今から彼らのもとを巣立って、新たな環かん境きように飛びこむのだ。

　別れの言葉は相応しくないと思った。

「行ってらっしゃい！　隊長！」

「頑張れーっ。隊長！」

　みんながその思いを受けて手を振ってくれる。白桜は両手をぶんぶん振って、それに応こたえた。

　今から、夢に向かっての新しい人生が始まる。

　旅立ちを祝ってくれる友人達に、心の底から感謝した。
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「凌箔様。すべて思おも惑わく通りに事が進んでおりますな」

　鬼おにの面を傍かたわらに置き、凌箔は手に持った盃さかずきで、ぐいっと酒を飲み干した。

「なにを仰おつしやる。姫ひめ達を連れて行かれたのだぞ。これはとんだ失態だ！」

　目の前で言い合う男達に、凌箔はほくそ笑んだ。広い畳たたみの間には、十人ほどの男達がいる。

　彼らは身なりもよく、振る舞まいからしても貴族だと一目でわかった。

「いや。思惑通りだ。姫達は用済みだから、わざと情報を与あたえて返してやっただけだからな」

　凌箔の言葉に、貴族達がざわついた。

　それもそのはずだ。これを知っているのは、この中でも数人だけだった。

「なんとっ！　まことでございますか、凌箔様！」

「ああ。姫達をさらったのは、その父親達に娘むすめの命を引き替かえとして帝みかどの改革案に反対させる為ためだ。もう既すでに、父親達には裏でそれに同意する血判状を書かせてある。あれは帝への謀む反ほんの証しよう拠こになるからな。姫達を返しても、血判状がある限り、父親達は我らに逆らえない」

　一番近くにいた男が、扇せん子すでにやけた口元を隠かくした。

「そうでございます。姫達をさらったままでは、帝の捜そう索さくが厳しくなって、よけいな事まで探さぐられる恐おそれがありました。用済みの姫達は、約束通り無事に返したのです。ですがもし父親達が我々に反はん抗こうするようなら、またさらうと脅おどしをかけておきました」

　くっと口角を上げた。すべて予定通りだったが、凌箔の胸には一つ悔くやまれる事があった。

「だが惜おしかったな。姫達に紛まぎれ込ませていた暗殺者が失敗したのは。白桜があれで死んでいれば、白虎家の跡取りは私だけになったのに」

　暗殺者を仕組んだのは、ほんの気まぐれだ。

　あれで白桜が死ぬのなら、それはそれで面めん倒どうがなくていいと思った。

　失敗して悔くやしい思いもあるが、まあいいと凌箔は思う。

　今からじっくりとあの『女』を苦しめてやれるからだ。

「白桜は、龍宝帝にずいぶんと気に入られているらしい。あいつを苦しめてやれば、帝も心を痛めるだろう。それに息子むすこである青丞と、四神の跡取り達も帝の信しん頼らいが厚いと聞く。あいつらを殺すのはいつでもできるが、散々苦しめてやった方が龍宝帝も辛つらい思いをするだろう」

　腹の底からわき上がる笑いが堪えられなかった。

「私は、白虎家の正式な跡取りだ。次期帝の座は私が頂く。四神の跡取り達と龍宝帝に、生きているのが苦痛だというほどの思いを味わわせてやる」

　盃の酒を飲み干して、凌箔は視線を鋭するどくした。

　凌箔の狙ねらいは、あくまで龍宝帝だった。四神の跡取り達は、龍宝帝を苦しめる為の駒こまだ。

　帝の顔を思い出すだけで、はらわたが煮にえくり返る。それと同時に、大切な人の顔も浮うかぶ。

　優しい男だった。大切な親友だった。

　だが、彼はもうこの世にはいない。

　なぜなら──龍宝帝がこの世から葬ほうむり去ったからだ。しかも彼の人格も功績も無視した最低なやり方で。だからそれと同じだけの苦しみを、龍宝帝にも味わわせてやりたかった。

「龍宝帝の命を狙うのではなく、帝の座から引きずり下ろしてやる。改革とやらを失敗に追い込んで、みじめな思いをさせてからな」

　恨うらみの深さは、誰にも負けない。

　あのすました顔を苦痛に歪ゆがめるさまを思うと、口角が自然と上がった。

「そうでございますとも。下等な平民達を大学寮りように入れるなんてとんでもない。そんな事をしたら、大だい内だい裏りで平民達が大きな顔をするようになってしまいます。それだけは止めなければ」

「ええ。我ら貴族をないがしろにする帝など、支持する気にはなれません。まったく、忌いみ神一族がもう少し頑がん張ばるかと思っていたのに、あの想月という男は見事に失敗して。あれで仲間達がずいぶん粛しゆく清せいされてしまいました。ですが、我らは違ちがう」

「そう、私達は生きつ粋すいの陽真乙国の貴族。血統を重んじる私達が、この国を守っていかなければ」

　扇子を口元に当て、ほくそ笑えむ貴族達を見て、凌箔はうんざりする思いだった。

　馬ば鹿かな貴族達だと思う。いろんな事を言っているが、結局は自分の身が大事なのだ。

　身分を問わず優ゆう秀しゆうな者が集まれば、すぐさま大内裏を追われるのは彼らだろう。

　悪事を考えるのは得意だが、仕事はできない無能どもの集まりだ。

「……そう。貴き殿でん達の血統を重んじる気持ちはよくわかる。私も白虎家の跡取りでありながら、些さ細さいな事でその地位を追われた。必ずこの手に取り戻もどしてみせる」

　それでも同調するのは、今はまだ彼らの地位と権力が必要だからだ。

　貴族達の顔が紅潮した。嬉しそうにこちらを見つめる。

「ええ。白金の髪かみ、紅の瞳ひとみは白虎家の証あかし。あなたこそが四神である白虎が認めた跡取りです。私達はあなたを支持しますぞ。さらった姫達の父親に書かせた血判状には、あなたが次の帝になる事に賛成する旨むねも書かせています。これでかなり事は進みやすくなりました」

「ああ、あとはあの邪じや魔まな白桜に、地べたを這はいずり回るような苦しみを与えてから、始末してやる。あいつがいなくなれば、白虎家で跡取りになれる年ねん齢れいの男子は私しかいないからな」

　企たくらみを巡めぐらせつつ飲む酒の味は格別だ。

　これから都に吹ふき荒あれる災わざわいを思い浮かべて、凌箔は感かん嘆たんの息をついた。
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「浮かない顔だね、白桜。望み通り、大学寮の仕事を任ぜられたのだろう？」

　白虎家の屋や敷しきで、中庭の池で泳ぐ鯉こいを見つめていた白桜は、背後から声をかけられてはっとした。振ふり向くと、情熱的な赤い瞳をした朱咒がにこやかに立っている。

「朱咒！　珍めずらしいですね。一人でいらっしゃったんですか？」

「まあね。君の様子を見にきたんだ。……それと、上総様は帰ってこられたかい？」

　すぐ近くまで歩み寄った朱咒から、わずかに目線をそらす。

「……おじいさまは、まだ戻られません」

　朱咒には、今回の出来事を詳くわしく話してあった。

　上総が、凌箔がなぜ都にいるのか事情を聞きに、富士山へ行った事も彼は知っている。

「そう。まだ数日だし仕方ないね。でも約束は覚えているよね。白桜」

　微笑ほほえんではいるが、目は笑っていなかった。

「はい。おじいさまが事情を聞いて戻って来たら、すぐに知らせます」

　本当は白虎家だけで内密に処理したいが、凌箔は手て強ごわそうだ。

　姫達をさらったりしたのも、彼なりの理由があるはずだと思っていた。

　それが何かはわからないが、彼が龍宝帝に反感を持っているのは確かだ。

　もめ事の火種は燃え上がる前に消すという朱咒とは、同じ考えだった。

「今の所は凌箔も動きはないみたいだし、こちらも上総様が戻ってくるまで様子を見よう。……あ、そうそう、さきほど青丞の様子を見に、屋敷へ行ってきたよ」

「えっ？　本当ですか？」

　青丞は姫達を救出する時、白桜を庇かばって怪け我がをした。それを手当てしたのは、医者でもある朱咒だ。それからも定期的に屋敷に通い、青丞の治ち療りようをしていると聞いていた。

「ああ、君が心配しているだろうから、青丞の様子を教えてあげた方がいいかなって気になっていたんだ。……どうせ見み舞まいにもいけていないんだろう？」

　その問いには俯うつむいた。

　本当は怪我をさせた事が申し訳なくて、連日青龍家の屋敷の前まで足を運んでいる。

　しかし門番に声をかける勇気はでなかった。

　また門もん前ぜん払ばらいされたらと思うと、どうしてももう一歩が踏ふみ出せない。

「秘密の事を、もし知られていたらと思うと、どうも……」

　口を濁にごすと、朱咒が優やさしく微笑む。

「青丞の怪我はもうほとんど治っているよ。心配しなくていい。……それにしてもうじうじ悩なやむのは白虎家の白桜らしくないな。当たって砕くだけろ精神はどこにいったんだい」

　いつもならその精神で行動するが、どうも青丞相手だと二の足を踏む。

　どうしてかずっと考えていて、最近ようやく一つの答えを導き出した。

「当たって砕けて嫌きらわれたら……立ち直れないから」

　呟つぶやくような声は、まごうことなく本音だ。

　彼の事が好きなのかもしれないと、以前思った事がある。

　だけどそれがどのぐらいの好きなのか、どういう好きなのかよくわからないでいた。

　しかし今なら何となくその答えが出そうだった。

　彼には嫌われたくない。ずっとそばにいてほしい。そういう好きなのかもしれないと。

「君達は見ていると面おも白しろいね」

　苦く笑しようした朱咒に、むっとして口を尖とがらせる。

「面白いってなんですか。わたしは真しん剣けんなんですけど」

「ああ、ごめんごめん。でも、君も青丞も変な所で臆おく病びような気がするな」

「えっ!?　わたしはともかく、青丞もですか？……あ、もしかして、探りを入れてやるって言ってくれてたけど、本当に何か聞いたんですか？」

　慌あわてて詰つめ寄ると、朱咒が涼すずしい顔でそっぽを向いた。

「さあ、教えてあげない。直接本人に聞いた方がいいよ。いつもみたいに強ごう引いんに青丞を捕つかまえて、正面から話をしてごらん。君達にとって、それが一番いい事だと思うよ」

「でも……」

　それができたらこんなに苦労はしない。悩んでいると、朱咒が肩かたに手を置いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。これだけは断言してあげる。彼は君を嫌いになってはいないよ。だって考えてごらん。嫌いな奴やつを庇って怪我したりしないさ。それに君が狙ねらわれたのは一いつ瞬しゆんの隙すきだ。青丞はその一瞬に反応して、君を助けた。それだけ君の事をよく見ている証しよう拠こだよ」

　確かにあの時は、自分でも何が起こったのかわからないほど、とっさの出来事だった。

　あの場には鵬玄も瑠比人も朱咒もいたのに、暗殺者の行動を察知して庇ってくれたのは青丞だ。朱咒の言う通り、こちらの動きをつぶさに見ていたからできた行動には違いなかった。

「いつものしつこい君で頑張って当たっておいで。そうそう、今日は青丞は屋敷にずっといるはずだ。鬼おにの捜そう索さくは、正式に青輝隊と黒耀隊が行う事になってね。治療の時に、今日は鵬玄が捕まえた男達の詮せん議ぎの結果を報告しにくるから屋敷にいなくてはと言っていたよ」

　ぽんっと肩を叩たたかれた。

　それが〝だから頑張って行っておいで〟と背中を後押ししてくれているようにも感じた。

　今のままでは駄だ目めだと自分でも思っている。

　青丞とこのまま疎そ遠えんになることだけは、絶対に嫌いやだった。

　池をのぞき込んだ白桜は、水面みなもに映る自分の顔を見つめて、大きく頷うなずく。

（青丞に会いに行こう！　たとえ門前払いされたって、会ってくれるまで門の前で待てばいい。このまま一生話もできないような関係になるのは、死んでも嫌だ！）

　白桜は朱咒に感謝の意を込めて一礼し、青丞に会う為ため屋敷を後にした。
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「白虎家の白桜です。青丞にお目にかかりたいのですが」

　白桜は一生分の勇気を振り絞しぼって、青龍家の門番に話しかけた。

　心臓は激しく脈打っていて息苦しいし、今にもここから立ち去りたいくらいだ。

　頭の中では、冷たく背を向ける彼の姿ばかりが浮うかんでいる。

　それを頭かぶりを振って追い払はらった。

（駄目だ。今日こそ青丞と話し合わなくては。逃にげてばかりいたら、前に進めない！）

　心を奮い立たせて、門番をじっと見み据すえた。

「……どうぞ」

　また門前払いされる事も覚かく悟ごしていたが、案外あっさり屋敷内の敷しき地ちに通された。

「今のお時間なら、青丞様は庭で太刀たちの稽けい古こをされていると思います。あちらに行かれると、庭が見えてまいります」

　青龍家は広大な敷地を誇ほこり、白虎家に勝まさるとも劣おとらない立派な屋敷があった。

　白桜は緊きん張ちようの面おも持もちで、門番が示した方へと足を進める。

　しばらく歩くと、大きな木の向こう側に広い庭が垣かい間ま見えた。

　近づくと、青丞が上半身裸はだかになって、素す振ぶりをしている。

　声をかけようとして、思わず彼の姿に目を奪うばわれた。

　汗あせが光る身体からだは、引き締しまった筋肉がついている。

　真剣に前だけを見つめて太刀をふるう様は、いつもの冷静な彼からは想像できない熱さに満ちていた。

　心臓が勝手に飛び跳はねるのはなぜだろう。

　目が離はなせないけれど、見ていると恥はずかしいような気分にもなる。

　ただ、久しぶりにゆっくりと青丞の姿を見られて、心から嬉うれしいと思った。

「誰だれだ！」

　青丞がふいに素振りを止やめて、こちらに厳しい視線を向けた。

「す、すまない。太刀の稽古中だったみたいだから、声をかけ損そこねて」

　慌てて木の陰かげから出て行く。

　青丞が眉まゆ根ねを寄せたが、いつものように背を向ける事はなかった。

「──何の用だ？」

　久しぶりに彼から問いかけられた気がした。嬉しくなって、彼のもとに駆かけ寄る。

「怪我はどうかな？」

　青丞の腕うでにはさらしが巻かれている。

　もうだいぶ良くなったと聞いてはいたが、本人に確かめたかった。

「大した事はない。もう傷も塞ふさがって、さらしもいらないくらいだ。素振りをしても痛みは感じない」

　返事があった事にほっとした。最近はこんな普ふ通つうの会話もまともにできていなかった。

「話はそれだけか？　俺は忙いそがしい。もうすぐ鵬玄も来るから準備もある」

　だがやはりあまり長く話したくないというそぶりを見せられて、俯いた。

　またしても落ち込みそうになったが、慌てて深呼吸した。

　今日は何を言われても、どんな態度を取られても、逃げずに話し合うつもりだ。

「……単刀直入に聞くよ。青丞、わたしの事で何か怒おこっているのか？」

　何をどう聞けばいいのか、ずっと考えていた。だけど、結局聞きたい事は一つだ。

　ここまできたらもう、素す直なおに聞くしかないと思った。

　青丞はしばらく無言でじっとこちらを見つめていた。

　その無表情な顔からは、彼が何を考えているのかわからなかった。

　長い長い沈ちん黙もくに思えた。だが本当は一瞬だったのかもしれない。

　青丞がようやく口を開いた。

「前にお前の屋や敷しきを訪ねた時の事だが」

　どきりと心臓が跳ね上がった。顔から一瞬で血の気が引くのが自分でもわかる。

　逃げ出したい気持ちに駆られたが、必死で動かないよう自分の身体に命令を出した。

「お前に用があったので、部屋に行った。そうしたら、お前は着き替がえていた」

　目を見られなくて俯うつむいているので、青丞の表情はわからない。

　動どう揺ようしてはいけないと思っても、身体は正直に反応する。

　握にぎった拳こぶしが、ぶるぶると震ふるえるのを止められなかった。

（やっぱり……わたしの秘密を見られたのか！）

　覚悟をして、目を瞑つぶった時だった。

「……その時、お前の背中が見えたが────傷がなかった」

　頭の上から降ってきた言葉に、目を見開いた。

　一瞬言われている意味がわからなかった。そしてすぐに、そういえばと思い出す。

　誰かと一いつ緒しよに風ふ呂ろに入ったり着替えをしたりできない理由として、背中に醜みにくい傷があると言った事がある。おそらく青丞が言っているのはその事だ。

「えっと……見たのは背中だけか？」

　慌てて顔を上げる。まずは一番心配している事を聞きたかった。

　青丞が訝いぶかしそうな顔をしつつも頷く。

「ああ」

「そうか！　そうなのか……」

　ほっとして全身から力が抜ぬけそうになった。

（秘密が知られた訳ではなかったんだ！　よかった……！）

　何とか足に力を入れて立っていたが、緊張が解けて今にもうずくまりそうだ。

　そんな様子を見ていた青丞が、怒ったように眉まゆ尻じりをつり上げた。

「なぜそう嬉しそうな顔をする。お前は俺に噓うそをついていたというのに」

　むっとした声こわ色いろに、慌あわてて目を瞬またたかせた。

「えっ……？」

「とぼけるな。背中に大きな傷があるといっていただろう。そのせいで裸を見られたくないと。俺はそれを信じて、何度かお前を庇かばった。それなのに、お前の背中には傷なんてなかった」

　問い詰つめられて、今度は冷や汗が流れた。青丞が怒っていた理由がやっとわかった。

　だが本当の事は言えない。白桜は慌てて口を開く。

「いや、あの、傷はあるよ。きっと見み間ま違ちがい……」

「そんなはずはない。お前の背中は綺き麗れいなものだった。それでも傷があるというのなら、今この場で脱ぬいで証明してみろ」

　突とつ然ぜんの事に、どうしていいかわからず混乱する。

（一難去ってまた一難だ！　どう言い訳しよう。傷があると言ったら見せろと言われるし、ないと言ったら噓をついていたと認める事になる。どうしてそんな噓をついたと聞かれたら、本当の事は言えないから、また噓に噓を重ねる事になる。それだけは避さけたい……！）

　青丞が大切な人だと気付いた。嫌きらわれたくないし、もう無視されるのは耐たえられない。

　できれば以前のような関係に戻もどりたいが、それにはこの場を乗り切る必要がある。

「それは……」

　噓をつくのはもともと苦手なので、こんな時いい言い訳が思いつかなかった。

　しかも青丞を納なつ得とくさせるだけの噓なんて、そう簡単に思いつくはずがない。

「どうした？　なぜ黙だまり込む。やはり噓なのだな。どうしてそんな噓をついた」

　まずい方へと話が進んでいた。背中にも汗をかきつつ、目を泳がせる。

「だから……」

「待て、青丞。白桜の背中には傷があるぞ」

　そこへ背後から、低い声が聞こえた。

　慌てて声が聞こえた方に目をやると、鵬玄が腕うで組ぐみして立っている。

「遅おそくなってすまないな。青丞」

　そういえば、今日は鵬玄と青丞の話し合いがあると朱咒が言っていたのを思い出す。

　鵬玄がゆっくりとこちらにやってきて、白桜の肩かたに手を置いた。

「話に割って入ってすまない。聞こえてきたものだから、つい。白桜の背中には傷があった。こいつは噓なんてついてない」

　青丞が鵬玄と白桜を交こう互ごに見つめて、眉根を寄せた。

「いいや、白桜の背中に傷はなかった。俺は見たんだ」

「きっと見えなかっただけだろう。かなり良くなっているから、光の加減では見えにくくなる時があるんだ。大した事はないと俺も言ったのだが、それでも白桜は気にしていて、見られるのを嫌いやがるんだ」

　苦く笑しようした鵬玄に、それでも青丞は訝しげな目を向けた。

「お前は確かに傷を見たのか？」

「ああ、何度もな。俺と白桜は親友だ。風呂にも一緒に入った事がある。確かに傷はあった。俺が保証しよう」

　青丞はまだ納得していない表情だ。鵬玄が肩を揺ゆらして笑った。

「おいおい、俺まで噓をついているというのか？　何の為ために？　俺がお前にそんな噓をつく理由が見当たらないだろう」

　確かにそうだと白桜も思う。

　だが問題なのは、鵬玄が今言っている事はすべて噓だという事だ。

（どういう事だ？　鵬玄はどうしてこんな噓をつくんだ。一緒に風呂なんて入ったこともないし、背中だって見せた事もないのに！）

　だが口に出して問い詰める訳にはいかない。今はまず、青丞の疑いを晴らさなければ。

　青丞は視線を落として何か考え込んでいたが、やがて顔を上げて息をつく。

「……それもそうだな。お前が噓をつく理由はない。では、俺の見間違いだったのだろう」

　渋しぶ々しぶといった様子だが、納得してくれたようだ。

　心底ほっとしていると、青丞がこちらに向き直る。

「すまなかったな、白桜。勘かん違ちがいをして疑って」

　謝られると、いたたまれなくなる。悪いのはもちろん自分だ。

「いいや。とんでもないよ。気にしないでくれ」

　ぶんぶんと両手を振った。申し訳ないが、本当の事は言えない。

　これで納得してくれたのなら、このまま噓をつき通すしかなかった。

「では、鵬玄。すまないが、しばらく待っていてくれないか。汗あせをかいたから着替えてくる」

　青丞が母おも屋やに向かうのを鵬玄と二人で見送った。

　彼の姿が見えなくなってからも、鵬玄との間で沈黙が続く。

（どうして、鵬玄はわたしの背中を見た事があるなんて、噓をついたんだろう……）

　それが気になって仕方なかった。聞きたいが、どう問いかけていいかもわからない。

　それでも、勇気を振り絞しぼった。

「鵬玄。……さっきはどうしてあんな事を言ったんだ？　一緒に風呂に入った事なんてないだろう」

　彼に向き直って、やや俯いた。彼の真意を聞くのは、なぜか怖こわい気がしていた。

　鵬玄はしばらく無言だった。

　沈ちん黙もくに耐えられず顔を上げると、彼は辛つらいような切ないような表情をしていた。

　目が合うと、鵬玄がゆっくりと息をつく。

「……守りたかった。お前と、お前の『秘密』を」

　鵬玄にしては珍めずらしく小声だった。それでも一言一句聞き逃のがさない。

　言葉の意味を理解して、息が止まりそうになった。

「ひ、秘密って何の事だ？　わたしは何も秘密なんて……」

「もういい」

　あたふたとごまかそうとした口を、立てた人差し指で塞ふさがれた。

　目を見開くと、鵬玄の痛々しそうな目とぶつかる。

「もう俺には……俺にだけは噓をつかなくていい。……お前の秘密は知っている。ずっと隠かくしていて、辛かっただろう。お前は噓が苦手だからな」

　優やさしい笑えみだった。安心感のある頼たよれる笑みだった。

　彼が言う秘密とは、自分が〝女〟だという秘密だろうか。

　まさか、そんな、という気持ちが生まれた。

　彼は秘密を知っているそぶりなんて、一度も見せた事がなかったのに。

「知ってる……？　本当に？」

　動揺して目が泳いだ。息が止まりそうになりながらも何とか声を出すと鵬玄が小さく頷うなずく。

「ああ。〝女〟のお前が男の中に一人で飛びこんで、怖い思いもしただろう。だが、これからは俺が守ってやる。安心しろ、里桜姫」

　その一言で、彼は本当に何もかも知っているのだと悟さとった。

「いつから……？」

　混乱して、言葉が出てこなかった。やっと出た声に、鵬玄が微笑ほほえむ。

「大学寮りようを卒業した頃ころからだ。ひょんな事からお前の秘密を知って、俺も悩なやんだ。このまま黙っていていいのかと。だがお前が白虎家の跡あと取とりとして頑がん張ばる姿を見ていたら、応おう援えんしたくなった」

　ずっと親友だと思っていた。危険な時はいつも助けてくれた。

　今思えば、彼の言動がおかしいと感じる事はあった。

「知っていたから、里桜姫争奪戦にも参加してくれたのか？　大だい内だい裏りに里桜姫として上がる時も、鵬玄は衛兵として後宮に来ていた。みんな知っていて……？」

　おずおずと問いかけると、鵬玄がゆっくりと頷いた。

「頼たのむ！　これからも黙っていてくれ！　騙だましていたのに、こんな事を頼むのは虫がいいとわかってる。でもこれがばれたら、わたしだけでなくおじいさまや姉様達まで処しよ刑けいされてしまうかもしれない……！」

　必死で彼の腕うでを摑つかんだ。秘密を守り通さねばと、それだけが頭を占しめていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。守ってやると言っただろう。お前の秘密は誰だれにも言わない。絶対だ」

　力強い言葉に、目が自然と潤うるんだ。

「本当に？　絶対に誰にも言わないでくれるか？」

「ああ、約束だ。お前は何も心配しなくていい。今まで通り、官かん吏りとして働けばいいんだ。何かあったら、必ず俺を頼れ」

　そこまで言われて、白桜はまたしても混乱した。

（噓うそをついて騙していたのに、どうしてここまで言ってくれるんだろう？）

　親友だからといえば、そうかもしれない。

　だが親友だからこそ、騙されていたならば、よけいに腹が立つのではないだろうか。

「……どうしてそこまでしてくれるんだ？」

　鵬玄は、しばらく考えるように目を伏ふせた。

　そして何かを決意したように真しん剣けんな表情をして、目を合わせる。

「俺も秘密を打ち明けよう」

　突とつ然ぜんの言葉に、目を瞬またたかせた。

「鵬玄にも、秘密が？」

「ああ、ずっと隠してきた。だが、お前には聞いてほしい。いいか？」

　じっと見つめられて、なぜか胸が苦しくなった気がした。

「わかった。わたしでいいなら、聞くよ」

　何かとんでもない秘密なのだろうか。

　どんな事を言われても受け止められるよう覚かく悟ごを決めて、鵬玄の話を待った。




「──お前が好きだ」




　告白は静かな、だけどはっきりと聞き取れる声だった。

　一いつ瞬しゆん意味がわからなくて、首を傾かしげる。

「好きって、誰を……？」

「だから、お前だ。お前が好きなんだ。ずっとお前を守っていきたいと思っている」

　驚おどろく暇ひまもなく、ふわりと抱だきしめられた。

　優しい腕なのに、力強くてもがいても放してはもらえない。

　突然の事に頭の中は更さらに混乱を極きわめた。

[image: ]

　ずっと親友だと思っていた鵬玄に、女だと知っていると言われ、好きだと告白された。

　熱い腕は、彼の言葉が偽いつわりなどではないと語っていた。

「俺のものになれ。白桜としてのお前も、里桜姫としてのお前も受け入れて、一いつ緒しよに秘密を守り抜ぬいてやる。だから、ずっと俺の腕の中にいてくれ」

　親友の告白に目を見開いたまま、白桜は動く事もできずに呆ぼう然ぜんとしていた。

　都に来て初めての『女』としての波乱の幕開けだった。




　　　　[image: ]




　青丞は、目の前の光景が信じられなくて、立ち尽つくしていた。

　着き替がえをする為ために自室に戻もどりかけたが、太刀たちを忘れた事に気付いて取りに戻った。

　そうすると、白桜と鵬玄が何やら真剣な面おも持もちで話をしていた。

　声をかけようとしたが、聞こえて来た鵬玄の言葉に動きが止まった。

「……お前の秘密は知っている……」

　白桜の『秘密』。それは青丞もずっと気になっている事だった。

　白桜には何か人には言えない秘密がある。

　彼を狙ねらった暗殺者も、白桜には秘密があると言っていた。

　それを聞いた白桜は、手を震ふるわせて動どう揺ようした様子を見せた。

　秘密が何かはわからない。

　ただ、愛する里桜姫の弟である彼を、友人としての彼を心配していた。

　だから彼が悩んでいる秘密の内容を知りたくて、息を潜ひそめて彼らの会話を聞いていた。

　そして────衝しよう撃げき的な白桜の秘密を知ったのだ。

　鵬玄は白桜を里桜姫と呼んだ。

　そして白桜としてのお前も、里桜姫としてのお前も受け入れると。

　それはつまり、青丞の愛する里桜姫と白桜が同じ人物である事を示していた。

　さすがに驚きすぎて、身体からだから力が抜けた。

　木の陰かげに隠れて腰こしを下ろし、どういう事かと考える。

　白桜は鵬玄の話を否定しなかった。それどころか黙だまっていてくれと必死で頼んでいた。

　里桜姫の顔は、一度しか見た事がない。白桜と似てはいたが、確かに別人だった。それに彼女と白桜が同席しているのもこの目で見たから、二人が同一人物だなんて思いもしなかった。

　だが今思い返せば、その時の『里桜姫』には違い和わ感かんがあった。

　声は同じだったが、まるでそれまでの彼女とは別人のような話しぶりと態度だった。

　そこまで考えて、青丞ははっとした。もしやあの時の『里桜姫』は偽者だったのではないかと。そう考えればすべてのつじつまが合う。

　恋こいは盲もう目もくというが、里桜姫に恋をするあまり、普ふ段だんならすぐに気付く事をいくつも見落としていた気がする。

　もしそれが本当だとすれば、白桜が背中に傷があるなんて噓をついたのにも納なつ得とくがいく。

　裸はだかになれば、女だとばれてしまうからだ。

「里桜姫と……白桜が同一人物。まさか……！」

　呟つぶやいて、そっと庭に目を向けた。

　するとそこでは、鵬玄が白桜を抱きしめていた。

　その姿を見て、かっと頭に血が上る。

　白桜の秘密を知って、どうすればいいのかという迷いはもちろんある。

　だが今の青丞の心を覆おおい尽くしたのは、白桜を抱きしめる鵬玄への怒いかりと嫉しつ妬との炎ほのおだった。









　あとがき







　こんにちは。伊藤たつきです。

　いよいよ今回から新章が始まりましたが、いかがでしたでしょうか？




　今回何に一番苦労したかというと、サブタイトルです。

　お気づきかと思いますが、毎回サブタイトルの最初にくる数字が、巻数を表しています。

　担当さんの提案で毎回数字を入れていこうと決まったのですが、巻を追うごとにだんだんサブタイトルを考えるのが大変になってきました。

　特にこの六巻は、前々から「六」がつく言葉でサブタイトルに相応ふさわしいものがあまりないと悩なやんでいたのですが、楽観的な私は〝いざとなったらきっと何か思いつくさ〟と吞のん気きに考えていました。

　ですがその時に思いつかないのに、時間が経たったからといってそうそういい感じの言葉が思いつくはずもなく……。

　六月に出産したのですが、そろそろ産休に入るからもうサブタイトルをつけないとまずいぞ、という時期になってから慌あわて始め、結局予定日まであと少しというぎりぎりまで担当さんと案を出し合い、ようやく決まりました。

　これでやっと少しゆっくりできるかなと思ったのもつかの間、その二日後にいきなり陣じん痛つうが来て入院。陣痛に苦しみながらも、サブタイトルが決まってから入院になってよかったと、心の中でほっとしたのを覚えています。




　イラストの硝音あや先生。口絵カラーが初の白桜と鵬玄のツーショットで、嬉うれしくてにやにやしてしまいました。いつも美び麗れいなイラストをありがとうございます！




　この本を手にとって下さった皆みな様さまにも、最大級の感謝を捧ささげます。

　しばらく産休を頂いていましたが、何とか無事にお仕事に復帰できました。

　なるべく読者さんをお待たせしないようにとスケジュールを調整したりしていましたが、結局前巻から少し間があいてしまいました。申し訳ありません！

　慣れない育児でてんやわんやですが、これからも読者さんに楽しんで頂けるようなお話作りを目指して頑がん張ばります！

　それではまた、次の機会にお会いできる事を祈いのって。





伊藤たつき　　




















カバー・口絵・本文イラスト／硝音あや

カバー・口絵・本文デザイン／アフターグロウ











白はく桜おう四し神じん




秘ひ密みつの恋こいは六りつ花かのごとく！








伊い藤とうたつき
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